
[image: ]


宮廷神官物語


選ばれし瞳の少年





榎田ユウリ















[image: ]





角川ビーンズ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





宮廷神官物語　選ばれし瞳の少年







本文イラスト／カトーナオ




　国乱るるとき、白びやつ虎こあらわる。


　白き虎とらの背に乗るは慧え眼げん児じなり。


　その者、額に輝かがやける蒼そう眼がんにて、人の悪あしき心しん魂こんを看かん破ぱす。







──麗れい虎こ国こく神話譚たん叢そうより





　　　　１







　びょん。


　びょんびょん。


　びょんびょんびょん……べたり。





　春である。


　天は青。樹き々ぎは緑。風は清せい爽そう。


　未明まで続いた強い雨は、宙を漂ただよう土つち埃ぼこりすら洗い流していた。しっとりと水分を纏まとう世界は瑞みず々みずしく、まだ柔やわらかい新芽に丸い滴しずくが輝く。


　しかし、旅人にとって雨は難なん儀ぎでしかない。だらだら続く、登りの山道ならなおさらだ。


　ぬかるんだ道の真ん中で、右足を一歩踏ふみ出した体勢のまま、身なりのよい青年が固まっている。顔かたちは眉び目もく秀しゆう麗れいだが、いかんせん表情に乏とぼしい。


　今もじっとしたまま、喜き怒ど哀あい楽らくのわからぬ顔で己おのれの鞋くつを見つめている。


　氏は瑛えい、名は鶏けい冠かん。


　歳は数えの二十一。宮中にて神事に携たずさわる神官である。


　その身分を裏づけるのは首から下げた翡ひ翠すいの玉たま飾かざりだが、今は服の内側にしまわれている。旅のさなか、下手へたに目立って盗とう賊ぞくに襲おそわれることのないよう、用心のためだ。


　男性にしては細い眉まゆを寄せて、鶏冠は鞋を見つめ続ける。


　長旅で負担のかかる足を包むのは、鹿しか革がわを重ね、雨を通さぬように油を塗ぬり、底は木でできている木鞋モクフアだ。ふだん宮中で履はいている絹張り鞋に比べいささか無骨ではあるが、それでも細工の美しい組紐細工メドウプがついている。もっともその飾り紐ですら、すっかり泥どろと埃ほこりにまみれてしまっていた。


　実のところ、鶏冠が凝ぎよう視ししているのは鞋ではない。


　右の木鞋にべたりと──大きな蝦が蟇まが一匹ぴき乗っているのだ。


　蝦蟇と目が合う。げろ、と一声鳴いた。


「……退のけ」


「はっ」


　俯うつむいたまま発した鶏冠に反応し、護衛官がサッと一歩退いた。


　まだ若い護衛官の背には大きな荷物が載のっている。若いといっても、鶏冠よりは二つ三つ上には違ちがいない。上背が高く、頑がん健けんな身体からだつきをしている。鶏冠と同じく、パジチョゴリの上に外がい套とうを着け、黒くろ笠かさを被かぶった旅装束だ。


　両者の出いで立ちの違いは、護衛官のほうが外套の丈たけが短く動きやすいこと、腰こしに長ちよう剣けんを下げていること、黒笠のつばが鶏冠のものより狭せまく、顎あご紐ひも飾りも簡素であることなどだ。


　また、黒笠を取れば護衛官は髷まげを結ゆい網巾マングオンを巻いているが、神官である鶏冠は後ろでひとつに括くくっているだけである。さらに護衛官は顎あごに鬚ひげをたくわえている。鬚は成人し妻帯した男子のたしなみであり、一生独り身の神官には縁えんがない。


「そなたではない。この蝦蟇に言ったのだ」


「蝦蟇？　ああ、そのようなところに……」


「ほら、退け。退けというのに」


　足を上げて、軽く揺ゆする。


　だが図ずう々ずうしい蝦蟇はその程度では落ちる気配もない。薄うす青あお色をした外套の裾すそをバサバサさせながら空を蹴ける鶏冠だが、蹴れば蹴るほど、蝦蟇は落とされまいとしがみつく。


　片足立ちで空中蹴りを続けるのは、それなりに疲つかれる。


　それ以前に、どこまで続くともしれぬ山道を歩き続け、鶏冠は疲れ果てていた。馬はいない。細く急な斜しや面めんを歩かせるのは危険だと判断し、麓ふもとの村で売り払はらった。帰りには別の馬を買わなければならない。


　麓からまる三日、徒歩かちの旅である。


　日ひ頃ごろから身体を鍛きたえている護衛官はともかく、神に祈いのりを捧ささげることを職務としている鶏冠にとっては苦行にも近い行程だ。脚あしはすでに棒きれのようで、なにも乗っていなくても重いというのに……さらに蝦蟇である。


「えいっ」


　だんっ──地じ団だん駄だを踏むがごとく、鶏冠は蝦蟇のくっついた右足を地に踏み下ろす。動きは派手だが、顔つきはやはり淡たん々たんとしたままだ。


　蝦蟇はまだ離はなれない。驚おどろくべきしつこさだった。


「……それほど私の鞋が気に入ったか」


　いいかげん脚を振ふり回すことに厭あいて、鶏冠は身を屈かがめた。


　無表情のまま、右手で蝦蟇をむんずと摑つかむ。やれやれと身体を起こし、藪やぶの中に邪じや魔ま者をうち捨てた。バサリと草くさ陰かげに投げ込まれた蝦蟇は、げろろっと文句をつけるように鳴いたが、文句を言いたいのは鶏冠のほうだった。


　なにやらべたべたする手のひらを見つめ、小さなため息をつく。


　のどかだ。


　……というか、田舎いなかだ。空気と眺ながめばかりはいい山中である。


　今朝も早くから歩き始めて、もうすぐ太陽は真上にくる。なのに人っ子ひとり見かけないのでは、この先に村があるというのも疑わしい。


　護衛官が差し出した手しゆ巾きんで手を拭ぬぐいながら、鶏冠は「まだなのか」と尋たずねる。


「そろそろ、ハシバミの村とやらに辿たどり着いてもよい頃ころなのではないか？」


　はあ、と護衛官が自信なげな声を出す。


「まもなくのはずでございます。なにぶん、滅めつ多たに外の人間が近寄らぬ隠かくれ里ゆえ、正確な位置はわからないのです。神官様を馬にもお乗せできず心苦しいのですが……」


「よい。そなたのせいではない」


　護衛官の釈しやく明めいを遮さえぎり、鶏冠は布を畳たたんだ。汚よごれたほうをきちんと内側にし、小さくして懐ふところに収める。本当ならば手を洗いたいところだが、目につくのは泥色の水たまりばかりだ。


「脚がお疲れでしょう。少し休きゆう憩けいされますか」


「疲れてないといえば噓うそになるが、少しでも先に進もう」


「鶏冠様はご立派です。都慣れした神官様にはきつい旅かと存じますが、ちっとも嫌いやな顔をなさいません」


「王命を遂すい行こうしているのだ。私でなくとも、神官ならば嫌な顔などするはずもない」


「ご謙けん遜そんされますな。鶏冠様は特別です。評判どおりのお方とお見受けいたします」


　護衛官の感じ入ったような視線が向けられ、鶏冠は片眉を上げる。


「評判？」


「はい。神学生の頃よりその才は飛び抜ぬけており、十八歳という若さで宮中神官になられてからも、清せい廉れん潔白かつ真しん摯しなお仕つかえぶりにて胆たん礬ばん大神官の覚えもめでたく──このたびの王命もきっと成し遂とげられるだろうと」


「そうか。では期待を裏切らぬようにしたいものだ」


　顔色ひとつ変えずに答えた鶏冠だが、内心ではあてにならぬと思っていた。


　むしろ逆の言われよう……つまり「あの若造になにができるというのだ、失敗して戻もどり、恥をかくに決まっている」と囁ささやかれている可能性が高い。


　確かに鶏冠は、十八で宮中神官の職務を与あたえられた。周囲と比べても飛び抜けて若い。他ほかはせいぜい二十代後半から、上は棺かん桶おけに片足どころか両足を突つっ込み、それでもしぶとく現げん役えきを退かない老神官もいる。


　この国において神官は重要な役割を果たしている。


　天空におわす神、地を治める王、そして地を耕す民たみ。


　この三者を繫つなぐのが神官の主たる役割だ。


　具体的には各地方で祭事を司つかさどり、役人たちと連れん携けいして民の暮らしを守り、さらに精神的な支えとなる。中でも宮中神官は特別な存在だった。宮中の神学院から選えりすぐった者だけがなり得る宮中神官は、私利私欲に囚とらわれぬ心を持つことが肝要とされ、そのために自らの感情を抑よく制せいする能力を求められる。


　笑わぬこと。怒いからぬこと。嘆なげかぬこと。快を求めぬこと。


　宮中神官はたいてい、面をつけたように表情がないが、それはこの四つの戒いましめを守るためなのだ。もっとも、『私利私欲に囚われぬ心を持つ』というのはしょせんお題目で、裏ではいろいろな不正も行われているのが現実である。


　正直なところ、鶏冠はなぜ自分が宮中神官になれたのかよくわからない。


　難関といわれる試験を通り、めでたく宮中神学院に入ったところで、ほとんどは都の近きん郊こうか、地方勤めを命じられる。縁えん故こでもない限り宮中神官になるのは無理というのが、この世界の常識なのだ。


　宮中に残れと命じられた時の気持ちは「勘かん弁べんしてくれ」が本音だった。


　自分に降りかかる、羨せん望ぼう、嫉しつ妬と、やっかみ……想像は容易たやすい。宮中の外れにある学舎で数年を過ごせば、貴族と王族たちのきらびやかな暮らしの裏側がどんなものか、うすうすは感じ取れるものである。


　断れるものならば、断りたかった。けれど辞退は許されない。まして誰もが羨うらやむ宮中神官の座だ。断れば大神官への不敬を問われることになる。


　面めん倒どうなので、まあこれも運命と思って受け入れた。それが正直な心持ちだ。


　大きな声では言えないが、実のところ鶏冠が神官になりたいと思ったのは、神と王と民とを繫ぐ役割を果たしたかったからではない。


　……単に本が読みたかったのだ。


　宮中神しん殿でん奥には、王族と神官しか手にしてはならない書物がたんまりとある。神学院に所属していた三年間で、鶏冠は許されたぶんの書物をほぼ読み終えてしまった。


　宮中神官となれば、さらに門外不出の書物が読める。それは嬉うれしい。だがそれだけだ。


　身の丈に合わぬ権力などいらない。富や権力は欲ほつさない、というより興味がない。鶏冠は無欲ではないが、少欲だった。人徳ではなく、単にそういう性格なのだ。


　数少ない欲のうち、我が慢まんし難がたいのは書物に触ふれたいという知識欲であり、これは問題ない。もうひとつ俗ぞくっぽい欲望もあったが、こちらに関しては意志の力で乗り越こえている。


「無事にハシバミの村に着いたとしても、慧え眼げん児じなる者が本当にいるのでしょうか」


「王がお望みなのだ。いることを祈ろう」


　護衛官の言葉にそう返した。


　慧眼児。


　慧けい眼がんを持って生まれた子供。


　額に第三の目を持ち、人の善悪を見み抜ぬく力を持つとされている。もちろん伝承の類たぐいだ。文ぶん献けんに記き載さいは残っているものの、なにしろ前回現れたのが二百年前ときては、眉まゆにつけた唾つばも滴したたりそうである。鶏冠とて真に受けているわけではないが、いないならいないで、その確かく認にんをしなければならない。そのためにわざわざ西の果て、白びやつ虎こ峰ほうくんだりまで赴おもむいたわけである。


「額に目を持ち、人の心を見抜く子供がいるという噂うわさがある。居い処どころがはっきりしている上、この度たびは名前までわかっているのだから、今までの噂よりは信しん憑ぴよう性せいが高い」


「慧眼児を連れ帰れば、大変なお手て柄がらです。宮中の騒さわぎも収まるでしょう」


　さあて、そう簡単な問題だろうか──頷うなずきながらも、鶏冠の心中は疑ぎ心しん暗あん鬼きだ。


　現大神官である胆礬は齢よわい六十を超こえている。


　宮中に暮らす者の半分は六十を迎むかえずに逝ゆくので、すでに長命といえる。本来ならば次の大神官が決まっていなければならない時期だ。大神官の選定は国の一大事であり、新任者が誰になるかによって、宮中の力関係は大きく変化する。


「先のことはわからぬが、今は自分の為なすべきを為なそう。幸いにも今日はよく晴れ、歩くにはよい日──」


　ゆるりと右手を上げ、空を仰あおぎ見た鶏冠が眉根を寄せる。


　なんだ。


　あれはなんだ？　


　青いばかりの空の中、ひゅるるると落下してくる物体。棒状で、先せん端たんだけが円いような……。


　柄ひ杓しやく、か？　どうして柄杓が空から降ってくるのだ？　


　ぽつ、と水すい滴てきらしいものが頰ほおに当たる。


「鶏冠様！」


　護衛官が叫さけんだが遅おそかった。


　もともと機き敏びんとは言い難い鶏冠である。落下物から逃のがれることが叶かなわず、かろうじて腕うでで頭を庇かばい、身体からだを捻ひねって直ちよく撃げきを回かい避ひしようとした。


「いッ！」


　右みぎ肘ひじに衝しよう撃げきが走り、びぃぃぃん……と痺しびれた。


　さすがの鶏冠も顔を歪ゆがめる。あまりの痛さに声すら出ない。どうやら柄えではなく、一番重い先端部分がぶつかったようだ。頭だったら大事だし、肘でも充じゆう分ぶんに痛い。


　息もできないままに、左手で痛む箇か所しよを押さえるとなにやらべちょりと濡ぬれた感覚があった。触しよつ感かんからして、ただの水ではない。


「……？」


　指先についた液体を眺めると同時に、痛みのあまり止めていた呼吸を再開する。


　その途と端たん、自分の手を汚したものの正体を知り、鶏冠は泰たい然ぜんかつ荘そう厳ごんであるべき神官らしかぬ声で「ぎゃあ！」と叫んだ。


「く、くく、くくく……！」


　笑っているわけではない。言いたい言葉が最後まで出てくれないのだ。


「臭くさい……っ」


　やっと単語が安定すると、強きよう烈れつな臭においから逃れようと、自分の手を遠ざける。だがいくら頑がん張ばったところで、自分の手は自分の胴どう体たいについているため限界は知れている。めいっぱい腕を伸のばして慌あわてる鶏冠の姿を、護衛官がぽかんとした顔で見つめていた。


「く、臭いのだ。なんとかしてくれ」


「あっ。は、はい」


　はたと我に返り、護衛官が水をいれてある革かわ袋ぶくろを差し出した。そこから零こぼされる水で、鶏冠は必死に手を洗う。晒さらし布で手を拭ふき、次には外がい套とうの袖そでを拭く。自分の頰にぽつんと当たった滴しずくを思い出し、また「ぎゃあ」と叫びたくなったが必死に我慢した。もう一度水をもらい、ごしごしと顔を洗う。


「……なんということだ……」


　声は呻うめきに近くなった。


　水はたっぷりあるわけではなく、この先の飲み水も取っておかねばならない。顔と手はともかく、外套についた汚よごれは完全に落ちはしなかった。


　まだ残る異い臭しゆうに辟へき易えきし、鶏冠は外套を脱ぬぐ。春とはいえ山中には冷たい風が吹ふいているが、寒いのなんのと言ってはいられなかった。


「鶏冠様、お気を確かに」


「気は確かだが、臭い」


　被ひ害がい箇所を内側にして、鶏冠はぐるぐると外套を丸めた。一見動どう揺ようは収まったかのような顔つきだが、よく観察すればこめかみにうっすら青筋を立てている。


「お気の毒です。しかし、なぜ空からあんなものが降ってきたのでしょうか」


　そんなことは鶏冠こそ聞きたかった。


　落下してきたのはただの柄杓ではない。よりによって、肥柄杓だったのだ。


　柄杓は鶏冠の足もとに転がったままだが、もちろん拾う気にはならない。山道の右手は高い樹き々ぎの目立つ森で、左手は低木の茂る斜しや面めんになっている。この斜面の上方向から肥柄杓は落ちてきた──つまり誰かが落としたのではないか。


　宮中神官の上に肥柄杓を落とすなど、沙さ汰たの限りである。いや、誰の上にもそんなものを落としてはならない。危険なうえ、精神的衝撃は計り知れない。


　ざざざっ、と茂みの騒ぐ音が聞こえた。


「鶏冠様」


　護衛官が気色ばみ、鶏冠の前に立ちはだかる。


　何者かと思って身構えれば、腰こしを低く構えて斜面を降りてくるのはひとりの少年だった。


　結構な傾けい斜しやにも拘かかわらず姿勢を崩くずさぬまま、最後は自らの足で斜面を蹴けり、すとん、と着地する。まるで猿さるのような身軽さだ。


　薄うす汚ぎたない少年だった。


　十二、三歳だろうか。細かな葉にまみれたパジチョゴリは、かつては白だったと推測できる灰色だ。片手には肥こえ桶おけを持ち、足もとは履はき潰つぶす寸前の藁わら草ぞう履り、目ばかりが大きく、ぼさぼさの髪かみは括くくりもせずに、やはり汚い白布で鉢はち巻まきをしている。


　瘦やせているのは当然だ。どこからどう見ても、この少年は貧しい。身分はよくても常じよう民みん、でなければ私し隷れい民みんだろう。


「柄杓を落としたのはおまえかッ」


　護衛官が胴どう間ま声ごえで問いつめる。


　慌てて平へい伏ふくするはずの少年は、フン、と鼻から息を吐はいて肥桶をくるりと一回転させ、「見りゃわかんだろ」と返す。


「なんという口を利きく。おまえが柄杓をぶつけたこの方は、宮中神官様なのだぞ！」


「へえ、そう。だからどうした」


「ぶ、無礼な！」


　少しも反省の態度を示さぬ少年に、護衛官はますます憤いきどおった。


　貴族であり、しかも宮中神官である鶏冠は、都を歩けば多くの人々に頭を下げられる身分だ。肥柄杓をぶつけるなど、とんでもない非礼となる。


　けれど鶏冠は「まあ、よい」といきりたつ護衛官を宥なだめた。


　肥柄杓を身体で受けてしまった事実は衝撃的だったが、位置関係を考こう慮りよすればわざとではないのは理解できる。さらに「怒いからぬこと」は宮中神官の戒めだ。


「こんな田舎いなかで、相手は子供だ。許してやりなさい」


「しかし、神官様に対してあまりに礼を欠いております」


「神官様ねえ」


　小こ馬ば鹿かにした声が少年から発せられた。


「神官様ってのは神様と仲良しなんだろ。オレのクソ柄杓くらいチョイと避よけてもらえねえのかよ。それもできないくらいなら、たいした神官様じゃないってこった」


　実に憎にくらしい口の利きようだった。


　護衛官はいよいよ許さぬとばかり、「小こ僧ぞう！」と少年の後ろ襟えりを摑つかみ上げる。やせっぽちの少年は簡単につり上げられ、怒った猫ねこの子のようにじたばたした。鶏冠はやれやれと思いつつ「放してやりなさい」と諭さとす。


「この子の言うことも、一理あるかもしれぬ」


　腹の中では「クソガキめ」と思ってはいるが、長年の神官修しゆ行ぎようで感情を抑よく制せいする力は鍛きたえられていた。宮中の老ろう獪かいな神官らに比べれば、わかりやすい罵ば倒とうなどまだまだ許容範はん囲いである。


　襟首を摑まれたままの少年に歩み寄る。泥どろに汚れた生意気な顔だが、よくよく見れば造りそのものはそう捨てたものでもない。
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　放すのだ、ともう一度護衛官に命じ、口をひん曲げた少年の前に立つ。


「ちょうどよい。おまえに道案内を頼たのもう」


「はあ？　道案内？」


　怪訝けげんな顔を隠かくそうともせず、少年は語ご尾びを上げた。


「そうだ。我らはハシバミの村を探している」


「あんなとこ行ってもなんもねえぞ。村人にはケチとバカしかいねえし」


「それでも行かねばならない。まだ遠いのか？」


　遠かねえよ、と少年が答える。手にした肥桶から、なんとも言えぬ臭いが漂ただよっていた。


「近道を行けばすぐだ。けど、獣けもの道みちだからな。女みてえな顔をした神官様には無理なんじゃねえの」


　鶏冠はしばし黙もくした。


　一いち陣じんの強い風が吹き、黒くろ笠かさの下で鶏冠の真まっ直すぐな髪を揺ゆらす。


「……今、なんと言った？」


　ごく静かな口調で鶏冠は聞く。


　なにかを感じ取ったのか、少年がじわりと後あと退ずさって答える。


「だから、獣道なんだよ」


「そのあとだ」


「し……神官様には無理だって」


「うむ。もうちょっと、前」


　鶏冠は珍めずらしくもにっこりと微笑ほほえんだ。ただし、こめかみの血管はいまやはっきりと隆りゆう起きし、ピクピクと震ふるえている。


　女のよう、と形容されることは、鶏冠にとって許し難がたい屈くつ辱じよくだった。


　ほっそりとした体形、優やさしげな顔立ち、薄うすい体毛……筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとして立派な鬚ひげをたくわえた男が賞賛される社会で、鶏冠は常に劣れつ等とう感を抱かかえて生きてきた。


　男が優美な容姿で得をするのは、旅芸人の女形だけだ。


　貴族社会では鼻で嗤わらわれ、妻帯を許されない神官の中には、いやらしい目線をよこす者もいる。実際、宮中で何者かに襲おそわれかけたことすらある。一度はあわやという場面にまでなり、鶏冠を案じた胆礬大神官が、短剣の携けい帯たいを許可してくれた。神官は武器を携たずさえないのが常だが、特例というわけだ。特別扱あつかいだとやっかむ者もいたが、ならばおまえらも男に襲われてみろと、内心で唾だ棄きしていた鶏冠である。


「な、なんだよ、あんた目つきがおかし……ぐっ……」


　むんずと少年の襟を締しめ上げ、「女みたい、と言ったな」と低い声を出す。


「私のどこが女みたいだと？」


「だ……っ、ひ、鬚もないし……っ」


「宮中では宦かん官がんと神官は鬚をたくわえぬのだ。そんなことも知らない田舎者が、この私を女呼ばわりするとはいかなこと」


　ガクガクと少年を揺さぶると「ぐええ」と蛙かえるのような声を出す。まったくもって失礼千万なガキだ。手打ちにいたす！　とまでは言わないものの、胃の中身が出るまで揺さぶってやろうかと鶏冠が思った時、


「なにをしている」


　背後から男の声がした。


　振ふり返ると、鶏冠とさして歳の変わらぬであろう青年が立っている。無む駄だのない筋肉を備えた身体からだは背が高く、兵にも劣おとらぬ立派な体格をしていた。畑に行った帰りなのか、パジチョゴリの上に袖のない上着を纏まとい、籠かごと鍬くわを肩かたに担かついでいる。少年よりはいくらかましな格好だが、田舎者には変わりがない。


「よそ者、その子を放せ」


「無礼者め！　このお方は宮中神官様なのだぞ。ここが都ならば、おまえなど近づくのも許されぬお方だ！」


　ずい、と護衛官が歩み出て凄すごんだ声を出した。だが青年は一歩も退ひかず、静かだが臆おくする様子のない目を向ける。


「だからどうした、ここは都じゃない。なにをしたか知らないが、相手は子供だぞ。……ああ、原因はこれか？」


　青年は農具を置き、落ちていた肥こえ柄び杓しやくを拾う。泥だらけの柄えを腰に下げた手ぬぐいで拭ぬぐうと、斜面を見上げて「上に小さな畑がある」と言った。


「この子はそこで肥料を撒まく仕事をしていただけだ。今日は風が強いから、空になった桶おけがひっくり返り、中の柄杓が転がって斜面から落ちたんだろう。それだけのことに、都のお偉えらいさんが腹を立てるのか」


「それだけではない。失礼な口の利き方をしたのだ」


「痛つッ！」


　叫さけんだのは鶏冠である。襟を摑まれていた少年が、思い切り向こう臑ずねを蹴ったのだ。思わず摑んでいた襟を放すと、素す早ばやく男の背後に隠れてしまう。あまりの痛さに、鶏冠はその場で小さな跳ちよう躍やくを繰くり返さなければならない。


「小僧っ、なんということを……。宮中神官様を侮ぶ辱じよくすれば打ち首もあり得るのだぞ！」


「たかが肥柄杓一本で、こんな子供を殺す？　宮中神官というのは、ずいぶん了りよう見けんの狭せまいものなのだな」


「貴様っ」


「神官だの貴族だのというのは、こうもくだらぬ人間ばかりなのか」


「勘かん弁べんできぬ！」


　護衛官が剣を抜ぬいた。


　鶏冠は未いまだ飛び跳はねながら「ま、待て」と止めたが護衛官は聞く耳を持たない。武官というのはどうしてこうも頭に血が上りやすいのか。


「待て、いかん、剣を向けるほどのことではな……」


　足を引きずりながらも、争いを止めようとした鶏冠は、信じられない光景を見た。


　速い。


　速くて、瞬まばたきをしている暇ひまもない。


　さすが修練を積んだ護衛官……といいたいところだが、目にも留まらぬ動きを見せているのは田舎男のほうだった。舞まうかのような流りゆう麗れいさで、紙かみ一ひと重えに攻こう撃げきをかわしていく。相手の動きを完全に見切っているのだ。


「ええいっ、ちょろちょろと逃にげおって！」


　一方で護衛官のほうは冷静さを失っていた。


　動作は大きいばかりで粗そ雑ざつになり、重い剣を振り回すせいで呼吸が上がってくる。その重たい剣を、男は手にしていた肥柄杓で難なく振り払はらう。木製の柄杓など簡単に折れてしまうかと思いきや、そうはならない。相手の力をうまく利用し、巧たくみに操あやつっているのだ。


　煌きらめく銀の剣。


　煌めかない肥柄杓。


　肥柄杓一本でここまで戦う男を鶏冠は初めて見た。護衛官には悪いが、段だん違ちがいに腕うでが立つ。


　と、男がよろけた。


　なにかに躓つまずいたのだろうか。身体がカクンと崩くずれて地に膝ひざを突つく。護衛官はその機を見み逃のがさない。今だとばかりに、両手で柄つかを握にぎりしめ、大きく剣を振りかざした。


「田舎者めが、思い知れ！」


　飛び散る血ち飛沫しぶきを予測して、鶏冠は顔を背そむける。


「が……っ」


　喉のどが詰つまったような声──は、護衛官から発せられた。


　ああそうか、と鶏冠は気がつく。


　膝を突いてみせたのはわざとだ。罠わなだったのだ。油断した護衛官の正面はがら空きだった。剣が真上に届いた刹せつ那な、男は野兎が得意の跳躍を見せるように跳ね起き、たんっ、と軽かろやかに踏ふみ込んだ。


　風を切るような音をたて、柄杓の頭が護衛官の喉を突く。


　大きな身体がぐらりと後ろに傾かたむき、そのままドゥと倒たおれた。


　鮮あざやかな戦いぶりだった。


　男は肥柄杓一本で、宮中の一角を守る武官の剣に勝ってしまったのだ。これほどの腕前の者は、都にもそうはいまい。


　しかし、感心している場合ではなかった。


　気絶したまま当分は起きあがりそうにない護衛官を見下ろしながら、鶏冠はさて困ったことになったと考える。護衛官が倒された以上、もう自分を守る者はいないのだ。


　肥柄杓を片手に、男が鶏冠を見る。


　事の原因となった少年は、どさくさに紛まぎれてとっくに姿を消していた。


「それで私も殴なぐろうというのか？」


　鶏冠の問いに、男が訝いぶかしむ顔をする。ややあって、鶏冠の「それ」が「肥柄杓」を示していると気がつくと、からん、と肥こえ桶おけの中に投げ入れた。少年はなにも持たずに逃げたらしい。


「俺を斬きろうとするから相手をしたまでだ」


　男は淡たん々たんと答えた。


　鬚ひげをたくわえていないところを見ると、まだ妻帯していないのだろう。強い敵意こそ感じられないが、向けられる視線は間ま違ちがっても好意的とは言い難い。


「私がこの顚てん末まつを役所に届ければ、おまえは捕とらえられる」


「あんたが役所に着くより早く、山の中にでも逃げるさ。言っておくが、ここらのぐうたら役人はあてにならんぞ」


　正しい見解といえよう。


　神官である鶏冠を殺したならばともかく、おつきの護衛を気絶させたくらいでは役所も深追いはしない。白虎峰の山中は険しく迷いやすいと聞く。おまけに春は、腹を減らした熊くまや虎とらがうろつく時期だ。役人だって自分の命は大切に違いない。


「──私は瑛鶏冠という。護衛官も言ったように、宮中にて神官を務めている。おまえは？」


　鶏冠の質問に、男の眼めが軽く見開かれる。自分より身分が上の者が先に名を名乗るなど、滅めつ多たにないので驚おどろいたらしい。


「景けい曹そう鉄てつ」


　低音だが、よく通る声が答える。


「ハシバミの村の者か？」


「ああ」


「そうか。曹鉄とやら、おまえが道案内をしてくれるのならばこの件は不問にする」


　この件、のところで伸のびている護衛官を指して鶏冠は言った。


「道案内？」


「我らはハシバミの村を目指しているのだ」


「村に宮中のお偉い様が来るなど、俺の知る限り初めてだ。いったいなんの用事だ？」


　肘ひじを張り、胸の前で両手のひらを重ねる、神官独特の姿勢を保って鶏冠は首を横に振ふる。


「それは言えぬ。おいそれとは口にできぬ用件なのだ」


「こいつはどうする」


　護衛官の肩をつま先で軽く小こ突づき、曹鉄は聞いた。護衛官は当分起きあがりそうもない。


「悪いが背負っていってくれまいか。礼はする」


「いいだろう。のしちまった俺にも責任はある。だが、これはあんたが持ってくれ」


　転がっている荷と、肥柄杓の入った桶、そして鍬を突きつけられ、鶏冠は一歩退いた。


「……私が？」


「俺は人ひとり背負うんだぞ。持ちようがない」


「……ここに置いていくわけには……」


「だめだ。貧しい村じゃ、農具ひとつ買うのだって大変なんだ」


　そう言われては無下にもできない。


　鶏冠はため息をつきながら荷を背負い、桶の取っ手を持ち、反対側には鍬を担かついだ。肥桶からは相変わらず微び妙みような臭においが漂ただよい、服に染しみ入りそうだ。


「村まではどれくらいなのだ？　あの少年は近道があると言っていたが」


「あるにはあるが、いい道ではない」


　大男の護衛官を背負いながら曹鉄は答える。


「険しいし、狭いからな、こんな状態で進むのはご免めんだ。天てん青せいは小こ柄がらだからいいが……」


「……天青？」


　鶏冠は自分の耳を疑う。


「今、天青と言ったか？」


「ああ、言った」


「それはさっきの、小こぎ汚たない少年のことか？」


「そうだ」


「あの子こ猿ざるのようにすばしこい？」


「そうだと言っているではないか」


　だからどうした、という顔で隣となりを歩く曹鉄が答える。


「……ハシバミの村に、他ほかに天青という名の子はいるか？」


「あの子だけだ。天青がどうかしたのか」


「いや……そうか。そうなのか……」


　足の重さがどっと増した気がして、鶏冠は沈ちん黙もくした。


　天青。


　慧眼児の名は天青というらしい──そんな噂うわさを追いかけてこんな僻へき地ちまでやってきた鶏冠だった。しかし、どう考えてもあの汚い小こ僧ぞうが、額に第三の眼を持つ存在だとは思えない。


　慧眼児は奇き蹟せきの存在。


　天におわす神が遣つかわす者。


　肥こえ柄び杓しやくを人にぶつけて詫わびもしないガキのはずがないではないか。


　肩かたに食い込む鍬くわの重さを感じながら、鶏冠はぐったりと疲つかれた気分になる。


　今回もまた、無む駄だ足あしが決定したようなものだった。




　　　　２







　空に果てがないというのは本当だろうか。


　梢こずえの隙すき間まから降り注ぐ青に身を浸ひたし、天青は考える。確かにどれだけ首こうべを回めぐらせようと、空の端はしは見えない。広く平らな地へ行けば地平線というものがあるらしいが、空には境界線がない。ここでお終しまいという区切りがない。


　果てがないというのは、どんな感じなのだろう……具合よく撓たわんだ枝に背を預け、想像する。大人おとなの背せ丈たけで三人分ほどある樹きの上は、天青が寛くつろげる数少ない場所だ。


　終わりがないなら、始まりもないのか。


　始まりがないものが、どうやってこの世に現れたのか。不思議でたまらない。


　もし天青が鳥だったなら、きっと空の果てを探しに行くと思う。小さな翼つばさをグンと広げて、暖かな南に向かって飛び続ける。腹が減ったら甘い木の実を齧かじり、雨が降れば葉は陰かげに身を寄せ、風の助けを借りて飛び続けるのだ。


　天空はこうも広いのに、天青が暮らす村はあまりに窮きゆう屈くつだった。


　誰もが天青を見ては「おい、捨て子」「こら、三ツ目」とぞんざいに呼びつける。


　いやな村だが、ほかに行く場所もない。


　たとえば麓ふもとの村に下りようと、きっと扱あつかいは似たり寄ったりだ。


　天青は、山の中の小屋に、育ての親である柘榴ざくろ婆ばあと一いつ緒しよに暮らしている。


　捨て子だったので本当の親はわからない。山の中でビービー泣いている赤ん坊を、当時からすでにババアだった柘榴婆が拾ったのだ。将来、自分の身の回りの世話をする者が必要だと考えたのだろう。柘榴婆がいったい何歳なのかは、天青も知らない。


　この国では、親の身分をそのまま子も受け継つぐ。


　親が貴族ならば子も貴族、親が常民ならば子も常民だ。捨て子ならば養い親の身分を受け継ぐ。柘榴婆は貧しくて偏へん屈くつでドケチだが常民だ。しかし頑がんとして「天青はただの厄やつ介かい者ものじゃ。ワシの子ではないわい」と主張し続けている。


　おかげで天青は、いつまでたっても宙ぶらりんである。


　実際は、自由のない隷れい民みん扱いも同然で、村の人々が嫌きらう仕事を引き受けては小こ銭ぜにを稼かせぐ日々だ。畑に肥やしをやる、毒どく蛇へびの退治をする、獣けものを屠ほふる、死人が出れば墓を掘ほる──他の集落では隷民の仕事とされているすべてが、この村では天青の役目となる。どんなきつい仕事をしたところで、感謝されることなどなく、むしろ蔑さげすんだ視線を向けられる。


　どこの親も、自分の子供を天青とは遊ばせないので、友達と呼べる者もいない。遊んでもらえるどころかさんざん苛いじめられ、石を投げつけられる。


　天青は、白い鉢はち巻まきを巻いた額に手を当てた。


　──三ツ目の化け物め。


　物心ついた頃ころからそう言われ続けてきた。


　天青の額には、生まれつきの傷がある。歪ゆがんだ三日月のような傷の中央には、いつ入ってしまったのか黒い石がめり込み、まるで不気味な眼めのように見えるのだ。


　幼い頃は、この眼のせいで苛められるのだと思い、せめて石だけでも取れぬものかと、小刀を手にしたこともある。だが結局は耐たえ難がたい痛みに襲おそわれて断念した。小刀が皮ひ膚ふを切り裂さいて血が流れ、それが眼に入って天青の世界を赤く染めた。


　以来、黒い石には触ふれていない。


　ふだんは額布を巻き、決して人目に触れないようにしている。


「いてて……」


　天青は熱を持つ頰ほおをさすった。おそらく痣あざになっているだろう。


　肥こえ桶おけと柄杓を忘れてきたと言ったら、村人からきつい一発を食くらったのだ。明日行ってみて見つからなければ、また殴なぐられてしかも弁べん償しようしなければならない。そうなれば今度は柘榴婆にひっぱたかれるに決まっている。


「ちっ……あの神官のせいだ」


　高い木の上で、ひとり舌打ちをする。


　ちょっとばかり服が汚よごれたからって大おお騒さわぎしやがって……いや、大騒ぎしたのはお付きのほうだったか？　神官のほうは顔がどうのという話でやたらと憤いきどおっていた。どっちにしろ、気にくわない連中だ。


　宮中神官だとか言っていた。


　宮中というのは、王様が住んでいるところだ。王様だけではなく、王様の家族も住んでいる。幼い頃、柘榴婆に「王様ってなにする人？」と聞いたところ「欲の強い貴族たちに翻ほん弄ろうされ、右往左往する人じゃ。王様のオウはウオウサオウのオウじゃ」と答えられ、しばらく信じていた時期がある。まったく、ろくでもないババアだ。


　実のところ、十三になった今でも、天青は王様という存在をよくわかっていない。


　農民は作物を育てる。鍛冶かじ屋やは鋼はがねを打つ。では王様は具体的になにをするのだろう。村人たちはよく「王様はこの国の父だ」と言っているが、父も母もいない天青にはピンとこない。


　いずれにしても、雲上人だ。天青など、王様どころか都そのものすら、死ぬまで見ることはないだろう。あまりに遠すぎて想像も及およばない。


　キラキラと零こぼれてくる春の木こ漏もれ日を摑つかもうと、天青は細い腕うでを伸のばしてみる。光は手のひらを透すかして見せる。泥どろにまみれた汚い手の中でも、青い静じよう脈みやくは綺き麗れいだった。


　見つめすぎて、眩まぶしさに眼が痛くなる。


　瞼まぶたを閉とざすと、頰に柔やわらかな若葉が触れた。


　カサカサと聞こえたのは栗鼠りすが枝を渡わたる音だろう。厳しい冬が終わり、迎むかえた春を山が喜んでいる。言葉ある人間より、言葉なき自然のほうがよほど心を寄せやすい。眼を閉じたまま春の息い吹ぶきを肌はだで感じていると、くさくさした気分も少しは癒いやされる気がした。


「天青。そこにいるのだろう」


　樹の下から聞こえるのは、耳によく馴な染じんだ声──曹鉄だ。


　いるよ、という返事の代わりに天青は枝を軽く揺ゆする。


　村人との誰とも親しいつきあいのない天青だったが、曹鉄だけは別だ。子供の頃、村の悪ガキたちにさんざん苛められていた天青を、唯ゆい一いつ庇かばってくれたのが曹鉄である。


　ひもじい思いをしていれば芋いもを分けてくれ、成長していく身体からだに合わせてお下がりの服をくれた。曹鉄だけは、天青を『三ツ目』などと呼ばない。曹鉄自身も早くに両親を亡なくし、変わり者と噂の祖父に育てられた。その祖父も一昨年大往生して、今はひとりで村外れに住んでいる。天青にとっては兄のような存在で、歳は六つ上の十九だ。


「下りてこい。おまえに客だ」


　すぐ下りるつもりだった天青は動きを止める。


　梢をかき分けて覗のぞき見ると、下にいるのは曹鉄だけだった。客とは誰なのか──察しはついている。


「天青」


　もう一度呼ばれて、天青は樹から下り始めた。どの枝を渡れば最短なのかは、とっくに身体が覚えている。最後に大人でも手が届かぬ枝から飛び降りて、曹鉄の眼前に着地した。


「あいつら、オレになんの用だって？」


　開口一番に聞くと、曹鉄が「さあな」と答えつつ、頭についた木の葉を取ってくれた。大きく分厚い手のひらは、天青の憧あこがれだ。村では曹鉄より強い男はいない。


「俺にもよくわからないが、とにかくおまえに会いたいと言っている。今、村長の家だ」


「……肥柄杓のこと、まだ怒おこってやがるのかな」


「それは関係ないらしいぞ。最初から、おまえに会うために来たようだな」


　天青は首を傾かしげる。宮中神官がわざわざ都から天青を訪ねてくる理由など、これっぽっちも思いつかない。かといって、村長が迎えた以上、あの神官を無視するわけにはいかなかった。


　小石をひとつ蹴けってから、曹鉄とともに村長の家へと向かう。


　ハシバミの村は貧しい集落だ。村長の家といっても、他ほかの者とそう変わるわけではない。藁わら葺ぶきの粗そ末まつな家には土間にまで村人が溢あふれていて、天青はいささか面食らった。


「都から来なすった神官様だと」


「なんでも王様に会ったこともあるとか……たいしたもんだあ」


「ありゃ男かい？　うちのかかあよりよほど美人だ」


　みな田舎いなか者もの根こん性じよう丸出しで、奥の板間を覗き込んでいた。


「そんな神官様がこんな辺へん鄙ぴな村になんの用だって？」


「それがな、あの三ツ目に会いたいと言うらしくて──ああ、なんだ、来てるでねえか。ほれっ、神官様がお待ちかねだ、さっさと行け！」


　乱暴に背中を押され、天青はいやでも前に出ることになる。頭を低くして座していた村長も気がつき、早く早くと手招かれる。


　天青は草ぞう履りを脱ぬいで板間に上がった。


　神官は村人たちとはやや離はなれた上座につき、あぐらをかいていた。


　……赤い。


　天青はただでさえ大きな眼をなお見開いて神官を見る。


　黒くろ笠かさを被かぶっている時はわからなかったが、長い前まえ髪がみの一ひと房ふさが赤い色をしているのだ。年に数度村を訪おとずれる行商の男は赤茶けた髪をしているが、それよりも遥はるかに鮮あざやかな赤──まるで鶏にわとりのとさかのようである。


「おまえが天青か」


　男にしてはやや甲かん高だかい声は、もう耳が覚えていた。


　汚れた外がい套とうは、今いま頃ごろ誰かが洗っているのだろうか。パジチョゴリの上は薄うすい灰色の長衣で、胸むな紐ひもは光こう沢たくのある水色、襟えりには鶴つるの刺し繡しゆうがあしらわれている。


　膝ひざの上に両手を置き、背筋は水すい仙せんの花のようにスッと伸びている。


　顔も拭ぬぐったのであろう、こざっぱりした肌は村一番の美女と呼ばれる娘むすめも敵かなわぬほどに白く、なるほどこれが都人かと思う様相だった。


　ぼんやり突つっ立っていた天青を、村長が襟えり首くびを摑んで座らせ、頭を床ゆかに押しつける。


「いででっ、なにすんだよっ」


「早くご挨あい拶さつをせぬかっ。……申し訳ありませぬ神官様、どうにも礼れい儀ぎ知らずでして」


　よい、と神官が言う。


「顔を上げよ。……おまえが天青で間ま違ちがいないのだな？」


「はい、この小こ僧ぞうめが天青でございます。こやつにはもったいない名前ゆえ、わしらはみな『三ツ目』と呼んでおりますが……」


「おまえには聞いていない」


　ぴしゃりと言われ、村長がははあ、と頭を擦こすりつけた。代わりに天青が頭を上げると、神官は神経質そうな目線をよこし「その頰はどうした？」と聞く。


「道で会った時には、痣などなかったように思うが」


「……殴られた」


　ぶっきらぼうに答える。上座で偉えらそうにしている神官が気にくわなかったので「あんたのせいで肥桶と柄ひ杓しやくを置いてきたからだ」とつけ足してやった。


　隣となりで村長がコラッと小さく叱しかったのが聞こえたが、真実を言ったまでだ。


「親に殴られたと？」


「そんなもんいねえ。肥撒まきは頼たのまれ仕事だったんだよ」


　意外にも神官は「それは悪いことをした」とすんなり詫わびた。これは珍めずらしいことである。普ふ通つう、身分の高い者は自分が間違っていたとわかっても、威い厳げんを保つため、下々に対して過あやまちを認めたりはしない。


「だが、人に柄杓をぶつけてすぐに詫びなかったおまえも悪いのだぞ。肥桶と柄杓ならちゃんと持ってきたから安心しなさい。……親がいないというのは？」


「オレは捨て子だった」


「養い親はいるであろう」


「山の崩くずれかけた小屋で、柘榴婆と一いつ緒しよに暮らしてる。ケチで腹黒くて皺しわくちゃのババアだ」


「それでもおまえを育ててくれたのだ。感謝の念を抱いだかなければならぬ」


「あんたもあのババアと暮らしたら、そんな口はきかねえだろうさ」


「小僧、口を慎つつしめ！」


　神官の近くに控ひかえていた護衛官が眉まゆをつり上げる。曹鉄に喉のどを突かれたせいだろう、妙みように嗄かれた声になっていた。神官は護衛官を見もせずに、ひらりと手のひらを動かして「よい」と短く言う。


「そういえばまだ名乗っていなかったな。我が名は瑛鶏冠。宮中神官として、ある命を受けてこの村に赴おもむいた。そこでおまえに尋たずねるが……額に眼を持っているというのは本当か？」


「本当ですとも」


　天青が答えるより早く、またしても村長が口を挟はさんだ。


「実に不気味な眼があるんでございます。しかもこの眼には禍まが々まがしい力があるため、ふだんは額の布を取らぬようにときつく言い含ふくめております」


「禍々しい力？」


「いかにも、神官様」


　正座した上半身をグイと前のめりにし、村長は言葉を続ける。


「恐おそろしいことに『三ツ目』は悪あしきものに反応するのです」


　芝しば居いがかった声にうんざりする。聞かれたのは天青だが、このお喋しやべり老人の舌を止められるはずもない。


「この村で解決しようのないいざこざが起きた時だけ、わしらは天青に布を取らせます。先だっては一年ほど前でしたでしょうか──夜道で乱暴されかけた娘がおりまして、これは放っておけぬと咎とが人にんを捜さがしました。声や背格好から推測し、怪あやしい者を五人に絞しぼりましたが……なにしろ娘は顔を見ておりません。果たして咎人は誰なのかを調べるため、わしらは天青の『三ツ目』を使ったのです」


「……ほう。いかに使うのか」


　鶏冠と名乗った神官が短く聞くと、村長は我が意を得たりとばかりに声を大きくした。


「はい。天青に鉢はち巻まきを取らせ、咎人の嫌けん疑ぎをかけられた者にひとりずつ会わせるのです。『三ツ目』で見れば、咎人の周囲にはなにやら悪い気が漂ただよっているのがわかります」


「間ま違ちがえることはあり得ぬのか？」


「ご指し摘てきごもっともにございます。万一があってはいけませんので、嫌疑がひとりに絞られてからもよくよく調べます。さすれば、なにかしらの証しよう拠こは出てくるもの。証拠を突きつければ、本人も咎を認めるものでして…」


「自白も取れるというわけか。それが本当ならば──実に不思議な力を持った眼だな」


　鶏冠が言う。視線は村長ではなく、天青に向けられていた。


「摩ま詞か不ふ思し議ぎにして、禍々しき能力でございます」


「禍々しき能力……か。なるほど物事は、見る角度を変えればいかようにも捉とらえられる」


「神官様？」


「人の悪しき心しん魂こんを看破する眼──我が国の古い文ぶん献けんではそれを『慧え眼げん』と呼んでいる」


「えげん、にございますか」


　村長が怪訝けげんな顔をする。天青も聞いたことのない言葉だった。


「そうだ。そして慧眼持つ者を、慧眼児と呼び、三百年にひとりの奇き蹟せきと言われている」


　村人たちがざわめいた。


　慧眼児だの奇蹟だの、天青にはなんだかよくわからないが、鶏冠の言いようだとまるで自分がとてもありがたい存在のように聞こえる。だがこの村では、不ふ吉きつな厄やつ介かい者でしかない。


「私は王命により、慧眼児を探している。天青が真に慧眼児であれば、都に招しよう聘へいされ、王様の御おん前まえに出ることになろう」


「お、王様の……」


　へへえ、と村長が頭を床に擦こすりつけた。


　他の村人たちも一様に頭を低くしたが、天青だけは動かなかった。王様がどれほど偉いか知らないが、天青はその人から芋のひとつだってもらったことはない。


「ですが神官様、この三ツ目はそのようなありがたいものではございません。このとおり、ただの小こ汚ぎたない小僧で、親もなく育ったせいか礼節をわきまえず、心根の卑いやしいものにございます。咎人が見み抜ぬけるのは、こやつ自身も善人からはほど遠いからだと、わしらは思っております。こんなガキを都へ連れて行くくらいなら、そこいらの野の良ら犬いぬを連れて行ったほうがまだましというものでございます」


　そうだ、と村長に同意する声が上がる。


　三ツ目が王様に会うなどとんでもない、なにかあったら村の恥はじだ、あいつはこの村で肥撒きをしてりゃいいんだ──。


　天青の耳に届くのを承知の声があちこちから聞こえてくる。べつに驚おどろきはしない。村の者たちはみな、天青を自分たちより卑しい者だと思っている。そんな者が王に召めされるなど、許し難がたいのだ。


「ふむ。では天青は慧眼児ではないと？」


「さようにございます」


　村長が慇いん懃ぎんに答えた。鶏冠はしばらく思案気な顔をしていたが、しばらくすると「ちなみに」と改めて口を開いた。


「……ちなみに、慧眼児ほどの存在であれば、地元ではさぞ大切にされているであろうという考こう慮りよから、村には角銀貨三十枚が施せ与よされる」


　角銀貨三十枚と聞き、村長はあんぐりと口を開けた。阿あ呆ほう面づらのまま「え、え……」と言葉をつっかえさせ、やっとのことで「慧眼児かも知れませぬ」と言う。


「い、いや、きっと慧眼児でございます。汚きたない格好をしておりますが、人は見かけではございませぬ。風ふ呂ろでも使わせれば三ツ目も……いや天青も少しは見た目がよくなるかと」


　鮮あざやかに手のひらを返したのは、村長だけではなかった。他ほかの者たちも、途と端たんに慧眼児だ、あり得るな、天青ならば王様のお役に立てるかもしれぬなどと心にもないことを言い出す。あまりのわかりやすさに、天青は怒おこる気にもなれなかった。


「天青」


　鶏冠に呼ばれ、目を合わせる。


「誰よりおまえ自身が一番わかっているであろう？　己おのれを慧眼児だと思うか？」


　思うはずがない。


　天青が本当に三百年に一度の奇蹟ならば、こんなド田舎いなかでこき使われていない。親にだって、捨てられてはいないはずだ。


「思わ……ぐえッ！」


　思わない、と返すはずだった言葉はドシャッ、という音に遮さえぎられた。何事かと思う間もなく天青は潰つぶされる。


「この者、慧眼児なり！」


　背中の上で声が張り上がる。


　痛い。そして重い。


　誰かが天青の上に乗っている。つまり……屋根を突つき破って降ってきたのだ。


「さすが神官様、お目が高い。この天青は紛まごうかたなき慧眼児。どこに出しても恥はずかしくない、唯ゆい一いつ無二の慧眼児。ただいま絶賛発売中にございまする」


　家鴨あひるのようなガアガア声が誰なのかなど、見るまでもなくわかっていた。いつだってこのババアは神出鬼き没ぼつなのだ。


「婆ちゃ……ぐがっ……」


　なんとか顔だけは上げようとしたのに、柘榴婆の杖つえがうなじを遠えん慮りよ会え釈しやくなく突いた。


「赤子の頃ころにこの子を拾い、はや十三年。奇蹟の慧眼児を育てるは並なみ大たい抵ていではなかったものの、こうして都よりお迎むかえがあるとは──うう、婆も苦労した甲か斐いがあったというもの」


「ぎゃ！」


　びょん、と柘榴婆が天青の背から跳はね降りた。


　いくら小こ柄がらな婆とは言え、それなりの体重はある。板間に伏ふしたまま天青は呻うめき、それでもなんとか顔を上げる。柘榴婆は鶏冠の前にちょこんと座していた。古木を磨みがいた杖は膝ひざの前に置いている。


　痛む背骨を宥なだめながらなんとか座り直すと、村長が呆ぼう然ぜんとした顔で天てん井じようを見ていた。柘榴婆が落ちてきた穴から、青空が見て取れる。修しゆう繕ぜんにはかなりの費用がかかりそうだが、柘榴婆が丸銅貨一枚だって出さないのは目に見えていた。


「──これは驚いた。天から降って現れるとは、まるで神しん仙せん」


　口では驚いたといいつつ、神官の顔にさほどの変化は見られない。


　柘榴婆は、ひひ、と隙すき間まの多い歯を見せて笑う。白はく髪はつは逆立ち、薄うす汚よごれた白のチマチョゴリには動物の毛や小骨を繫つなげた不気味なノリゲを飾かざっている。


　山野を駆かけめぐって鍛きたえた足あし腰こしは強く、未いまだ天青より速く木に登るという脅きよう威いの婆さんだ。神仙というより、妖よう怪かいに近い。


「まさしく我は仙せん女によなり……と言いたいところですがの、不老不死のわりには皺しわくちゃになっておりますわい」


「ご老婦が天青の育ての親か？」


「いかにも。村の者はみな柘榴婆と呼びますわな。──時に神官様、この村に角銀貨三十枚が与あたえられるならば、うち二十枚は育ての親のわしのものと考えるが妥だ当とうかと」


「なっ、なにを言う！」


　ひっくり返った声を上げたのは村長だ。


「銀貨は村のものだ！　わしらが三ツ目に仕事をやったから、あんただって食えてきたんだろうが！」


　そうだ、皆みなで山分けだ、このごうつくババアめ──村人たちの罵ば詈り雑ぞう言ごんに、柘榴婆が「うるさいわっ」と一いつ喝かつした。


「うちの可愛かわいい天青に穢けがれ仕事ばかり押しつけておるくせに、金の話が出た時だけ仲間顔か。厚こう顔がん無む恥ちもほどほどにせぬか！」


「なァにが可愛い天青だ、いつもは厄介者だあ、タダ飯ぐらいだと言っとるくせに！」


「己おのれらこそ、揉もめ事があると天青を頼たより、そのくせ不吉な三ツ目などと言っておるではないかっ。わしは天青がありがたい慧眼児だと知っておったわいっ」


「噓うそこけっ」


「噓ではないわ！」


　餌えさを前にして吠ほえ合う野犬のようなやかましさである。他の村人たちも加わり、一対複数の口合戦だというのに、柘榴婆に退く気配はない。


　当の天青は喧けん々けん囂ごう々ごうの大人おとなたちを冷めた目で眺ながめる。馬ば鹿からしくて、話に入る気も起きない。


「……では角銀貨の配分が決まったら、教えるように」


　鶏冠もほとほと呆あきれたのだろう、つきあいきれぬとばかりに立ち上がった。慌あわてて平ひれ伏ふす村長や柘榴婆の横を通り過ぎる時、天青に向かって「おまえは一いつ緒しよに来なさい」と言った。一方で、護衛官には「そなたはここにいて、配分の結果を聞くように」と命ずる。


　鶏冠に従ったというより、さっさとこの家から出たくて天青も立ち上がった。


　当分のあいだ、村人と柘榴婆は揉め、だが結局は柘榴婆が角銀貨のほとんどをもぎ取るだろう。ケチ揃ぞろいの村だが、金への執しゆう着ちやくに関して柘榴婆の右に出る者はいないし、あの婆を本当に怒おこらせると怖こわいことは誰もが承知している。


「……天青」


　曹鉄が追いついてきて、低い声で「どうするつもりだ？」と聞いた。鶏冠はやや先を歩いているので、会話を聞かれる心配はない。


「どうって……オレは慧眼児なんかじゃないし……」


「だが、例のいかさまを話すわけにもいかないだろう？」


　村人の耳に入ったらややこしい事態になる──曹鉄はつけ足す。


　そのとおりだった。ばれるわけにはいかない。天青が咎とが人にんを見破ったのは慧眼の力ではなく、すべては柘榴婆の画策なのだ。


　柘榴婆はこの村の薬くす師しである。


　山の薬草には誰より詳くわしく、幻げん覚かくを見せる茸きのこについてもよく知っている。あらかじめ嫌けん疑ぎのかかった者たちにこっそりと茸を食べさせ、先に自白を聞いてしまうのだ。幻覚茸の作用で、咎人はどんな手口を使ったのかまで告白するから、あとから証しよう拠こも見つけやすい。さらに柘榴婆の暗示により、茸を食べたことはさっぱりと忘れてしまう。


　この事実を知っているのは、柘榴婆と天青を除けば曹鉄ただひとりである。


「おまえが都に行きたいのなら、よい契けい機きかもしれないぞ」


「都なんか行きたかねえよ」


「だが村から出られる。ここはおまえにとって楽しい場所ではなかろう」


「そりゃそうだけど……どうせこんな三ツ目じゃあ、どこに行ったって化け物扱あつかいに決まってる。都に行ったとしても、慧眼児じゃないってばれたら……下手へたしたら殺されちまうだろ」


「──宮中に上がる前に逃にげるのはどうだ」


　曹鉄がいっそう低く囁ささやいたのは、かなり大だい胆たんな案だった。


「三ツ目の力がいかさまだと言えない以上、都に行くのを拒こばむのは難しい。なにしろ角銀貨三十枚だ。おまえがどんなに行きたくないとごねても、村長たちが許さないだろう」


「……けどさあ。あの神官ひとりならともかく、護衛官もいるんだ。途と中ちゆうで逃げるなんて、オレひとりじゃとても無理だよ」


「俺もついて行ってやると言ったら？」


　え、と顔を上げて曹鉄を見た。凛り々りしい眉まゆの下、いつも涼すずしげな眼めが天青を見つめていた。


「俺も今では家族もない。この村にいなければならない理由はないからな」


「……けど、お爺じいの残した畑がある」


「気にするほどの畑じゃないさ」


　確かに曹鉄ほどの頑がん強きような男ならば、狭せまい畑にしがみつかずとも、どこでだって生きていけるだろう。ふたりなら──ふたりで村を出られるなら……いいかもしれない。


「なにをしている。早く来なさい」


　鶏冠に呼ばれて、天青は慌てて歩みを速めた。人気のない小川のほとりで、都人は赤い髪かみを風に靡なびかせている。屋外の光の下では、いっそう美しい色合いだ。呼んではいない曹鉄まで一緒にいるのを見て軽く眉根を寄せたが、帰れと命ずることはなかった。


「さて」


　赤い前髪を搔かき上げ、疲つかれた声で聞く。


「天青。おまえは本当に慧眼児なのか？　村長にしろ、あの老ろう婆ばにしろ、どうにも信用がおけぬ。本当のところを聞かせて欲しい」


「……慧眼児なんて言葉は、今日初めて聞いたんだ」


　天青は慎しん重ちように言葉を選んだ。


「だから自分が慧眼児なのかなんて、わかんねえよ」


「ふむ、それはもっともだ。文ぶん献けんには『慧眼とはすなわち、額に輝かがやける蒼あおき眼なり。蒼き眼は蒼き光を生み出し、悪あしき心の者はその清せい浄じようなる光に苦しむ』とあるが、おまえの額の眼は、蒼いのか？」


　そのとおりだ……などと下手な噓をつくのはよくない。天青はそう判断し「いや。黒いよ」と返事をする。鶏冠はあっさり「そうか」と頷うなずいた。


「まあ、文献が正確だとは限らぬ。で、咎人を見破ったことは過去に何度あるのだ？」


「そんなにしょっちゅうってわけじゃない。あいつら、ふだんはオレの三ツ目を毛け嫌ぎらいしてるから、よほどじゃないとお呼びはかからないんだ。柘榴婆が金をせびるしさ。女が襲おそわれたとか、盗ぬすみがあったとか……今までで五回かな」


「五回とも、正しく咎人を指し摘てきできたのか」


「できた」


　そのへんはぬかりない柘榴婆である。金をせしめるためならきっちり働く。


「信じる信じないは、そっちの自由だ」


　素そっ気けなく言ったのは曹鉄だった。


「天青が慧眼児ではないと考えるなら、さっさと山を下りればいい」


「そうは言っていない」


　鶏冠はゆっくり振り返り、曹鉄に向き合う。


「だが私はこの眼で慧眼を見たわけではないのだ。そう簡単に信じられなくても無理はないだろう？　そもそも私は、慧眼児の存在を絶対だと信じているわけではない。古い書物は貴重な記録だが、すべてを鵜う呑のみにするのもどうかと考えている」


「王様が信じているものを、信じないっての？　あんたほんとに偉えらい神官なのかよ？」


　無礼だと怒おこられるかと思いきや、鶏冠はしれっとした顔で「神官なぞ偉くない」と答える。


「本当に偉い存在は、この世にただひとつだ」


「それって、王様？」


　いいや、と鶏冠が頭かぶりを振ふった。


「神だ」


　なにを言い出すやら、である。


　天青は嫌いやみたっぷりのつもりで「オレ、その人に会ったことねえんだけど」と言ってやった。すると鶏冠は「神は見えない。心で感じるのだ」などと返す。


「フーン。もしあんたが神様とやらを感じ取れるなら、言っといてくんねーかな。贅ぜい沢たくはいわねえけど、もう少し腹の減らない生活がしたいって」


「それは神の管かん轄かつではなく、政治の管轄だな」


「じゃ、神様から王様に言ってくれよ」


「神は言葉を使わぬ」


「ならあんたがあいだに入りゃいいだろっ。オレにはよくわかんねーけど、神官ってそのためにいるんじゃねえの？」


　鶏冠が長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた眼を見開き、少し驚おどろいたように天青を見た。そののち、「違ちがいない」と神しん妙みような顔で頷く。


　おかしな神官だ。


　天青は麓ふもとの里に下りた時、たまたま旅の途中だという貴族を見たが、派手な着物を纏まとい、人形のようにツンと澄すまして歩いていた。天青と目が合うと、まるで毒のある毛虫でも見つけてしまったかのように目を背そむける。身分の低い者と口をきくなど、想像したこともないのだろう。まあ貴族という人間はそんなものなのだろうと思った天青だったが、この神官はちょっと違うようだ。


「さて、天青。おまえが慧眼児であるならば、私はおまえを宮中に連れて行かなければならぬ。だがその前に、慧眼を確かめなければ」


「……確かめる？」


「その布を取って見せよ」


　とっさに返事ができず、思わず曹鉄に視線を向けてしまった。今まで天青と鶏冠の会話を見守っていた曹鉄は、静かな視線で鶏冠を見ながら「見てどうするのだ」と問う。


「慧眼は咎人捜さがしをするだけではない。人の心の闇やみを見み抜ぬく眼だぞ。……それを、天青に見て欲しいと？」


　ずい、と一歩出て、曹鉄は鶏冠に迫せまる。


「誰にも言えぬ秘密はないのか？　見破られてもいいのか？」


「秘密など──べつに、ない」


　鶏冠は目線こそ曹鉄から逸そらしはしなかったが、いくぶん動どう揺ようしている様子だった。


「本当に、ひとつもか？」


「……ない」


　返事にやや間があった。


　神官というのがどれほどの人格者かは知らないが、後ろ暗い部分のまったくない人間などいるものだろうか。天青は大きな眼で穴が開くほどに鶏冠を見つめる。赤い前髪の神官は、こほ、とひとつ咳せき払ばらいをして「まあ、よい」と言った。


「慧眼の真価を試ためす機会はまだこの先にもあろう。考えてみれば、やましいことのない私を慧眼で見たところで、変化はないだろうからな。それでは慧眼を確かめられぬ」


　理り屈くつは通っているが、言い訳にも聞こえた。ほとんど表情のない男なので、真意がどうにも見えにくい。


「出立は明日の早朝だ。今夜のうちに荷物をまとめておくように」


「まとめるほどの荷物なんかねえよ──ああ、肥こえ柄び杓しやくでも持ってくか？」


　揶や揄ゆして答えると、鶏冠は美び麗れいな眉を曇くもらせ「よく洗ってからにしろ」と返す。冗じよう談だんなのか本気なのかは、天青にもよくわからなかった。
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「これは、どういうことだ」


　尖とがった声に詰きつ問もんされる。


　切っ先からポタリと落ちた一ひと滴しずくが、綿のはみ出したボロ布ぶ団とんに染しみこんでいく様子を、鶏冠はなかば呆ぼう然ぜんと見つめていた。


　どういうことなのかなど、こっちが聞きたいくらいだった。


　深い闇の中、さきほど曹鉄が点ともした蠟ろう燭そくの炎ほのおだけが揺ゆれている。天青はといえば、仁に王おう立だちになった曹鉄の膝ひざにしがみついて離はなれない。よほど恐おそろしかったのだろう。


　無理もない。眠ねむっているところを、殺されかけたのだ。


「黙だまっていないでなにか言ったらどうだ。これをいったいどう説明するつもりだ」


　血ち糊のりのついた剣けんを握にぎったまま、曹鉄は繰くり返し聞いた。


「……どうもこうもない。この男は刺し客かくだったのだ」


　落ち着け──鶏冠は自らに言い聞かせる。一大事だが、だからこそ落ち着いて対処しなければならない。


　土間に転がっているのは、護衛官の死体だ。


　曹鉄が手にしている剣も護衛官のものである。激しいもみ合いの中で奪うばい、ひと突つきで殺した。手加減などしていられない状じよう況きようだったことは、見ていた鶏冠にもわかった。


　天青と柘榴婆の小屋である。


　天青を見張る意味もあり、鶏冠はこの小屋で一晩を過ごすこととなった。


　もちろん護衛官も一いつ緒しよだ。柘榴婆は「ワシはこう見えても女おな子ごじゃで、男だらけの部屋に寝ねるわけにはいきませぬ。ヒヒ」と、どう考えても余計な心配をして、曹鉄の家に転がり込んだと聞いている。追い出された曹鉄が足りない布団を抱かかえてやって来て、狭せま苦くるしい小屋に男たちは床とこを延べた。


　護衛官は「自分は鶏冠様の足もとに座しておりますゆえ」と布団を辞退した。


　万一の時に素す早ばやく動けるよう、武官は座ったままでも眠れると知っていたし、今までの野宿を振り返っても、護衛官が横になることは少なかった。だから特に不ふ審しんにも思わなかったのだが、よくよく考えてみれば、夜よ盗とうの類たぐいが出る可能性は少ない村内で座り寝をする必要などない。護衛官は、自らが動きやすいよう、布団に入るのを拒こばんだのである。


　目的は、慧眼児と鶏冠を殺すこと。


　もし曹鉄がこの場にいなければ、この剣は天青の胸に突き刺ささっていたのに違ちがいない。さらに、その後は鶏冠の首を切り落としたであろう。


「なぜ神官の護衛が、天青の命を狙ねらう？　なにが慧眼児探しだ。貴様、いったいなにをしにここに来た？」


　曹鉄の口調は荒あらく、鶏冠の眼前に剣が突きつけられる。座ったまま背中は板いた壁かべにつき、もうこれ以上は下がりようがなかった。


「やめろ。私は神に仕つかえる身だぞ。噓うそはつかぬ」


「神官というのも怪あやしいものだな」


「怪しいのはおまえも同じだ。山奥の村育ちがなぜそれほどに剣を使い慣れている？」


　肥柄杓で護衛官を伸のした時から不思議ではあったのだ。この男は強すぎる。武官より腕うでの立つ農民など聞いたこともない。


「昔は武官だった祖父に叩たたき込まれた」


　曹鉄は臆おくさず、疑問に答えた。


「子供の頃ころから反吐へどが出るほど鍛たん錬れんされたのだ。こんな村でも稀まれに山さん賊ぞくたちに狙われるからな、腕の立つ者は必要だ。噓だと思うなら村の者に聞けばいい。……さあ、おまえはどうなんだ。偽にせ神官ではないと、どうやって証明する」


　グイ、と切っ先がより近づく。


「……宮中神官しか持てぬ翡ひ翠すいを、この下につけている」


「翡翠？」


「祈いのりの際には、玉ぎよくを使うのだ。位の高い神官ほど貴重な玉を持ち、宮中神官ならば翡翠玉を連ねるのが決まりとなっている。留め具には宮中に在る者の身分を表す虎とらが描えがかれているのだが……聞いたことはないか？」
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　同じ知識を共有していなければ証しよう拠こにはならない。曹鉄はしばし鶏冠をじっと見下ろしていたが、やがて「祖父から、宮中の話はいくらか聞いている」と答えた。つまり曹鉄の祖父は宮中で働く武官だったわけだ。良民以上の身分であれば武官にはなれるが、宮中に上がる武官はほとんどが貴族の出だ。稀に、よほどの功績があって宮中武官に抜ばつ擢てきされる良民出身者もいる。曹鉄の祖父もそうだったのではないかと鶏冠は想像した。


　証拠の翡翠玉を襟えり元もとから出そうと右手を上げると「動くな」とますます剣が近づいた。信じてもらえたわけではないらしい。血の臭においが鼻につく不快さに眉まゆを歪ゆがめ、鶏冠は一度あげた手を下ろす。


「動くと痛い思いをするぞ」


　切っ先が白い上うわ衣ぎの結び目を見事に切り裂さく。


　そのまま襟元を広げられ、鶏冠はぎくりとした。内心の怒いかりと羞しゆう恥ちを抑おさえ込み、表情を変えることはない。だが耳が熱くなるのだけは堪こらえようがなかった。


　鳩みぞ尾おちまで露あらわになった肌はだの上に、翡翠の玉を連ねた首くび飾かざりがある。


　冷たい剣は、肌を傷つけたりはせず、翡翠だけを掬すくい上げる。曹鉄が顔を近づけて、留め具を検分する。


「……確かに翡翠だ」


「ならば剣を下げろ、この無礼者め」


「どうした、剣が怖こわいのか。まるで女のように声が震ふるえているぞ」


　ぷつ、と鶏冠の中でなにかが切れた。


　怒りのあまり声もでないまま、思い切り曹鉄の臑すねを蹴ける。


「いっ……！」


　それなりの痛手は与あたえられたらしい。曹鉄は剣を退け、片足を浮うかして飛び跳はねている。横で天青が「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」と心配していた。


「な、なにをするんだっ」


「この無知蒙もう昧まいが。神官の身体からだは神のものだ。その肌を露わにするなど、天に背そむく行こう為いだということも知らぬのか」


「肌って……おまえは野や郎ろうだろうが！」


「男女は関係ない」


　鶏冠は冷ややかに言い切る。


　神官はふだん、他人に肌を見せることはない。


　もちろん妻を娶めとることもないし、沐もく浴よくもひと目を避さけて行う。自分の下半身に触ふれるのも、最低限──つまり排はい泄せつや洗せん浄じように関かかわる行為しか許されていない。神学生の頃からその慣習に馴な染じんでいるため、他者に自分の身体を晒さらすのは鶏冠にとって大きな抵てい抗こうがある。まして自分でも、我が身が貧弱だという自覚は強い。どんな理由だろうと見分されれば不快なのだ。


　鶏冠は手早く服を整え、立ちはだかる曹鉄に「どけ」と命じて土間に下りた。燭しよく台だいを手にして身を屈かがめ、仰あお向むけに倒たおれている死体の様子を見る。


　心臓をひと突き。見事なものだ。ほとんど苦しまずに逝いっただろう。


　悪い男ではなかった。共に旅している時にも殺気めいたものを感じたことはない。ただ、時折物思いにふけっている様子は見受けられた。


　鶏冠は小さく息をつき、死体の脇わきにかがみ込むと懐ふところを探り始める。なにをしている、と曹鉄が尋たずねた。


「所持品を調べる。おそらく彼は、何者かに頼たのまれて慧眼児を殺そうとしたはずだ」


「ずいぶん死体に慣れている様子だな」


「私を誰だと思っている？　死出の旅立ちに付き添そうのも、神官の大切な仕事だ。……ああ、やはりな。これを見ろ」


　中から出てきたのは二枚の角金貨と、小さく折りたたんだ紙だった。


「……それ、金貨なのか？」


　天青が眼めを見開いて聞く。この村では金貨を持つ者ほど裕ゆう福ふくな者がいないのだろう、見たことがないのだ。


「この男は買収されてたのだ」


　折りたたんだ紙を広げ、鶏冠は言った。紙に書かれていたのは何種類かの薬草だ。この書きつけがなにを意味しているのかはある程度予測がつく。今は屍しかばねとなった男から、病に伏ふしている母の話を何度か聞いたことがあった。金貨で高価な薬を買うつもりでいたのだろう。親思いだとは思うが、だからといって罪のない者を殺していいはずもない。


　金貨と書きつけを自分の懐にしまい、鶏冠は言葉を続ける。


「神官である私が慧眼児を見つけたら、その時点で殺せという命だったのだろう」


「な、なんでだよ。どうしてオレが殺されなきゃなんないんだよ」


　呆然と土間に立ち、天青が言う。


「……いやな予感がないわけではなかったが、まさか命を狙ってくるとは」


「おい、いやな予感とはなんだ。いったい宮中でなにがおきているのかちゃんと説明しろ」


　未いまだ剣けんを鞘さやにしまわずに曹鉄は言った。疑念はもっともだが、今は時間がない。


「説明はあとだ。天青、鍬くわを二本持ってこい」


「鍬？」


「急げ。曹鉄、おまえは私と一いつ緒しよにこの男を運ぶんだ。目立たない場所に埋うめる。夜明けまでそう時間がない。急がねば」


「埋めるだと？　事を隠かくす気か！　卑ひ怯きようも……むぐっ」


　天青の口を手で覆おおい、鶏冠は「うるさいぞ」と耳元で低く窘たしなめる。


「わからないのか。たとえ正当防衛だろうと、曹鉄は宮中の護衛官を殺あやめたのだ。誰かに通告されてみろ、斬ざん首しゆか、いいところ島流しだ。私だって責任を問われることになるし、護衛官を買収した連中は、今度は私の命を狙う」


「むぐぐ……」


「この亡なき骸がらを葬ほうむって、一刻も早くこの村を出るしかない」


「むぐ」


「わかったか」


　天青はコクコク頷うなずき、鶏冠が手を離はなすとプハッと息を吐いた。


　鶏冠は次に曹鉄を見み据すえて「おまえももう村にはいられない。覚かく悟ごしろ」と告げる。


「都まで私と天青の護衛をするのだ。無事に都へつけば、王様より褒ほう美びを賜たまわるであろう」


「褒美などどうでもいい。俺は天青を守るために同行しよう」


　覚悟の決まった声だった。天青を守るため……ということは、鶏冠はどうでもいいわけだ。あまりあてにならぬ護衛ではあるが、この際致いたし方ない。


「鍬、持ってきた」


　緊きん張ちようの面おも持もちで天青が言う。


　三人は音を立てぬように外に出た。幸い、月は薄うす雲ぐもの中にある。


　藪やぶを進み、土の柔やわらかい場所を選んでひと一人分の穴を掘ほる。鶏冠のへっぴり腰ごしを見かねて、途と中ちゆうで天青が「使えねえな」と替わってくれた。


　一刻ほどして、穴を掘り終え、死体を埋める。


　鶏冠は泥どろだらけの両手を胸の前で重ね、頭を垂れた。本来なら他者を殺そうとして殺された者に祈りは不要とされている。それでも短い祈き禱とうをあげた。曹鉄も天青も、終始無言だった。


　近くの川でこっそりと身を拭ぬぐい、戻もどれば息をつく間もなく旅たび支じ度たくだ。護衛官が消えたと知られないためには、夜明け前に出発するしかない。


「柘榴婆に……会っちゃだめか？」


　すっかり支度が調ととのった頃、天青がそう聞いた。鶏冠は一呼吸ほどのあいだ思案し、結局「行くならば早くしろ」と答える。


「次はいつ会えるのかわからない。親に別れを告げておかなければ、後こう悔かいすることになる」


「べつに親じゃないけどさ……ケチババアだし……」


　天青の悪態が本心でないのはわかった。口は悪いが素す直なおな性質なのだろう、感情が顔に出やすい。鶏冠は「早く行け」と天青の背中を押す。


「すぐ戻る」


　そう言った天青が戸口に立つより早く、誰かが外から引き戸を開けた。


　曹鉄と鶏冠は身を硬かたくした。死体は片付けたが、まだ臭いが残っている。入ってきたのは柘榴婆で、三人を見据えるとフンと鼻を鳴らし「血の臭いがしよる」と呟つぶやいた。


「だが、なにがあったのかは聞かん。臭いは薬湯をわかせばだいぶん消えるじゃろ」


「ば、婆ちゃん、オレ……」


「わかっとる」


　天青を横目でちらりと見て、柘榴婆は勢いよく鼻息を出した。


「ふんっ。もう行くんじゃろ？　行け行け。ああ、せいせいするわい。今日からはおまえのぶんまで飯が食える」


　しっしっと、犬の子でも払はらうような手つきを見せる。


「……食いすぎると、身体によくないぞ。もうババアなんだから、ほどほどにしろよ」


「ふん。余計なお世話じゃ」


「あんまり村の連中とケンカすんなよ。ただでさえケチで嫌きらわれてんだから」


「おまえよりは嫌われてないわい」


「オレは行くけど……。今までありがとうとかは、言わねーし」


「そんな気色悪い台詞せりふ、聞きたくもない」


「こんなクソ村、帰ってこないかもしんねーし」


「二度と帰ってこんでええわ」


　相変わらず口の悪いふたりである。鶏冠が思わず「つまり似たもの同士なのだな」と呟くと、横にいた曹鉄が「そういうことだ」と答えた。


　引き戸の隙すき間まから、弱い光が入ってくる。


　夜明けだ。もうしばらくすれば、朝の早い村人たちが起き出してくるだろう。悪口合戦が終わらないふたりに、鶏冠は「出発するぞ」と声をかけた。曹鉄は護衛官の剣と、自分の家から取ってきた大きな曲刀を背中で交差させて担かつぐ。


「じゃあな、ババア」


　天青の声は微かすかに掠かすれていた。


「行け行け。はよいなくなれ……ああ、ちょっと待ちい」


「いでで……っ」


　柘榴婆に髪かみを摑つかまれ、天青は強引に頭を下げさせられる。懐から出したひも状のなにかが、少年の細い首にかけられる。編んだ麻あさひもの先に、小さな袋ふくろがついていた。


「なんだよ、これ」


　天青が顎あごを引いて、小袋を見る。


「餞せん別べつじゃ。首から下げて、決して無くすな」


「なにが入って……いてえっ！」


　袋の中身を見ようとした途と端たん、柘榴婆に杖つえで頭を叩たたかれる。スコーン、といい音がして、鶏冠は思わず自分の頭を押さえてしまった。天青は頭を抱かかえて涙なみだ声ごえを出し「だにずんだっ」と叫さけぶ。なにすんだ、と言いたかったのだろう。


「見るな。見ては威い力りよくが失われる。強い強いお守りじゃ」


「お、お守り？」


「よおく聞け。万ばん策さく尽つきた時に頼たよるのじゃ。それまでは絶ッ対、袋を開けてはならぬ」


「わ、わかった」


「金に困ったくらいで開けると、大変なことになるぞ」


「……うん」


「もうにっちもさっちもいかず、このままでは死ぬしかないというときだけじゃぞ」


「わかったってば。……ったく、しつこいババア……うわっ、痛っ、いででっ……！」


　柘榴婆の杖が、バシバシと天青の尻しりや背中を叩く。


「ババアババアとバカにしおって！　おまえも時が経たてば、ジジイになるんじゃ！」


　天青は荷物を抱えながら小屋の中を逃にげまどい、そのまま小屋を出る羽目になる。柘榴婆があとを追い、曹鉄と鶏冠もそれに続いた。


「よいか、帰って来るなよ！」


　杖を振ふり回し、柘榴婆が叫ぶ。天青は少し先まで逃げ「クソババア！」と言い返した。少し、涙声に聞こえる。


　柘榴婆は振り回していた杖を下ろし、鶏冠に一礼した。


「汚きたないガキですが、よろしくお導きを」


「うむ。これは約束のものだ。ちゃんと村人にも分けるように」


　じゃらりと音を立てる袋を渡わたす。中身は角銀貨が三十枚だ。柘榴婆は「ひひ」と笑って受け取ったが、このうち何枚が村人の手に渡るのか、かなり怪あやしいものだと鶏冠は思った。


　山際を、朝日が赤く染めている。


　老婆ひとりに見送られて、鶏冠たちはそんなふうに村を出た。
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　その昔、人になりたいと願う一匹ぴきの虎とらがいた。


　純白の虎は尊き仙せん人にんの現れる大樹を訪ね、言葉なき獣けものとして眼めで自分の願いを語った。


　仙人は虎に「なにゆえ人間になりたいのか」と聞いた。


　白き虎はこう答えた。


　──人間は言葉を話し、書物を読み、神に祈いのり、思し索さくにふける生き物です。私は獲え物ものを追い、その生肉を引き裂さいて喰くらうばかりの日々にほとほと嫌いや気けがさしました。この爪つめは血だらけ、この牙きばは血まみれです。血なまぐさい獣ではなく、思し慮りよ深い人間になりたいのです。


　尊き仙人は、虎に言った。「ではおまえがこの大樹の根元で、なにも食べずなにも飲まず、百日耐たえれば人間にしてやろう」……そして虎はつらい試練に耐え、百日目にとうとう、姿のよい人間の若者になった。


　人間となった虎は、田舎いなか町で美しく心の優やさしい妻を娶めとり、しばらくは幸せに暮らしていた。


　だが少しずつ、世の中を知ることになる。


　人の話す言葉が悪口ばかりなのを知った。


　書物を読む者はわずかなのを知った。


　祈りは己おのれの幸福を欲ほつするばかりで、神への尊敬を欠く者が多いのを知った。


　挙げ句に人間は、生肉こそ滅めつ多たに喰くらわぬが、喰いもしない動物まで殺あやめる。そればかりか、同じ人間同士で殺し合うことまでする。


　白き虎だった青年も、兵として駆かり出された。


　戦いくさ場ばで彼は絶望した。自分を守るために敵を斬きりながら、悲しくてたまらなかった。こんなことならば虎のほうがずっとましだった。自分の喰らうぶんだけ殺せばよかったのだから。


　戦場から戻った青年は、あの大樹のもとへと足を運んだ。


　尊き仙人が現れると、この身を虎に戻して欲しいと願った。


　あれから何年もがすぎている。人と虎では寿じゆ命みようが違ちがうのだから、虎に戻った途端におまえは死ぬだろう──仙人はそう言った。それでも構わないと青年は言った。戦いくさはまだまだ続くだろう、もう誰も殺したくはないのだと涙なみだした。


　仙人は青年を虎に戻した。白き老いた虎は四つ足で大地を踏ふみしめて空を仰あおぐと、たった一度咆ほう吼こうし、たちまち死んでしまった。そばで見守っていた妻は虎に縋すがって泣いたが、夫の願いが叶かなえられたことに悔くいはなかった。


　ほどなく、妻は自分が身み籠ごもっているのを知った。


　妻は三つ子を生み、みな美しい娘むすめに育った。


　娘たちは成人すると、それぞれ立派な青年に嫁とついでいった。


「──我が麗れい虎こ国こくの民たみは、みなこの娘の子孫、つまるところ白き虎の子孫である。だからこそ我が国は、できる限り無益な戦を避さけ、諸国との友好関係に重きを置き……こら！」


「ふんがっ！」


　カックンと首を落とした天青の後頭部を、鶏冠は手にしていた小枝でバシンと撲なぐった。天青はびっくりしたように顔を上げて「痛いてェじゃねえかっ」と文句を言う。


「おまえが国についてよく知りたいと言うから話をしてやっているのに、居い眠ねむりをこくとは何事だ」


「オレは宮中のことを知りたいって言ったんだよっ。建国神話まで遡さかのぼられたら、眠くなるのが当然だろっ」


「建国神話はすべてにおいての基き礎そだ。国の民として、今まで知らなかったほうが問題だ」


「そんなん知ってたって、腹は膨ふくれねーよ」


　それもまた、真理ではある。


　空腹を知らぬわけではない鶏冠はそう思ったが、ここで「そのとおりだな」と言っては宮中神官の威い厳げんは保てない。もっともこの山やま猿ざるのような少年に、宮中神官の威厳を理解させるのは難しい……というか、もはや諦あきらめつつある鶏冠だ。


「あんたの講こう釈しやくは長すぎるんだ。もっと端たん的てきに教えてくれ」


　捕とらえたばかりの野兎を小刀で捌さばきながら曹鉄が言う。明け方に村を出て、歩き続けること半日以上、山の中で遅おそい昼食を摂とるところだった。


「人が親切で詳くわしく教えようとしているのに、傲ごう慢まんな教え子たちだ」


「なにふざけたこと抜ぬかしてやがる。あんたの教え子になった覚えはねーよ」


「……おまえの口の利きき方を宮中に上がるまでになんとかせねばな……。それでは王様の御おん前まえに出られぬ」


「なんでだよ。オレちゃんと喋しやべってんじゃねえか」


　自分の言葉の汚さに自覚がない天青を見て、鶏冠はため息をついた。


「私の講釈に文句があるなら、もうなにも教えてやらん」


「神官のくせに狭きよう量りような奴やつだな。とにかくまずは、護衛官のことだ。あの男はいったい誰に買収されたんだ？」


　赤い肉にく片へんを串くしに刺さしながら曹鉄が聞く。


　本当のところを打ち明けるべきなのか──鶏冠には幾いくばくかの迷いがあった。宮中内の出来事は口外無用が決まりであるし、まして外聞のいい話ではないのだ。しかし、天青はともかくこの曹鉄という男に適当なごまかしが通じるとは考えにくい。


「おそらくは、宮中神官の手先だ」


　仕方なく、事実を口にする。


「……なんだと？　宮中神官ならば、あんたの仲間うちじゃないか」


　パチッ、と爆はぜるたき木の音を聞きながら「仲間……ではあるが」と鶏冠は言いよどんだ。火にかけられた肉から一滴二滴と脂あぶらが滴したたる。


「祖父殿から宮中という世界について、ある程度は話を聞いているだろう？　見た目は華はなやかな場所だが、裏では権力という欲望の虜とりこになった者たちが、なんとか自分に富と名声を引き寄せようと躍やつ起きになっている。神に仕つかえる神官たちの中にも、残念ながらそういう者もいる……というか……はっきり言ってだな」


　俯うつむけていた顔を、鶏冠はおもむろにあげた。まどろっこしい説明は苦手なのだ。


「一番厄やつ介かいなのが宮中神官だ」


「厄介とは？」


「まず、権限が大きい。……この国でもっとも大きな力を有するのはむろん王だが、王が『白びやつ虎こ聖典』に則のつとることなく、政治を誤った場合、大神官には王を罷ひ免めんする権利がある」


「びゃっこせいてん？　ひめん？　ぜんぜん意味わかんねえ……」


　洟はなを啜すすって天青が言う。ややげんなりした鶏冠に替わって、曹鉄がかみ砕くだいて教えた。


「『白虎聖典』というのは、この国を治めるための法と律が記された書物だ。王様といえど好き勝手に政治をしているわけではなく、『白虎聖典』でダメと書かれていることはできない。罷免、というのは辞やめさせることだ。……つまりもし王様が暴君だったり、使えないバカ王だった場合、大神官はその王様に『おまえ、王様やめろ』と言えるわけだ」


「ああ、そういう意味ね」


　確かにわかりやすい説明だったが、バカ王というのはどうだろう。鶏冠がそんな言葉を口にしたらたちまち首が飛ぶ。


「つまり宮中の権力は、王と大神官に二分される。それは俺も祖父から聞いていた」


「そのとおりだ。また、王族に仕える貴族たちは、大きく文官と武官に分かれる。たいていの場合、武官は王にすり寄り、文官は大神官にすり寄る。もっともこのへんは複雑に入り交じっているのが現実だ」


「華やかな宮中の裏側で、常に権力闘とう争そうが繰くり広げられているというわけか」


「そういうことになる」


「あんた、そんな場所にいて楽しいのか？」


「いや」


　平へい坦たんな声で答えると、曹鉄が首を傾かしげる。


「……いやって、楽しくないってことか？　あんたは表情がないから、なにを考えているのかよくわからんぞ」


「楽しくはない。だが仕事だ」


　香こうばしい匂においがしてきた。肉の焼け具合をじっと見ながら、鶏冠は続ける。


「幸い、現在の大神官胆たん礬ばん様は私利私欲に走らぬ真の神官であり、王様も信しん頼らいを寄せていらっしゃる。しかしながら胆礬様も老ろう齢れいゆえ、そろそろ次の大神官に位を譲ゆずられるおつもりなのだ。……もう焼けたのではないか？」


　さっそく天青が手を伸のばし、ハフハフと肉にかぶりつきながら「焼けてう」と答えた。口の周りを脂だらけにして食べる姿は、本物の子こ猿ざるのようだ。品位はないが、気取りもない。よく言えば無む垢くである。


「大神官候補は六名だが──事実上はふたりと言っていい。琥こ珀はく神官と辰しん砂しや神官だ」


　むしゃむしゃと肉を齧かじる子猿を見ながら、鶏冠は説明を続けた。


「おふたりとも、お歳は四十代半ばだな。琥珀様はもともと有力貴族の出で、親しん戚せき筋すじには位の高い文官が多い。本人も野心家だ。辰砂様のほうは下級貴族の出身だが、穏おだやかで奥ゆかしいお人柄ゆえ、下の者からも尊敬を受けている」


「つまり今、宮中では大神官の跡あと目め争あらそいが起きているということだな？」


「そのとおりだが、他言してはならぬぞ。民に余計な不安を与あたえる」


「安心しろよ。下々の者は宮中神官なんぞに興味はないさ。……ほら」


　曹鉄が肉片の刺さった枝を差し出してきた。兎うさぎの腿もも、もっとも食べ甲が斐いのある部位だ。鶏冠は反射的に身体からだを引き、視線を逸そらせて「いらぬ」と返す。


「私は神官なのだ。肉にく食じきができるはずないだろう」


「腹が減ってないのか」


「減っているに決まってる」


「ならば食え。贅ぜい沢たくを言うな」


「だから、贅沢ではなく──」


「贅沢じゃん」


　言い切ったのは天青だった。


「オレたちは食うものなんか選べないんだぜ。肉がありゃ肉を食う。草の根しかなくなりゃそれを食う。神官だからって肉は食えないなんて、贅沢にしか聞こえねえよ」


「神に仕える者として、生き物を食すのは──」


　肉から目を逸らしている鶏冠に、天青が「生きてねえし」と追い打ちをかける。


「ま、さっきまでは生きてたけど、オレたちが殺して捌いた。食うために。だからこの肉はもう生きてねえ。生きるためになんか殺して食うのって、そんな悪いことなのか？」


「……悪くない。自し然ぜんの摂せつ理りだ」


　困り果ててちらりと曹鉄を見ると「食わないと力がつかぬぞ」と言われた。


「まだ旅は長いうえに、あんたが一番体力がない。しっかり食ってしっかり歩いてくれなければ俺たちが困る」


「……しかし」


「いいから食えってば！」


　痺しびれを切らしたのか、天青はやや冷めた肉片を手に取り、こともあろうに鶏冠の口に押しつけた。やめろ、と言うため開けた口の中に肉の塊かたまりが押し入ってくる。


「……うっ……」


「ちゃんと食えよっ」


「う……うう……」


　鶏冠は思わず顔を両手で覆おおった。


　肉だ。動物の死んだ身体だ。神学院に入って以来、もう長く食べていなかった。それが今、自分の口の中にある。味み蕾らいのひとつひとつに、肉にく汁じゆうが染しみこんでいく──。


「出すなよ、ちゃんと嚙かんで、呑のみ込め」


「うっ……」


「おい、天青、あまり苛いじめるな」


　顔を覆ったままの鶏冠を気の毒に思ったのか、曹鉄が口を挟はさむ。


「どうしても食べられぬのなら仕方ない。どこかに木の実でも……」


「……う……うまい……」


　思わず、正直な感想が漏もれてしまった。


　肉はちょうどよい焼き加減だった。野生の兎なので脂あぶ身らみはやや足りないが、弾力に富み、嚙みしめるほどに味わい深い。


　顔を覆った手を取ると、曹鉄がぽかんとしてこちらを見ている。鶏冠は新しい肉をむんずと取り、携けい帯たいしている岩塩と辛から味み噌そを塗ぬってかぶりついた。


　うまい。


　肉とは、どうしてこうもうまいのだろう。なんと罪深い食べ物だろう。


「……もしかして、あんた肉、好きなのか？」


　天青の問いに「好きだとも」と答える。


「この世で一番好きなものを挙げろと言われれば、書物と肉だ。書物を山と読むために、肉を我が慢まんして神官になったというのに……ずっとずっと、耐たえていたというのに……意志の弱い自分が恨うらめしい……でもうまい……もうひとつ食べてもいいだろうか？」


「え？　あ、ああ」


　曹鉄が頷うなずく。


　鶏冠が三つめの塊を手にすると、天青が「その小こ壺つぼ、なに」と尋たずねた。


「宮中の厨ちゆう房ぼうからわけてもらった辛味噌だ。毒消しの効用があるので旅に持ち歩く」


「うまいの？」


「よい味だ」


　小壺を渡わたしてやると、さっそく肉に塗りはじめる。そんなにつけたら辛からいぞ……と鶏冠が言うより先に口に入れてしまい、途と端たんに「ひー」と身み悶もだえた。


「かっ、からっ……けど、うまっ……でもでも、からっ」


　なにをしているんだ、と呆あきれた声を出したのは曹鉄だ。鶏冠は三切れの肉を食べ終え、その滋じ味みが身体に染み入る幸福を感じながら、話の続きを始める。


「次期大神官の本命は、琥珀様だ。胆礬様は辰砂様を推おしているし、王も辰砂様の人となりはよくご存じだが……貴族たちの反対意見が多い」


「なぜだ。辰砂という神官のほうが、大神官にふさわしい人物に思えるが」


「ふさわしいだけでは大神官にはなれぬ」


「根回しが大切ということか」


「辰砂様はそういったことが苦手なお人でな……とにかく、このままならば琥珀様が大神官となる。琥珀様は一部の文官貴族との結びつきが強い」


　戦いくさや治安、そして税の徴ちよう収しゆうを司つかさどる武官。


　律りつ令りようを制定し、税の使い道を決定する文官。


　名門貴族たちは武官派と文官派で派は閥ばつを作り、小こ競ぜり合いを繰り返してきた。宮中において、貴族たちの権力争いは珍めずらしくもない。争いを皆かい無むにできない以上、なるべく均きん衡こうがとれている状態が望ましく、ここ数年は比ひ較かく的てき平へい穏おんだった。


「王ご自身は、派閥に関心のない辰砂様を大神官にしたいお気持ちがあるのかもしれん。この数か月、大変迷っておられる。そこへ慧眼児の噂うわさが舞まい込んできたものだから……」


「なるほど、慧眼を持つ者に、誰が大神官にふさわしいのかを見み極きわめさせるおつもりか」


「胆礬大神官も賛成され、私が派は遣けんされた」


「となれば、琥珀とやらが怪あやしいな。もし慧眼児が宮中に上がれば、自分ではなく、辰砂神官を大神官に推すのではと考えているはずだ」


「その可能性は高い……おっ、と」


　突とつ然ぜん強い風が吹ふき、鶏冠の黒くろ笠かさを吹き飛ばそうとした。顎あご紐ひもがあるので後ろに脱ぬげただけだが、たき火の火はずいぶん大きく揺ゆれた。


　突然、天青が立ち上がる。


「どうした」


　鶏冠の問いかけを無視し、空を見上げてクンクンと鼻を鳴らす。なにか変わったものでも見えるのかと鶏冠も上空を見たが、蒼あおい空に雲が浮うかび、小鳥が歌いながら横切るだけだ。強い風もすでにおさまってしまっている。


「──嵐あらしがくる」


　馬ば鹿かな。この好天のどこに、嵐の気配があるというのだ。向こう二日は晴れていそうな空ではないか。


　しかし、山やま猿ざる少年の感覚は正しかった。


　夕刻が近くなると、空は見る見るうちに重い灰色の雲に覆われる。遠くで響ひびいた雷らい鳴めいは、まるで駆かけ足のごとく近づき、光の矢が曇どん天てんを切り裂さく。山の天候が変わりやすいことは知っていたが、まさかここまでとは思っていなかった。


　樹々が踊おどり狂くるうように幹をうねらせ、枝を揺らしている。


「すぐにでも雨が降るぞ」


　曹鉄が藪やぶを踏ふみ分けながら言う。


「川を越こえれば、夜を明かすのにいい横穴がある。降り出すと水みず嵩かさが増して渡れなくなるかもしれん。急げ」


　鶏冠としてはめいっぱい急いでいるつもりなのだが、山育ちのふたりとは足あし腰こしの強さがまるで違ちがう。必死で付いていくうちに呼吸がゼイゼイと上がっていった。


　黒笠にぽつ、と水すい滴てきが落ちる。雨だ。


　大おお粒つぶの雨は、たちまち叩たたきつける強さとなった。先を歩く曹鉄がくるりと振ふり返り、鶏冠の抱かかえていた荷物を奪うばうように持つ。


「自分で持てる」


「いい。そのぶん急げ」


　短く言い、すぐに前を向いてしまう。おまえの強がりに構っている暇ひまはないとばかりの態度だが、言い返す言葉もない。都に帰ったらもっと体力作りに努めよう……そう誓ちかいながら、鶏冠は曹鉄のあとに続いた。天青は曹鉄よりももっと先を行っている。


　川はぎりぎりで渡れる深さだった。


　激しい雨で増水し、強い流れが渦うず巻まいていた。落らく雷らいで折れたのだろうか、当たったらさぞ痛いだろうという流木がすごい速さで流れていく。


　荷物は曹鉄が投げた。より具体的に言うとぶん投げた。


　川かわ幅はばはさほどではないにしろ、驚きよう異い的な腕わん力りよくだ。最初に曹鉄が綱つなを手にして渡り、太い木の幹にしっかりと結びつける。


　その綱を頼たよりに鶏冠は命がけの思いで川に入った。深さはすでに腰こしまで来ている。


「慌あわてるなよ神官。一歩ずつしっかり進め」


　すぐ後ろに天青がいる。小こ柄がらなため、胸まで川に浸つかっているというのに、怖こわがっている様子はない。


「し、神官様と言え。呼び捨てるとは何事だ」


「今そんなこと気にしてる場合じゃないだろ」


「け、敬けい称しようをつけないなら、せめて名前で……うわっ」


　渦うずに足を取られて、転びかける。


　頭まで水に浸かって鶏冠は綱にしがみついた。なんとか体勢を持ち直し、泥どろ臭くさい水を吐はいて咳せき込む。


「がんばれよ鶏冠。もうちっとだぜ」


　せめて鶏冠様、くらい言えないのか──と小言をぶつける余よ裕ゆうもなかった。


　ほうほうのていで川岸に上がる。


　休む間もなく曹鉄に引っ張られるようにして、横穴まで辿たどり着いた。定期的に利用している場所なのか、奥にはたき付けに使う枯かれ木が積んである。ぐったりと動けない鶏冠を尻しり目めに、ふたりは手早く火を熾おこす。手伝いたくとも、まだ息が整わない。


　やや湿し気けっていた木に小さな火が点ついた時、天青がふと顔を上げた。


「……なんか聞こえない？」


　曹鉄が耳を澄すまし「いいや」と答える。だが天青は大きく眼めを見開き、瞬まばたきすらせずにじっと動かない。そしてもう一度「聞こえる」と言った。


「獣けものの声だ。小さくて水音にかき消えそうだけど……間ま違ちがいない。オレ、見てくる」


「天青、だめだ。……おい！」


　曹鉄の制止も聞かず、子こ鹿じかが跳はねるようにして出て行ってしまう。曹鉄はへたりこんでいる鶏冠を振り返り「ここにいろよ」と言い残して、天青を追いかけていった。言われなくてもここにいる。冷たい雨の中には、二度と戻もどりたくない。


　……と、思っていた鶏冠だが。


　一刻もしないうちに聞こえてきた曹鉄の声に、立ち上がらずにはいられなかった。雷らい雨うに邪じや魔まされてよくは聞き取れないのだが、叫さけぶように天青を呼んでいるのはわかる。あの小こ僧ぞうになにかあったのは間違いない。横穴を出て、叩きつける雨の中を声の方向に走る。


　川縁まで戻った時、思いも寄らぬものを見つけて呆ぼう然ぜんと立ちつくした。


　濁だく流りゆう渦巻く中にいる真っ白い獣……まさか、と何度も目を凝こらす。話に聞いたことは幾いく度どとなくあるが、実際に見たことはない。その獣を見た者には、大きな幸か、大きな不幸、そのどちらかが訪おとずれると言われている伝説の獣。


　麗虎国の名の由来となった、幻まぼろしの──白虎。


「天青ッ！」


　曹鉄の声にハッと我に返った。


　そして再び我が目を疑う。天青が濁だく流りゆうの中にいるのだ。


　腰に巻き付けた縄なわが一いつ瞬しゆん見えた。流されないための工く夫ふうは一応してあるようだが、かといって安心できる状じよう況きようでもない。鶏冠は曹鉄の立つ川縁ぎりぎりの位置まで駆け寄り「どうしたんだ、あれは」と声を上うわ擦ずらせて聞いた。


「虎の子が溺おぼれかけているんだ」


　曹鉄は答える。よくよく目を凝らせば、巨きよ大だいな白虎がしがみついている岩の向こうに、まだ猫ねこ程度の大きさしかない子こ虎とらが見えた。親と同じように、やはり身体は白い。


「岩の隙すき間まに塡はまったらしい。親は身体が大きすぎて、助けに行けないでいる。このまま水位が上がっていけば、あの子虎は溺れ死ぬ」


「……まさか天青は、子虎を助けるつもりか？」


　だろうな、と曹鉄が答えた。身体からだに穴が空くんじゃないかという雨の中、鶏冠は「無理に決まっている！」と声を張った。子虎を助けるためには、親虎の近くに行くより他ほかはない。


「野生の虎が人間を近づけるはずがない。天青がガブリとやられて終しまいだ！」


「俺だって止めたが、聞きゃしないんだよ！」


　グオォと咆ほう吼こうが轟とどろき、鶏冠と曹鉄は白虎を見た。


「天青ッ！」


　ふたり同時に叫ぶ。危険は親虎だけではなかった。子虎を助けるためには、岩と岩の隙間へ入っていくしかない。小柄な天青でもぎりぎりの狭せまさだ。ましてこの急な流れの中、岩に身体を叩きつけられれば無傷ですむはずもない。


　岩の形を確かめながら進むため、天青がざぶりと川へ潜もぐる。


　ずいぶん長く上がってこないので、鶏冠は思わず膝ひざまで川に浸かり天青を呼んだが、それ以上行こうとしたところで、曹鉄に腕うでを摑つかまれた。


「天青ーッ！」


　声が掠かすれるほどに叫んだ時、ザッと天青の顔が上がった。


　生きている。腕を伸のばせば、子虎に手が届く場所まで移動できていた。


　親虎は我が子に近づく天青に興奮して吠ほえ立てたが、岩に阻はばまれて手出しはできない。


「曹鉄っ、小刀を！」


　力強い声が届いた。天青は曹鉄が放った小刀をうまく受け取り、もう一度川に潜る。


「なにをしているんだ？」


「子虎の身体になにか絡からみついているのかもしれん。ここらは水中で根を張る植物が多い」


　水位はどんどん上がり、子虎はほとんど沈しずみかけていた。天青も浮かんでこない。鶏冠は呼吸すら忘れて川を睨にらんでいた。と、天青の顔が子虎のすぐ後ろにプカリと浮かぶ。両腕で白い獣を抱だき上げた。後ろ脚に、絡みついていた水草の名残なごりが見える。小さな虎は天青の助けで岩の上に立つ。すぐに敏びん捷しような動きで、ふたつほどの岩を跳ちよう躍やくすると、親虎のそばまで行った。親虎は子供を咥くわえ、激流の中を力強く泳ぎ始める。


　天青は三度潜り、岩場から離はなれた。小刀を振り上げて、こちらに合図を送ってくる。あとは綱を引っ張り、岸へと誘ゆう導どうしてやればいい。


　鶏冠が安あん堵どしたのも束つかの間、なにかが裂さけるような音がした。


　岸辺の木が倒たおれたのだ。大人おとなの胴どう体たいほどはあろう幹が川かわ面もに落ちる。


　流木は天青めがけて流れ出し、曹鉄が少年の名を叫んだと同時に、その姿は見えなくなった。間もなく浮うかんではきたものの──見えたのは背中だ。


「な──縄を引くんだ、早くッ！」


　鶏冠は叫び、曹鉄は満身の力で縄をたぐり寄せる。天青の身体が川縁に近づくと、縄を鶏冠に託たくして、川に入ってぐったりした身体を抱き上げた。


「て、天青、天青はっ」


「息はある！」


　曹鉄は短く答え、天青を抱えたまま走る。鶏冠もそのあとを追って夢中で走った。途と中ちゆうで鞋くつが脱ぬげたが、そんなことはもうどうでもよかった。




　　　　４







　おまえなんかいらないと言われるのは悲しい。


　まして生まれたばかりで、親におまえなどいらぬと見捨てられれば、ひとりで生きられない赤子はもう死ぬしかない。


　捨てた親にも事情はあったろう。その事情が子供の命より大切だったということだ。貧しさゆえに子を捨てる親は少なくないし、生まれてすぐに間引かれなかっただけマシという考え方もある。


　顔も知らぬ人だ。憎にくもうとは思わない。どこかで生きているだろうか。それとももう死んでいるのか。どっちにしても自分がひとりぼっちだという事実は変わらない。最初からケチのついた人生だ。望まれない子供はきっと、望まれない大人になる。


　なんで生きてるんだろうな、と思う。


　自分がいつか死ぬとわかっている動物は人間だけだ。どれほどの富を得ようと、どれだけの偉い業ぎようを成し遂とげようと、結局は死んで腐くさる。


　そう知っているのに生きていけるのは、やはり誰かに望まれているからなのだろう。誰かに「あなたに生きていて欲しい」と強く望まれていれば、人生はずいぶん違ちがうのだろう。


　……あったかいな。


　ぼんやりした意識の中で、天青は思った。


　あったかくて、優やさしい。ずいぶん昔、こんな温もりに包まれていた気がする。本当に本当に、遠い昔だ。昔すぎて、頭では覚えていない。でも、皮ひ膚ふと心が覚えている。脱だつ力りよくしきって眠ねむれる幸福。信しん頼らいに値あたいするなにかに守られていて、少しの心配もいらない満たされた安あん堵ど感かん……そんなもの、縁えんがないはずなのに。


　意識がふいっ、と上じよう昇しようした。


　覚かく醒せいと同時に身体感覚が強まる。節々の痛みと、強い喉のどの渇かわきに、自分が発熱しているのだと悟さとった。眼を開けて最初に見えたのはたき火の明かりで、次にその前にあぐらをかいている曹鉄が視界に入る。


「気がついたか？」


　天青の小さな呻うめきを聞き取り、曹鉄がそばに来てくれる。


「水が欲しいだろう？」


　木の椀わんが近づけられ、天青は痛みを堪こらえて頭を上げようとした。曹鉄の手を借り、上半身を起こした時、自分の身体の上から誰かの腕が滑すべり落ちるのがわかった。


　鶏冠だ。


　このときになって初めて、鶏冠が自分を抱き込んで眠っていたことに気がつく。


「ゆっくり飲め。どら、……熱も下がってきたな」


　額に当たる曹鉄の手は、がさがさと分厚く、頼たよりがいのある手だ。一方でさっきまで天青を抱いていた手は……とても滑なめらかで柔やわらかく、温かかった。


「気分は？」


「少しくらくらするけど……だいじょうぶ。こいつ……なにしてんの……？」


「すっかり寝ねてるな」


　曹鉄が鶏冠の頰ほおを指先で軽く突つつく。だが反応はなく、深い寝息だけが聞こえてきた。閉とざされた瞼まぶたは薄うす青あおく、長い睫まつ毛げが影かげを作っている。


「しばらく前まで、おまえにかかりきりだった。朦もう朧ろうとしてるおまえに何度か水を飲ませたのも鶏冠だぞ。俺が川から汲くんできた冷たいのを飲ませようとしたら、叱しかられた。一度沸わかして塩を溶とかし入れ、冷まさなければだめだとな」


「へえ……。そんなこと、よく知ってたな」


　熱のために発はつ汗かんした時には、いくらかの塩分も必要なのだ。また、冷たすぎる水は内臓に負担をかける。天青は薬くす師しである柘榴婆から教わったのだが、どうして神官の鶏冠がそんなことを知っていたのだろうか。


「思いがけぬほどの働きぶりだったぞ。おまえが寒いと譫うわ言ごとを漏もらしたから、自分が温めると言って添そい寝したんだが……まあ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったんだろう。おまえを抱っこしたまま寝ちまった。腕の湿しつ布ぷに使う薬草をすりつぶしたのもそいつだ。雨の中を探しに行ってな」


「オレ……どっか怪け我がしたの？」
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　身体からだにかけられていた古毛布を捲めくってみると、左の二の腕になにかを裂いた布が巻き付けられていた。軽く動かしてみると鈍どん痛つうが響ひびくが、骨に異状はなさそうだった。


「流木に当たったんだろう。傷はさほど深くないが、化か膿のうしたら大変だ。炎えん症しよう止めの薬草が近くにあってよかった」


「……そうだ。やっと子虎の脚あしに絡まっていた木の根と水草を切ったのにさ、流木のすごいのが来て……いてて、やっぱコブできてら」


　後頭部を軽くさすりつつ、天青は記き憶おくを辿たどる。


「渦うずに捕つかまって、水の中に沈んだ時にぶつかったんだと思う。曹鉄、虎たちはどうなった？」


「親はちゃんと岸に上がったぞ。そのあとは見ていない。それどころじゃなかったからな……まったく、肝きもを冷やしたぞ。あんな真似まねをする奴やつがあるか」


　ピン、と額を指で弾はじかれる。小さな痛みに天青は肩かたを竦すくめた。


　曹鉄の言い分はもっともだ。自分で考えても、ずいぶんな無茶をしたと呆あきれる。ふだんは穏おだやかな川でも、嵐あらしになれば人の命を奪うばいうるのはよく承知だった。


　それでも、見ていられなかったのだ。


　あの小さな虎が、あのまま溺おぼれ死ぬところを見たくなかった。豪ごう雨うの中、聞き取れるのが不思議なくらいの弱々しい鳴き声。親虎の悲しげな咆ほう吼こう。きっと助かる。助けられる──根こん拠きよのない思いこみに背中を押され、天青は川に飛び込んだ。心配をかけた曹鉄には申し訳なかったと思う。


　曹鉄がもう一いつ杯ぱい水をくれた。


　それを飲み干してから、改めて鶏冠を見る。少し頰のあたりがやつれているような気もする。熱心に看病してくれたらしいが、なぜなのかはわかりきっていた。


「そんなに慧眼児ってのが大事なのかな」


「王が所しよ望もうしているのだから、そりゃ大事だろう」


「……もしオレが慧眼児じゃないってばれたら……」


「しっ」


　曹鉄に言葉を遮さえぎられる。鶏冠の手がピクリと動いたのだ。


　今の台詞せりふを聞かれただろうか──天青は身体を硬かたくしたが、鶏冠の瞼が開くことはなく、ただ右手だけがうろうろと彷徨さまよった。


　乾かわいた唇くちびるが微かすかに動く。


「……葉よう寧ねい……」


　掠かすれ声が呼ぶ。


　葉寧という誰かを捜さがすように腕うでは動き続け、やがて天青が着ていたパジの端はしをギュッと摑つかんだ。安堵したような深い息をひとつつき、再び寝息は安定する。


「……誰、葉寧って」


「俺が知るわけないだろう」


「この神官さあ、ちょっと変だよな」


「同感だが、翡ひ翠すいの連ね玉を持っていたからな。宮中神官には間ま違ちがいない。──さあ、水を飲んだらもう少し眠れ。嵐は弱まったが、おまえが熱を下げないと出発できん」


　頷うなずいて、再び横になる。


　あえて鶏冠から少し離はなれたのに、細い腕が絡からみついてきた。これはもう絶対に、天青を葉寧やらと勘かん違ちがいしているのだ。もしや好いた女なのかと思ったが、これでも一応神官なのだからそれはないだろう。……いや、なんだかんだで肉を食べてしまったくらいだから、ないとも言い切れない。


　うっとうしいなあと思ったが、寒さを凌しのぐにはちょうどいい。


　背中から抱だかれたまま、天青は身体の力を抜ぬいた。鶏冠の吐と息いきがうなじにかかって、少しくすぐったい。


「もう少しすれば夜明けだ。俺も少し休む」


　曹鉄が荷物を引き寄せて枕まくら代わりにし、天青の隣となりにごろりと転がった。


　身体を横向きにすると天青の頭を軽く撫なでて「白びやつ虎こは生きてるさ」と言った。


「神の使いが死ぬはずはないからな」


「……うん」


　ふう、とひとつ息をつき、曹鉄も眼めを閉じる。


　浅黒い肌はだに無ぶ精しよう鬚ひげ……ずっと眠っていなかったのだろう、精せい悍かんな顔に疲つかれが滲にじんでいる。曹鉄はすぐに眠りに落ち、天青の前後で、ふたつの寝息が聞こえてくる。


　こんなふうに、ふたりの人間に挟はさまれて眠ったことなどない。なんだか変な感じだなと思いながらも、天青もまた、眠りの縁に引きずり込まれていった。
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　嵐は夜明けとともに去っていった。


　完全に日が昇のぼった頃ころには空も明るく晴れ上がり、樹き々ぎの折れた枝やぬかるんだ大地がなければ、昨日の嵐などなかったかのようだ。


　天青の熱はすっかり下がり、怪我をした左腕も旅に困らない程度には動く。


「たった一日で回復か。さすが山やま猿ざるは丈じよう夫ぶにできている」


　看病してくれてありがとう──と礼を言う気がなかったわけではない。だがツンと澄すました顔でそう言われてしまっては、天青もつい憎にくまれ口が飛び出してしまう。


「誰が山猿だ、エセ神官」


「都でそれを言ってみろ。首はないぞ」


「おあいにく。ここはまだ山ン中だ」


　穏やかになった川かわ縁べりで、鶏冠と並んで顔を洗う。


　水は冷たい。適当に洗って服の裾すそで拭ふいていると、鶏冠に「そんなやり方だからおまえは汚きたないのだ」と引き寄せられ、手しゆ巾きんでぐいぐい顔を擦こすられる。


「いってーんだよ！」


「……見ろ、布が黒くなったぞ。どれだけ垢あかをつけてるんだ」


「放せってば！」


　騒さわぐ天青たちからやや離れた場所では、曹鉄が小刀で鬚をあたっていた。嵐のあとの森には清せい浄じような空気が流れ、小鳥たちは落ちた果実をついばんでいる。


「……傷は」


　おもむろに聞かれて「え」と鶏冠を見た。


「腕の傷はどうだ。腫はれて、熱を持っていたりはしないか？」


「まだ痛いけど……腫れてはいないと思う」


　ならばよい、と鶏冠は視線を川かわ面もに戻もどした。長い髪かみを軽く濡ぬらし、櫛くしを入れている。


「あんな急流に入っていくなど、気が知れぬ。獣けものを助けるなとは言わぬが、よく考えてから行動しろ」


「よく考えて行動したってしょうがねえよ。べつにオレが怪我しようが死のうが、悲しむやつもいないし」


「曹鉄は悲しむだろうが」


「まあ、ね。曹鉄くらいだよ。ほかは誰もいない。……気楽でいいさ。誰もオレを必要としないし、オレだって誰もいらない」


「そんなことはない」


　洗った櫛を丁てい寧ねいに拭きながら鶏冠が言う。


「おまえを必要とする者は必ずいる」


「オレが慧眼児だから、あんたはそんなふうに言うんだろ」


「関係ない。おまえが慧眼児であろうとなかろうと、いつか必ずおまえを必要とする相手に巡めぐり合う」


「……オレがただの、なんの取り柄えもない、親に捨てられた子供でも？」


「それも関係ない」


　濡れ髪を後ろでひとつに括くくり、神官が天青を見た。


「おまえが百回親に捨てられようと、どこかにおまえを必要とする者がいる」


　なんであんたにそんなことがわかるんだよ──そう問おうとしてやめた。どうせ神様がどうこうと言い出すに決まっている。それが神官とやらの仕事なのだろう。


　再び荷造りをして、横穴を出る。


　ようやく白虎峰を抜けて別の山道に入った。都はまだ遠い。鶏冠が都からハシバミの村までに要した時間は、約半月ほどだったと聞いている。もし天青が鳥ならば、たいした距きよ離りでもないだろう。だが地を行くしかない人間である以上、連なる山を越こえるしかないのだ。


　二日めの夜は、山やま間あいの村で過ごした。


　そして翌早朝に村を出て、半日。ここからは道のりが険しくなる。白虎峰の山道も決して楽ではないが、少なくとも歩いているだけで命の危険があるわけではない。


「……ここを通れというのか」


　鶏冠の声が硬い。どうやら、往路の時には避さけた道らしい。


「これは道というより、崖がけっぷちに見えるのだが」


「崖っぷちの道なんだよ。ここを行けば半日稼かせげる。……怖こわいのかよ？」


　怖くなどない、と意地を張るかと思いきや、鶏冠は天青に向かって「あたりまえだ」と開き直ってみせる。


「人がすれ違ちがえるかどうか怪あやしい道みち幅はばなのに、前から熊くまでもやってきたらどうする」


「このへんは熊は出ない。怖いなら仲良しの神様に祈いのってろ」


　曹鉄に淡たん々たんと返され、鶏冠は言葉を失ってつくづくと崖を見た。


　まあ、気持ちはわからなくもない。進行方向を向いて両手を水平に広げれば、右手の指先は急きゆう斜しや面めんの岩いわ肌はだに着く。左手は……なにも触ふれない。この谷特有の強い風に爪つめが冷えるばかりだ。天青ですら、嬉うれしい道とは言い難がたい。できれば全力疾しつ走そうはしたくないなと思う。


「行くぞ」


　背中の荷物を揺ゆさぶり上げて、曹鉄が先頭に立つ。天青がすぐ後に続き、しばらく逡しゆん巡じゆんしていた鶏冠も呻うめき声を上げながらついてきた。


「なんということだ……私は慧眼児を無事連れ帰る義務があるというのに、こんな道……」


「黙だまって歩けよ。落ちるぞ」


「馬ば鹿か者、振ふり返るな。ちゃんと前を向いて歩け」


　天青が落ちるとでも思ったのか、珍めずらしく怯おびえ気味の顔を見せる。腰こしの引けた歩き方が可笑おかしくて、もっとからかってやろうと、その場で片足になって飛び跳はねてみた。表情はほとんど変化がない鶏冠だが、顔色がサーッと青くなる。


「や、やめろ」


「そりゃっ」


　荷を置いて、くるんっと一回転してみせると、立ちすくんで絶句している。病やみ上がりのくせにはしゃいでいたら、振り返った曹鉄に「いいかげんにしろ」と叱しかられてしまった。


「この崖がけ道みちはそれほど長くない。早く進んで安全な道に──」


「曹鉄！」


　鶏冠が鋭するどく叫さけび、前方を指さした。


　尋じん常じようではない声に、天青も前を見る。三人の男たちが小走りに迫っていた。黒くろ笠かさを深く被かぶり、黒い外がい套とうを着て──剣けんを持っている。


　しかも抜き身だ。


「ふたりとも、下がっていろ」


　曹鉄が腰の曲刀を抜いて構えた。天青も自分の小刀を取り出して加勢しようとしたのだが、背後から鶏冠に止められた。強ごう引いんに進もうとしたが、背中から抱きかかえられてしまえば体重差で動きようがない。


「放せよッ」


「放せるか！　おまえを崖から落とすわけにはいかぬっ」


　ぎゃあッ、と叫ぶ声がする。


　曹鉄が先頭のひとりを沈しずめたのだ。倒たおれた仲間を邪じや魔まだとばかりにひらりと乗り越え、二人めが対たい峙じする。素人しろうとではない。動きを見ればわかる。だいたい、素人ならばこれほど危険な場所で攻こう撃げきを仕し掛かけてくるはずもないのだ。


　曹鉄の身体からだにふだんはない緊きん張ちようが漲みなぎっていた。


「──慧眼児と神官を渡せ」


　二番目の男が低く言う。その構えに隙すきはない。


「そうすれば、おまえだけは見み逃のがしてやってもよい」


「寝ね言ごとは寝て言え！」


　曹鉄が身体を低くして地を蹴けった。


　風を起こすかのように繰くり出される曲刀がかわされる。男の剣もまた速く、強い。曹鉄と互ご角かくに戦える者など滅めつ多たに見ない。天青は気が気ではなかったが、鶏冠の腕うでは緩ゆるまない。


　両手を自由に操あやつれる曹鉄は、左から小刀を鋭く投げる。


　キンッと金属音がした。男は手首に分厚い金属の腕輪をしており、それで弾はじき返したのだ。


「貴様──ただの農民ではないな？」


　そう言った二番目の男が、腰を沈めて身体を低くした。


「危ない！」


　天青が警告した時には遅おそかった。


　後ろにいた三人目の投げた手しゆ裏り剣けんが、曹鉄の肩かたに突つき刺ささる。曹鉄は一歩退き、その機を逃のがすものかという勢いで、二人目が長大な剣を振りかざす。迫る刃やいばをなんとか弾き返した曹鉄だが、ほぼ同時にふたつめの手裏剣が今度は腿ももに突き立った。


　曹鉄が呻き、初めて膝ひざを折る。


「曹鉄ッ！」


　天青は叫び、身を捩よじった。だが鶏冠の長い腕は絡からみついたままだ。


「放せっ、曹鉄を助けるんだから、放せえ！」


「だめだ！　おまえが行っても役には立たん！」


「このまま見てるだけかよ！　あんたそれでも人間か！　人ひとり助けられなくて、なにが神官だよっ、この人でなし！」


　天青の罵ののしりに腹を立てたのか、鶏冠の腕にグッと力が籠こもる。


　次の瞬しゆん間かん、唐とう突とつに腕が緩んだと思うと天青は解放され、そのまま突き飛ばされて尻しり餅もちをつく。突き飛ばしたのは他ほかでもない鶏冠だった。


「おまえに行かせるくらいならば、私が行く」


「なっ……あんたが行ってどうするんだよ！」


　役に立たないことにかけては、天青以上ではないか。しかし鶏冠は聞く耳を持たない。お飾かざりに腰から下げていた短たん剣けんを抜ぬくと、曹鉄の真後ろに仁に王おう立だちになる。


「罰ばち当あたりな曲くせ者ものども、私が相手だ！」


　無茶だ。声ばかりは威い勢せいがいいが、膝が震ふるえているのが天青にもわかった。山道を歩くだけで疲つかれている神官風ふ情ぜいが、玄人くろうとの刺し客かく相手になにができるというのか。


「この鶏冠の息がある限り、慧眼児には指一本触れさせぬぞ！」


　やや腰を引け気味にしたまま、言い放つ。曹鉄は束つかの間啞あ然ぜんとした顔を見せたが、痛む脚あしを堪こらえ、鶏冠を守るように立ち上がり、剣を構えた。


　呆気にとられていた天青も我に返り、鶏冠の腰にしがみついた。


「やめろって！　かえって曹鉄の邪魔だ！」


「なにを言う、これでも一応護身の剣術は習ったのだぞ！」


「崖を歩くだけでふらついてるくせに、馬鹿な真似まねすんなよっ！」


　ところが──天青の目の前で、奇き異いなことが起きた。


　ざりっ、と音を立てて、黒こく衣いの男たちが後退し始めたのだ。眼めを見開き、信じられないという顔で鶏冠を見ている。


「お、おい……あれを見ろ……」


「なんてことだ……神がお怒いかりになったに違いない……」


　じりじりと後ずさりしながら、男たちが語ご尾びを震わせる。


　鶏冠を見て「神の怒り」だなんて、大おお袈げ裟さすぎると思った天青だが、当の鶏冠もきょとんとしていた。だが男たちの怯えた顔を見てすっかりいい気になった神官は、


「さよう、この身に剣を向けるなど、神の怒りも当然至し極ごく！」


　などと言い出す。


「さっさとこの場から立ち去れ、さすれば神の怒りも……」


「うわあああッ！」


　鶏冠の言葉が終わるのを待たず、男たちが恐きよう怖ふに顔を引きつらせて叫ぶ。よくよく見ればその視線は鶏冠よりさらに後ろを見み据すえていた。


　なにかおかしいと、天青は振り返り息を呑む。


　自分の眼に映ったものが信じられず、驚おどろきすぎて叫ぶことすらできない。


　跳ちよう躍やくする獣けもの──天青の視界に、真っ白な腹部が飛び込んできた。


　なんという脚きやく力りよくだろうか。鶏冠は結構な背せ丈たけがあるというのに、軽々と飛び越こえて黒衣の男たちの前に着地する。


　白びやつ虎こだ。


　地を揺るがすような咆ほう吼こうに、天青の背中にびりびりと鳥とり肌はだが立った。


　ほとんど腰こし砕くだけになっていた男たちに、白虎が飛びかかる。


　ひとりは背を向けて逃にげたが、もうひとりは半ば自棄やけになって剣を振り立てた。しかし前脚の一いち撃げきで簡単に飛ばされ、岩の斜しや面めんに叩たたきつけられる。


　逃げた一人も白虎は逃さなかった。ひとっ飛びで追いつき、襟えり首くびを咥くわえてぶんと投げる。


　男の悲鳴が谷底へ消えていき──やがては聞こえなくなった。


　崖がけの道に横たわったふたりも、もう動く気配はない。


　白虎がゆっくりと方向転てん換かんする。


　曹鉄は片かた膝ひざをついた姿勢のまま固まっていた。鶏冠は立ったまま絶句し、やはり固まってしまっている。あまりにも圧あつ倒とう的な力を目の前にした時、人間は言葉を失うのだろう。


　白虎はゆっくりと曹鉄の前まで進むと、咆吼というよりは小言のような調子で一声鳴いた。天青には「どけ」と言ったように聞こえる。曹鉄も同じく感じたのだろう、彼らしくないびくついた様子で立ち上がり、斜面の側に寄る。


　となると、次に白虎の進行を妨さまたげているのは鶏冠だ。


「鶏冠、どけ。白虎が通る」


「あ……足が変だ」


　どうやら足が竦すくんで動けないらしい。


　情けない神官だ。仕方なく天青が引きずるようにして移動させた。白虎はどんどん近づいてくる。いつその大きな口が開き、牙きばを剝むかれるのかと天青は冷や冷やしていた。


　白虎は天青の前で止まる。


　通れるぶんの道は空けてあるのに、それ以上進もうとはしない。


　それどころか、天青を岩いわ肌はだまで追いつめ、鼻はな面づらをぐいぐい押し当ててくる。


「天青……」


　鶏冠が情けない声を出す。


　曹鉄も剣に手をかけはしたが、動けないままだ。天青は自分自身に落ち着けと言い聞かせながら、ふたりに「大だい丈じよう夫ぶ」と告げた。


「……殺気はもう消えてるよ。なんか……匂においを確かめてるみたいだ」


「川にいた白虎か？」


　鶏冠の問いに「たぶん」と答える。


　グルル、と白虎が喉のどを鳴らした。するとどこに隠かくれていたのか、あの子こ虎とらがぴょこんと出てきて、あっという間に天青に駆かけ寄り、飛びついた。


「わ、わわっ……」


　これでもう間ま違ちがいない。


　天青は子虎をしっかりと両手で抱だいて「おまえ、元気か。よかったなあ」と語りかける。元気だよ、と返事をするようにべろりと顔を舐なめられた。顔中あちこちを舐められ、くすぐったさに天青が笑う。


　子虎は天青をひとしきり舐めると、腕から下りて親虎のそばに寄った。


　親が太く力強い首を傾かしげて「グオゥ」と小さく吠ほえる。


「え……な、なに？」


　なにかを伝えようとしているのだ──そう覚さとった天青は白虎に聞き返す。


　白虎はもう一度穏おだやかに吠え、天青の前でゆっくりと半回転し、よくしつけられた犬が「お座り」と言われた時のように腰こしを落としてみせた。


　ふたつの眼がじっと天青を見つめている。


「もしかして……乗せてくれるのか？」


　白虎は眼で応こたえてくれた。そのとおりだ、と。


　信じ難がたい思いで、天青はそっと白い毛皮を撫なでる。温かくて、手のひらがとろけてしまうほどの感かん触しよくだ。


　恐おそる恐る跨またがると、白虎がゆっくりと四し肢しで立ち上がった。


「て……天青……」


　鶏冠の間ま抜ぬけ面づらが可笑おかしい。曹鉄も半ば呆ぼう然ぜんとして言葉を失っていた。


　白虎が頭を上げ、吠えた。


　獣の王にふさわしい咆吼は高い空にぐんぐん昇のぼり、驚いた鳥たちの羽ばたきが重なる。子虎はなにが嬉うれしいのか、親虎の周りをぐるぐる回り、自分も高い声で吠えた。


　まるで自分までもが気高き獣になったかのようだ。


　天青は鼓こ動どうを高鳴らせ、胸を反らして空を仰あおいだ。




　　　　５







　白虎がその背に人を乗せる──まるでお伽とぎ噺ばなしのようだが、現実だった。


　そもそも曹鉄は、白虎峰に住むという白き虎の存在そのものも、伝説に過ぎないのだろうと思っていた。


　自分が神話上の獣と遭そう遇ぐうし、しかも天青が溺おぼれかけていた子虎を助けるなど、想像をしたこともない。まして白虎が、天青の危機に現れて恩返しをしてくれるなど……未まだ夢を見ているようだ。だが手しゆ裏り剣けんの刺ささった肩かたと腿ももの痛みは現実に他ほかならなかった。


　天青を乗せた白虎は、実に危なげなく崖の道を進む。


　先頭に子供の白虎、二番手が親虎と天青、そして鶏冠が続き、しんがりが曹鉄だ。幸い、手裏剣を受けた傷はさほど深くなく、血も止まっている。


　夕刻近く、やっと崖道を踏とう破はする。


　ここから先は人里が続き、市いちの立つ規模の町もある。白虎とは別れなければならない。


　天青は白虎から降りて、その首にしがみついた。大きな虎がぐるぐると喉を鳴らし「ありがとう」と言う天青の顔をぺろりとひと舐めする。すっかり天青に心を許している様子だ。


　昔から、獣に好かれる子供だった。


　山で天青に会うといつも栗鼠りすたちがそばでうろちょろしている。指笛を吹ふけば、野生の鳥が肩にとまる。蹄ひづめに楔くさびが刺さってしまった鹿しかが、自ら天青を訪ねてきたこともある。助けてくれると思ったのだろう。鹿の判断は正しく、天青は上手に楔を抜ぬいてやった。


　村人たちからは「三ツ目」と呼ばれ疎うとまれていたが、山は天青を受け入れていた。


　柘榴ざくろ婆ばあもそれをよく知っていた。なのに天青に村の労ろう役えきをさせていたのは、人との繫つながりを完全に断たち切るのは、天青にとってよくないと判断したからだろう。吝け嗇ちで口は悪いが、婆なりの情はあったのだと曹鉄は思っている。


　天青は子虎を抱かかえ上げ「大きくて立派な虎になるんだぞ」と抱き締しめる。


「さあ、行きな」


　子虎を下ろしたはいいが、つぶらな瞳ひとみは天青を見上げたまま、その場を動かない。親虎は山へ帰るべく踵きびすを返してゆっくり歩き出しているのに、ついていこうとしないのだ。


「おまえも行かなきゃだめだって」


　親虎はしばらく進むと、歩みを止めて振ふり返り、子を待った。


　天青はなんとか子虎を追いやろうとするのだが、トトトと少し進んでは、またテテテと戻もどってきてしまうのだ。


「ほらっ、母さんと一いつ緒しよに行けってば」


　身を屈かがめ、子虎の尻しりをポンポン押して前に進めようとする。いくらか歩むが、やはり戻ってくる。よほど気に入られたらしいと、様子を見守っていた曹鉄も思わず口元が綻ほころぶ。


　隣となりの鶏冠を盗ぬすみ見ると、いつもと変わらぬ、内心の読めない顔をしていた。


　いよいよ困った天青は「もー」と言いながら子虎を抱え上げ、親のもとまで走っていった。親虎の前にポンと下ろし、急いで離はなれる。だが子虎も急いで追いかけてくる。


　途と中ちゆうで天青は足を止め「だめだっていうのにー」と途方に暮れた様子だ。


　親虎がのっしのっしと戻ってきた。


　天青の前まで来ると、カプリと子虎を咥える。いよいよ強ごう引いんに運ばれてしまうらしい。天青は少し寂さびしげな様子だったが、それでも「じゃあな」と二頭に声をかけた。


　けれど、親虎は去らない。


　むしろ天青に歩み寄り、ぬう、と顔を前に突つき出した。


「……え？」


　──受け取れ。


　まるでそう言いたいかのように、子虎を差し出しているのだ。


　思わずといった風ふ情ぜいで手を出した天青の腕うでに、子虎が収まる。親虎はグルルルと喉を鳴らし、我が子を舐めた。それはまるで子虎に別れの挨あい拶さつを告げているかのようだった。


　親虎が去っていく。


　足取りはさっきよりずっと速く、ためらいは感じられなかった。曹鉄は我が眼めを疑うしかない。野生の虎が子を人間に託たくすなどあり得ないことだ。


「ま、待ってくれよ！」


　天青は狼狽うろたえ、親虎を呼ぶ。


「この子、いいのか？　オレにくれるのか？」


　親虎がチラと振り返り、軽くグオゥと吠えた。


「──連れて行くがよい、慧眼児よ。我が子がおまえを守るだろう……」


　鶏冠が小さく言う。


　曹鉄が「なんだって？」と聞き返すと、いや、とわずかに目を泳がせた。


「あの虎がそう言ったような気がしたのだ」


「そんな……まさか」


「私もまさかと思うがな。おまえたちと出会ってから、この旅は『まさか』と『馬ば鹿かな』の連続だ。だんだん耐たい性せいがついて、驚おどろかなくなってきたぞ」


「それはこっちの台詞せりふだ。厄やつ介かいごとを運んできたのはおまえだろう」


　鶏冠は視線を宙に漂ただよわせてしばし考え「かもしれん」と呟つぶやく。変なところで素す直なおな男だ。


　呆ぼう然ぜんとしている人間たちを置いて、親虎は本当に去ってしまった。


　子のほうはしっかりと天青にしがみついて甘えている。


　鶏冠が近づき、そっと触さわろうとすると小さいながらもガウッと威い嚇かくした。どうやら触っていいのは天青だけらしい。


「三人とチビ一頭になったな。いや、大人おとなふたりとチビ二匹ひきと言うべきか？　とにかく先を急ごうではないか」


　鶏冠が言い、天青が「なんだよチビ二匹って」と口を尖とがらせる。


　小さな白虎が腕から飛び出し、くるりと宙で一回転して着地した。獣なりの「よろしく」という挨拶にも見えなくはない。


　子虎を先頭にして、一行は再び歩き始めた。


　なだらかな丘きゆう陵りよう地帯を抜けると、やっと街かい道どうに出る。ここからは小さな里がいくつか続き、やがては市も立つ、比ひ較かく的てき大きな町に出る。


「……いくら小さいとはいえ、白虎だぞ。町に入ったら目立つな」


　鶏冠の指し摘てきはもっともだった。


「猫ねこに見えねーかな？」


「無理があるな。……染め粉で普ふ通つうの虎とらのように染めるのはどうだ？」


「あんた、自分の髪かみが変な色だからって、この子まで同じにしようとするなよ」


「変な色で悪かったな。生まれつきだ」


　曹鉄の前を歩くふたりのやりとりは、長年を共に過ごした兄弟のようにも見える。


　仲が悪いようで、実は気が合っているのではないか。天青はとりわけお喋しやべりな少年ではないのに、鶏冠相手ならば楽しげに悪口を叩たたく。


　山道のような起き伏ふくがないため、旅はずいぶん楽になった。


　すっかり日も暮れたので、道から少し外れた林の中で野営をする。火を熾おこして湯を沸わかし、棗なつめの甘あま煮にを加える。あとは干し米が少しと、乾かん燥そうさせた肉が一切れずつだけだ。


「こんだけじゃ腹が減るぜ。ここらには食えそうな獣いないのかなあ？」


　確かに食べ盛りの天青には足らない量だろう。けれど、知らぬ土地で動き回る危険は回かい避ひすべきだ。


「明日の午後には町に出る。そこで食べ物を買えばいい」


　曹鉄の言葉に、鶏冠が自分の上うわ衣ぎを摘つまみながら聞いた。


「その町に宿はないのか？　もう何日も湯を使っていないから、自分が臭においそうでたまらん」


「どれ。……べつに臭くさくないぜ？」


　天青が鶏冠の襟えり元もとに顔を突っ込んで匂においを嗅かいだ。嗅がれたほうの鶏冠が「おまえはなにやら獣けもの臭いぞ」と顔を歪ゆがめた。


　天青がふいに顔を上げる。ヒクヒクと鼻を動かし「……なんか、いい匂いしねえ？」と聞いた。天青の膝ひざの上で大人しくしていた子虎も、まったく同じような動きで鼻を鳴らしている。


「あ、こらっ」


　子虎が跳はねるように膝から下りて、林の中を駆かけ出す。


「待て待て、どこ行くんだよ」


　慌あわてて天青が立ち上がり、あとを追った。曹鉄があまり離れるなというより先に「捕つかまえてすぐに戻るから！」と声を上げる。硬かたい干し肉を嚙かみちぎるのに奮ふん闘とうしていた鶏冠が「子こ猿ざるが子虎を追いかけているな」と呟いた。


　天青の足音が聞こえなくなると、林の中には静せい寂じやくが訪おとずれた。


「……信じられぬことばかりだ」


　囁ささやく程度の声で、鶏冠は言う。


「白虎が実在していた事実はともかく……野生の虎が人を背に乗せるなど、聞いたこともない。まるで神話のようではないか。やはりあの小こ僧ぞうが慧眼児だからなのだろうか……」


　曹鉄は火を挟はさんで座っている鶏冠を見た。


　艶つややかで真まっ直すぐな黒くろ髪かみは女が羨うらやみそうな艶がある。額の一ひと房ふさだけが鮮あざやかに赤く、おそらくそれが「鶏冠」という名の由来なのだろう。貴族がつける名にしては変わっている。


　曹鉄はこの神官の人となりを、いまひとつ摑めないでいた。


　いかにも都の神官らしく、取り澄すました顔をし、命令口調で喋る。そうかと思えば、天青がさんざん無礼な口をきいているのを気にする様子はない。


　ついさっき、天青がこっそり教えてくれたところによると、鶏冠が怒いかりをはっきり見せるのは女おんな扱あつかいされた時だという。言われてみれば臑すねを蹴けられた時もそうだった。


　無表情で淡たん々たんとしているが、身分の低い者へ蔑さげすむような視線をよこしはしないし、天青の看病をする姿にも誠心誠意が感じられた。病人を看みることにも慣れているし、薬草にも詳くわしい。これらはどれも下々の仕事であり、普通の貴族ならばできるはずがない。


　よくわからない男だ。崖がけ道みちを嫌いやがる臆おく病びようぶりを見せたかと思えば、ろくに剣けんも使えぬのに敵前に立つ無む謀ぼうさをも見せる──思い出したら可笑おかしくなって、曹鉄は小さく笑ってしまった。耳ざとい鶏冠が軽く睨にらみつける。


「……なにを笑っている」


「いや。あんたも面おも白しろい奴やつだなと思って」


「どういう意味だ」


「俺の前に立ちはだかって、『この鶏冠の息がある限り、慧眼児には指一本触ふれさせぬぞ！』って台詞を聞いた時には……もう、どうしようかと思ったぞ」


「それは……」


「感動すべきなのか、笑い出すべきなのか」


　鶏冠は若じやつ干かんきまりが悪そうな顔をしたが「ならば感動しろ」とすげなく答えた。


「まさか本当に、あの男たちと剣を交える気だったのか？」


「ほかにどうしようもなかったのだ」


「そうまでするほど、慧眼児が大切か」


　俯うつむいて火を見ていた鶏冠が眼を上げる。なにが言いたい、とその眼が聞いていた。


「天青を──慧眼児を宮中に連れ帰れば、どっさり褒ほう美びが出るのだろう？」


　もちろん嫌みも含ふくめて尋たずねたのだが、あっさり「褒美などない」と答えられてしまう。


「本当か？」


「褒美をもらえるのはおまえたちのほうだ。神官が王命に従うのは当然であり、拒こばめば罰ばつを与あたえられる。まあ、天青が王の望んでいるような慧眼児であれば、私もお誉ほめの言葉をいただき、もしかしたら位が少し上がるかもしれぬが」


「出世するというわけか」


「そのかわり天青が偽にせ者ものならば、私は王を騙だました罪に問われる。……曹鉄、おまえだって無事ではすまないのだぞ。天青は本当に慧眼児なのだろうな？」


　さあな、と曹鉄はとぼける。どのみち、宮中まで上がる気などさらさらない。都に入ってしまえば、あとはいつ逃にげるか機会を計るだけだ。罰を受ける鶏冠はいくらか気の毒だが、偽者を王の前に出すよりはましだろう。


「あの子の額に眼めのような傷があって、不思議な力を持っているのは確かだ。それ以上は俺にだってわからない」


「わからないでは困る」


「それより先に、無事に都に到とう着ちやくできるかを心配すべきだろう。崖道で襲おそってきたのも、琥こ珀はくとやらの手の者ではないのか」


「可能性はあるが、なんとも言えぬ。私だって命を狙ねらわれている身なのだぞ。そんなことより、天青はどこまで……」


　鶏冠の言葉を遮さえぎるように、静かな林に「きゃあッ」という声が聞こえた。


「……なんだ、今のは」


「わからんが、天青の声ではなかったな」


　曹鉄は曲刀を持って立ち上がった。声の方角に向かって歩き出すと、鶏冠もついてくる。たいして進まないうちに今度は無む邪じや気きな笑い声が聞こえてくる。


　同時に、なにやらうまそうな匂いも漂ってきた。


「あははは、くすぐったぁい！」


「こいつ、あんたを気に入ったみたいだ」


「あんただなんて、失礼ね。ちゃんと名前で呼ぶものよ」


「じゃ、名を教えてくれよ」


「あら、まずは自分から名乗るのが礼れい儀ぎというものだわ」


「……て、天青」


　会話をしているのは、天青とひとりの少女だった。十二、三歳くらいの、可愛かわいらしい娘むすめだ。天青の顔が少しばかり赤らんでいるのも無理はない。


「青き天だなんて、すてきじゃない。あたしは黄おう楊よう」


「黄楊……このへんに住んでるのか？」


「違ちがうわ。旅芸人の子なの。少し先で野営してるんだけど、泉の水を汲くもうと思って……そしたら、この子に会ったのよ」


　子虎を天青に返して黄楊は言った。


　なるほど、少し先から煙けむりが上がっているのが見える。そこが野営地なのだろう。庶しよ民みんにしては派手な衣類は確かに旅芸人風だ。歌や踊おどり、短い芝しば居いなどで日銭を稼かせぎながら、常に移動を続けている民たみ──流りゆう氓ぼうである。定期的に税を収められぬため身分としては常民より低く、隷れい民みんよりは上となっている。


　曹鉄の中に、ひとつの考えが浮うかんでいた。


　旅芸人……そうか、旅芸人か。これはいい考えなのではないか？


「あ、曹鉄」


　天青が曹鉄と鶏冠に気がついた。


　黄楊もこちらに顔を向けたが、まず鶏冠の赤い髪に驚おどろいたらしく、しげしげと見つめている。そしてやおらに「前まえ髪がみ、どうやって染めているの？」と聞いた。鶏冠は少しばかり眼を細め、すぐに戻もどすと淡たん々たんとした声で答えた。


「これは生まれつきだ」


「いいなあ、そんなきれいな赤い髪は見たことがないわ」


「悪目立ちするばかりだぞ」


「それでも羨ましいわ。姐ねえさんたちが頰ほおに塗ぬる紅よりもっときれい」


　屈くつ託たくなく言って少女は笑う。天青がふたりの前に立ち、それぞれを紹しよう介かいした。


「こいつは鶏冠っていうんだ。そっちは曹鉄」


　天青の粗そ雑ざつな紹介がお気に召めさなかったらしく、鶏冠はツンと顎あごを上げ、


「瑛鶏冠という」


　と自ら名乗る。さすがに宮中神官だとまでは言わなかった。一方で曹鉄は腰こしをやや屈かがめ、黄楊と目の高さを揃そろえて聞く。


「きみの一座は大所帯なのか？」


　黄楊は首を傾かしげ、「そうでもないよ」と答えた。


「踊り子、歌い手、曲芸師……今は全部で十五人。あ、おとといふたり増えたから十七人ね。座長はあたしの父さんなの」


「旅の途と中ちゆうに人員が増えるのはよくあるのかな？」


「たまにはね」


「……どうだろう。俺たちもきみらの一座に合流させてもらえないかな」


　えっ、と驚きの声が二箇か所しよから上がる。天青は嬉うれしそうな「えっ」だったし、鶏冠の「えっ」は「そんな話は聞いてないぞ！」という調子だ。


「あなたたち三人を？」


「三人と一匹ぴきだ。この子こ虎とらになにか芸を仕込めば、いい呼びものになると思わないか？」


　改めて子虎を見て、黄楊は「そうね」と頷うなずく。


「白虎なんて珍めずらしいし縁えん起ぎがいいから、きっとお客さんがたくさん集まるわ。……他ほかになにができるの？」


「俺は投とう擲てきが得意だ」


「美女の頭の上にのせた的めがけて、小刀を投げたりできる？」


「楽勝だ」


「じゃあ、赤い髪の人は？」


「わ……私か？」


　突とつ然ぜん聞かれて鶏冠が言葉を詰つまらせる。しばらく考え込んでいたが、神官に芸事ができるはずもない。


「なにもないの？　せっかく見目はいいのに……でも、もしかしたら母さんが下働きで使ってくれるかも」


「し……下働き……？」


　鶏冠はそれ以上の言葉を失い、なかば愕がく然ぜんと立ちつくしている。


「じゃあ、父さんに聞いてくるからちょっと待ってて」


　黄楊が走り去ると、すぐに鶏冠が「なにを考えているのだ」と問いつめてくる。


「宮中神官に下働きをさせようというのか、おまえは」


「シー。あの子に聞こえる」


「曹鉄、説明しろ」


「落ち着け、鶏冠。身を守るためだ」


「身を……？」


　鶏冠は釈しやく然ぜんとしない顔を見せているが、天青は「あっ、そうか」と理解が早かった。


「旅芸人の一座に紛まぎれて、刺し客かくの目から逃のがれようって手だろ？」


「そうだ。ここから先は人の多い場所へでることになる。ただの旅人が白虎の子など連れていればいやでも目立つが、旅芸人なら話は別だ。仮に相手が俺たちを怪あやしんだとしても、大勢と一いつ緒しよに行動していれば手は出しにくい。……と、思わないか？　鶏冠」


「それは……確かにそうかもしれないが……」


　理り屈くつではわかるが、易やす々やすと賛成はできない──鶏冠の顔にそう書いてある。


「あんた、自分が下働きだからヤなんだろ」


　にやにやしながら天青が聞く。


「誰もそうは言っていない」


「かといって、芸もないしなあ？」


「祝詞のりとなら唱えられるぞ」


「それ聞いてて楽しいのかよ」


　鶏冠はしばらく考えると大おお真ま面じ目めな顔で「楽しくはない」と答えた。ここは笑っていいところなのかどうかよくわからず、曹鉄は口がむずむずする思いだ。


「曹鉄。下働きとはなにをするのだ？」


「飯の支し度たくなんかだろうな。……あんたはどうしてもその髪が目立つから、むしろ表には出ないほうがいいと思う」


「……私が御お三さんをするのか……」


　深いため息とともに、そう零こぼす。


「腹をくくれよ。殺されるよかいいだろ？」


　どこか面おも白しろがっている天青の頭を小こ突づき、鶏冠は「仕方あるまい」と言った。もっとごねるかと予想していたので、曹鉄はやや拍ひよう子し抜ぬけしてしまったほどだ。


「本当にいいのか？」


「いいも悪いもない。おまえの言うとおり、旅芸人の一座は隠かくれ蓑みのに適している」


「自分が神官だということは伏ふせておかなくてはならないぞ？」


「あたりまえだ。飯めし炊たきをする宮中神官などいるものか」


「つーか、あんた飯つくれんのか？」


　赤い前髪の神官は「やるしかないだろうが」と答えた。相変わらずの無表情なのだが、よくよく見ると形のいい唇くちびるが、わずかにとがっているのに曹鉄は気がついていた。
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　華はなやかな音楽が鳴る。


　色で喩たとえれば、明るい黄色、桃もも色いろ、ところどころに鮮あざやかな青が混ざり、金粉銀粉が舞まうような──聴く者の心を躍おどらす音の饗きよう宴えん。


　小こ鼓つづみが拍ひよう子しを刻み、横笛と胡こ弓きゆうが旋せん律りつを奏かなでる。玄琴をかき鳴らす三人は造花で飾かざられた台車の上に座り、その後ろで着き飾かざった女が力強くパンソリを歌う。


「さあ、華か仙せん一座だ！　華仙一座がやってきたよ！」


　呼びかける声に、町の人々が集まってくる。ことに子供たちは大喜びでついてきた。台車を引くのはやはり花で飾られた馬で、馬の上には天青が乗っていた。


　旅芸人独特の明るいチョゴリに身を包み、髪も髷まげを結ゆい、ずいぶん見み栄ばえがよくなっている。もちろん膝ひざには子虎を抱だいていた。


「広場に集まっておくれ！　華仙一座の目を瞠みはる芸と、心かき乱す歌声、腹から笑える仮面劇はもちろん、神の使いの白虎もお目見えだ！」


　声と同時に天青がシャンッと手て鈴すずと手を鳴らす。すると子虎が膝の上から飛び上がり、見事一回転して着地した。周囲からウワッと歓かん声せいが上がる。


「すごい、本当に白い虎だ！」


「芸をするんだって、こりゃあ見に行かなくちゃ！」


　興奮気味の人々を見ながら、曹鉄は三台続く台車の後ろを歩いていた。さらに後ろには荷を担かついだ馬が数頭続き、その手た綱づなを持つのは華やかな演者ではなく、裏方たちだ。


「……想像以上に受けてるな」


　ぼそりと言ったのは、地味な白いパジチョゴリに、薄うす汚よごれた浅黄のチョッキを纏まとう鶏冠である。頭には布を巻き付け、目立つ赤い前まえ髪がみは隠れていた。


「いいのか、曹鉄。あれではかえって目立つように思えるが」


「俺たちを狙ねらっている奴やつらは、天青の顔は知らないはずだ。あんたが目立たないようにしていれば大だい丈じよう夫ぶだろう」


「ならばよいが」


「そうむくれるな。一座に合流してからこっち、旅は順調だろ？」


「むくれてなどいない」


「あんたってほとんど表情が変わらないが、不服があると少しだけ口がとんがるんだよ。だからわかる」


「そんなことは……」


　と言いかけて、鶏冠は自分の口に触ふれる。その仕草が可笑おかしくて、つい口元がにやけてしまう曹鉄だった。笑われた鶏冠は手を離はなし、フイとそっぽを向く。


　曹鉄たちは、すでに一座と七日を共にしていた。


　そのうち、通過した町で三度の興行を打ち、いずれも大成功を収めている。曹鉄の投擲技に観客たちは度ど肝ぎもを抜ぬかれ、子虎の芸は大人気だ。ただですら珍しい白虎が、合図に従って身軽な動きを見せる姿は愛らしく、人々は拍はく手しゆ喝かつ采さいを送った。子虎を操あやつるのは天青と黄おう楊ようで、まだ幼さの残るふたりが揃そろいの衣装で演じる姿も評判だ。


　他方で、別の拍手喝采を浴びている人物もいた。


「それにしても鶏冠、俺はあんたを見直した」


　曹鉄の誉ほめ言葉に、鶏冠が背けていた顔を戻もどし、微び妙みような表情を見せる。そう言われても素す直なおに喜べない……とでも言いたげな顔だった。


「たぶん、俺たち三人の中で、一座のみんなに最も感謝されているのはあんただな。これほど食事の時間が楽しみになったことはないと、口々に言ってる」


「……今までがあまりにひどかったからだ」


「どこで料理を覚えたんだ？　しかも、あんなに大人数分を効率よく作るなんて、普ふ通つうはできないぞ」


「宮中では神官の食事は神官書生が作る。私も以前はさんざん厨ちゆう房ぼうに立った」


「初めて聞くな。女によ人にんの触れたものは、できる限り食べないほうがよいという考えか？」


「表向きはな」


「ということは裏があるわけか。毒でも盛られた奴がいたか？」


　曹鉄の問いは静かに無視された。どうやら大当たりだったらしい。宮中というのは恐おそろしい場所である。


　それにつけても、鶏冠が料理人と化する姿はなかなかの見物だった。


　最初の二日ばかりは、いつもの無表情で細々した雑事を手伝っていただけだった。旅を続けながらの食事なので、そう凝こったものは出ない。雑穀米と、汁しる物もの、茹ゆでた野菜、たまに焼いた肉か魚がつく程度だ。


　そして三日めの昼。たまたま猪いのししがまるごと一頭手に入った時、いつものようにただ焼いて食べようとした当番料理人に、鶏冠が待ったをかけたのだ。


「私に任せてもらえないか」


　そう言って、あの細身で猪をよいせと担いだそうだ。曹鉄はそのとき現場にいなかったので聞いた話ではあるが、つくづく惜おしいことをした。猪を担ぐ宮中神官など、そうそう拝めるものではない。


　曹鉄は確信していた。


　鶏冠は本当に本当に──肉が好きなのだ。天青が無む理り矢や理り口に突つっ込んだ兎うさぎの肉が、鶏冠の欲望を再び目覚めさせてしまったのだろう。曹鉄が様子を見に行くと、もう誰にも止められない勢いで吊つるした猪を捌さばいていた。血まみれになりながら、猪の肉をうっとり眺ながめ「うまいものを食べさせてやる」と呟つぶやき、おそらく無意識に唇を舐なめた。


　鶏冠は曹鉄に穴を掘ほってくれと頼たのんだ。


　さらに薪まきを燃やし、大きめの石をたくさん熱しておくように指示される。石など焼いても食べられないだろうにどうするのだろうと思いつつも、言われたとおりにした。


　鶏冠は近きん隣りんの農家から香こう味み野菜をわけてもらい、猪の腹に詰つめた。ほかにも大にん蒜にくや棗なつめ、干した栗くりや芋いもも入れる。丁てい寧ねいに体毛を除いた猪に塩をすり込み、林の中から取ってきた大きく香かおりの良い葉を何枚も使って巻く。


　それを穴の中に入れて、熱くなった石をかぶせ、土で蓋ふたをして蒸むし焼きにするのだ。


　蒸し上がった肉は絶品だった。ぱさつきがちな猪の肉が見事にふっくらと、香こう草そうの香りを伴ともなって焼き上がっていた。一座のみなは、鶏冠を賞賛した。この時ばかりは天青も憎にくまれ口を封ふうじて「すげー」と「うめー」を繰くり返していた。


　鶏冠のほうも誉められれば満まん更ざらでもなさそうで、以来一座の料理番となった次し第だいである。


「子供たちもよく懐なついているようだな」


「仕事の邪じや魔まをされて困る」


　口ではそう言うが、曹鉄は鶏冠が子供を追い払はらう姿を見た例ためしがない。


　料理をする鶏冠の周りには、いつも年とし端はのいかぬ子供らが纏わりつき「それなあに」「なにしてるの」と質しつ問もん攻ぜめにしていた。鶏冠はせっせと手を動かしながらいちいち答え、走り回る子供が転べば慌あわてて抱き起こす。子供たちは悪戯いたずらをしつつも、豆を剝むいたり、野菜を洗ったりして鶏冠を手伝った。


　たぶんこの男は子供が好きなのだろう。しかも扱あつかい慣れている節がある。弟妹がいたのかもしれないなと曹鉄は思った。


「神官より、ここで料理番をしているほうが向いているんじゃないのか？」


　冗じよう談だんで言ったのに、鶏冠は真顔で「おまえもそう思うか？」と聞き返してくる。


「……いや、なんだか楽しそうだなと」


「楽しいというか──充じゆう実じつ感かんがあるのだ。自分が作ったものをうまいと言われると、やはりやり甲が斐いがある」


「神学院で作っていた時から、あんたの料理は評判だったろう？」


「……さあな。神官はうまいものを食べてもうまいと言ってはならぬのだ」


「は？　なんでだ？」


「美食は快であるとされているからだ。宮中神官たるもの、できる限り喜き怒ど哀あい楽らくは慎つつしむべきとされている」


「あまり楽しくなさそうな人生だな」


「実に楽しくない」


「だが宮中神官ともなれば、財と権力は持てるだろう？」


「……かもしれぬが、そんなものより肉のほうが……うわっ！」


　ヒィン、と馬が嘶いななき、前まえ脚あしがたたらを踏ふんだ。馬体の両側に下げた荷がゆさゆさと揺ゆれ、鶏冠は手綱を引いて「どうどう」と馬を宥なだめる。馬が驚おどろいたのには原因があった。馬の背にひらりと立ち、そこから前の荷車に飛び移るという無む謀ぼうな真似まねをした者がいたのだ。


「なにに興味がないって？　鶏冠」


　まるで軽かる業わざ師しのような動きを見せたのは踊おどり子の彩さい蝶ちようだ。


　しなやかな身体からだに纏うのはひらひらとした薄うす衣ぎぬで、天てん女によの羽は衣ごろもを思わせる。衣装ばかりではない。もうすぐ十七になるという彩蝶は、誰しも目を留とめてしまうような美少女だった。


　磁器のようにきめ細かく白い肌はだ、やや吊つり気味の目は異国の血でも混ざっているのか、黒というより茶に近い。眉まゆと鼻筋は描かいたように整い、薄うすい唇くちびるにはまだ熟さぬ少女だけが持つ特有の色いろ香かがあった。


「鶏冠は金と権力に興味がないそうだ」


「ははっ。綺き麗れい事ごとだな」


「……まったく不要というわけではない。万ばん事じほどほどがよいのだ」


「ふうん。中ちゆう庸ようを説くか。だが人の欲にはきりがないもの。金と権力のためならば、親子ですら殺し合うのが本ほん性しようさ」


　凸でこ凹ぼこ道に揺れる荷台の上に立ち、彩蝶は笑いながら鶏冠を見下ろす。


　彼女は曹鉄たちよりほんの数日だけ早く一座に加わったそうだ。なんでも西のほうから流れてきたらしい。この毒どく舌ぜつさえなければ、天から落ちてきた姫ひめ君ぎみさながらで、赤せき烏うという用心棒の男がいつも一いつ緒しよにいる。曹鉄も背は高い方だが、赤烏はまさしく見上げるような大男だ。今も曹鉄のすぐ後ろで眼めを光らせていた。


　なぜか鶏冠はこの少女に弱いようだった。


　最初に紹しよう介かいされた時は、珍めずらしいことに目玉が落ちそうなほどに驚いた顔をしていた。知り合いか、と尋たずねると「知人によく似ていただけだ」と答えたが、その知人が何者なのかは語ろうとしない。


　彩蝶は荷台の上の木箱にヒョイと腰こし掛かける。


　そこへ先を行く荷台と馬の背を渡わたって天青がやって来た。もともと身軽な天青はすっかり一座に馴な染じみ、生まれながらの旅芸人のようだ。子虎はと言えば、珍しく天青の膝ひざを離はなれて彩蝶にすり寄る。


「おお、おまえは人を見る目があるな？」


　彩蝶が喉のどを撫なでてやると、子虎は気持ちよさげにグルルと鳴いた。


「こいつは女の子が好きなんだよ。黄楊にも懐いているもの。……彩蝶、次の町まであとどれくらい？」


「もう近い。いよいよ都にも近いから大きい町だ。市も立つし、人も多い」


「へえ。楽しみだな」


「だが気をつけたほうがいいぞ、天青」


　美しく結ゆい上げた髪かみの鈴すずが、シャンと鳴る。


「今度の町には貴族も多く住んでいる。口の利きき方を間ま違ちがうとお怒いかりを買う」


「怒らせときゃいい」


「そういうわけにゃいかないの」


　彩蝶がギュッと天青の鼻を摘つまんだ。


「いいかい、貴族の機き嫌げんを損そこねれば、広場での興行もできなくなる。そしたらあたしらはおまんまの食い上げだ。下手へたをすりゃ役所に連れん絡らくが行って、お頭かしらが罰ばつを受けるかもしれない」


「……いてて……悪いこともしてないのに、罰を？」


「貴族に無礼を働けば罪さ。常民なら鞭むち打うち、流りゆう氓ぼうや隷れい民みんは殺されても文句は言えない。あたしら旅の者は流氓だからね。とにかく貴族に逆らっちゃいけない。そのかわり、芸を気に入られればお屋や敷しきに招かれて角銀貨も与あたえられる」


　天青は摘まれた鼻を擦こすりながら「ふうん」と生返事をした。田舎いなかの山村で育った者は貴族の権けん威いや横暴を見た経験がほとんどないので、ピンと来ないのだ。


　一座は賑にぎ々にぎしく進み、やがて町に入った。


　年に一度は必ず立ち寄る土地なので、定宿もある。女たちが細かな荷を解いているあいだ、男たちは広場で舞ぶ台たいを設しつらえる。


　頭は役所に興行届けを出し、町の盛り場を取り仕切る有力者に挨あい拶さつに行くのが習わしだ。宿では飯も出るので、しばらくは鶏冠もお役ご免めんだ。


「天青、曹鉄、彩蝶も来てくれるか？　ああ、あんたもだ、鶏冠」


　戻もどってきたお頭に呼ばれ、四人は部屋に入った。中には黄楊と、他ほかに五人ほどの踊り子たちもいる。


「急だがな、今夜ある貴族様に招かれた。張ちよう温おん石せき様のお屋敷だ。なんでもお役人を招いての宴うたげがあるとかで、場を華はなやいだものにしたいと」


　五十がらみのお頭はがっしりした体たい軀くの精せい悍かんな男で、一座のまとめ役にふさわしいだけの器量を備えていた。隣となりに座る妻は四十ほどでもとは踊り子だったが、今は裏方に徹てつしている。黄楊にとっては、優やさしく、時に厳しい両親だった。


「すでにわしらの評判をお聞きになっている様子で、子虎の芸と、投とう擲てきはぜひ見たいと仰おつしやっている。彩蝶、おまえの舞まいもだ」


「それはありがたいこと。美しく舞って、たんまりご褒ほう美びをいただきましょう」


　にっこり笑って彩蝶は答えた。隣に座している鶏冠がため息をつく音が、曹鉄にも聞こえる。


「わしもそう願っているよ。ちょうど同じ頃ころ、わしは広場で仮面劇を演じなければならん。終わり次し第だい合流するが、鶏冠はお屋敷を手伝ってくれ」


「……私は……」


　鶏冠がお頭を見て、なにか言いかける。


「どうした？」


「……いえ……私はそのお屋敷でなにをすれば？」


「うちのかみさんの指示に従ってくれればいい」


　鶏冠は「はあ」と頷うなずきはしたが、瞳ひとみに浮うかんだ困こん惑わくの色は消えない。


　なにか事情がありそうだった。お頭は夕刻までには支し度たくを調ととのえるようにと念を押し、一同は解散した。曹鉄は鶏冠の袖そでを引き、人気のない廊ろう下かへと誘さそい出す。


「もしや、張温石という貴族と知り合いなのか？」


　鶏冠は小さく頷き「顔見知りだ」と答える。


「宮中にもたびたび上がる下級文官だ。金と欲は有り余っているが、知性と品位は気の毒なほどにない」


「ならあんたはやはり来ないほうがいい。もう一度お頭に言って……」


「だめだ。おまえたちから目を離すわけにはいかん」


　じろりと横目で睨にらみ、鶏冠は言った。


　逃にげるつもりなのがばれているのだろうか──そう思ってぎくりとした曹鉄だが、鶏冠の言葉は「なにしろ天青は世間知らずだからな」と続いた。


「貴族の屋敷でなにをしでかすかわからん。しっかり見張っておかなければ」


「……まあ、確かにな」


　単に天青が心配なだけらしい。びっくりさせるなよと内心で呟つぶやく。


　都も近くなってきた以上、曹鉄と天青はそろそろ逃げる算段を考えなければならない。だが華仙一座はいたって居い心ごこ地ちがよく、天青は村にいたころとは別人のように生き生きとしている。可愛かわいい妹のような黄楊と、口の悪い姉のような彩蝶に挟はさまれ、毎日がとても楽しそうだった。鶏冠ですら、今では天青にとって口うるさい兄……いや、細かなあれこれに目くじらを立てる様子はむしろ母親に近いような……そんなふうに見える。


　あまり、よくない。


　曹鉄と天青は、最終的に鶏冠を裏切るのだ。天青は口は悪いが情の薄い子ではないから、鶏冠との心情的な距きよ離りが近いほど傷つくことになるだろう。


「要するに、張温石が私とわからなければいいのだ。……仮面をつけているのはどうだ？」


「仮面劇もしてないのにか？　かえって目立つ。まだ顔に泥どろでも塗ぬったほうがましだ」


「だめだ。汚きたないなりでは屋敷に入れてももらえ……ぐあっ！」


　鶏冠の身体が突とつ然ぜん前のめりになる。


　足音を忍しのばせて背後から近づき、突然飛びかかるようにおぶさったのは彩蝶だ。背後にはいつものように、赤烏がぬうと立っている。


「いい考えがあるぞ？」


　鶏冠の肩かた先さきからヒョイと顔を出し、彩蝶は楽しげな声でそう言った。
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「天青って、ホントなんにも知らないのねえ」


　ひとつとはいえ年下の少女に言われ、顔が熱くなるのを感じる。天青はやや口調を荒あららげて「しょうがないだろ」と答えた。


「オレが育った村はすげえ山奥だったんだ。そんなこと知る必要もないくらい」


「だとしても、これからは必要よ。世間てものを知らなきゃ、自分が損をするんだから」


　大人おとなびた口ぶりで黄楊が諭さとす。世間なんて関係ねえし──と、今までの天青ならば言ったところだが、最近は少しばかり考えが変わってきた。


　旅から旅への一座としばしの時を共にし、天青は気づきつつあった。


　世の中の仕組みを知ることは、自分を守るためにも必要なのだ。どの土地に、どんな人々が暮らすのか。その土地ではなにが豊かで、なにが足りぬのか。たとえば平地に田畑を持つ者は、新しん鮮せんな魚をありがたがる。海辺に暮らすものならば、やはり米に価値を見いだす。なんでも揃そろう都の周辺では、娯ご楽らくに金を惜おしまぬ者も多い。


　ものを知る、世界を知る、人を知る──知れば知るほど、疑問も生まれる。もっと知りたいと思うようになる。


　山で暮らしていた頃の孤こ独どく感がなくなったわけではない。だが一座には、身寄りのない者は他にもいる。綱つな渡わたりの名人は「オレも捨て子だったぜ」と笑い飛ばすし、踊おどり子の姐ねえさんは「あたしは親に売られたの」と話してくれた。ひとりぼっちは天青だけではないのだ。


「……教えてくれよ黄楊。都のこととか、貴族のこととか」


　いいわ、と黄楊が笑った。


　ふたりはすでに張温石の屋敷に来ていた。控えの間として与えられた一室で、揃いの衣装で支度を調え、出番を待っているところだ。子虎はさっきまではしゃいでいたが、今は天青の傍かたわらで大人しく眠ねむっている。


「さすがに都の名が竜りゆう仁じんだというのは知ってるわよね？　ここからだと、馬なら半日で王様がお住みになっている鳳ほう凰おう宮ぐうに着くわ。都は王宮を中心にして、碁ご盤ばんの目のように規則正しく道が走ってるの」


「だからこのあたりは真っ直ぐな道が多いんだな」


「そうよ。うねうねしている道はあんまりないわ。鳳凰宮の周りには貴族の中でもとくに偉えらい人たちのお屋敷があるの。お金はあるけど身分は良民の商人たちは、都の西にある大きな市の周囲に住んでいるわ。その商人のもとで働く常民たちの家もあるし、隷れい民みんたちの掘ほっ立て小屋も集まっている。だから都の西はすごーく人が多いわ」


「……あのさ、隷民ってなにしてるの？」


　えっ、と黄楊が驚おどろく。


「あなた、隷民を知らないの？」


「知ってるよ。知ってるけど……見たことはない。オレの育った村にはいなかった」


「そうなんだ……隷民もいろいろよ。大きく分けると私隷民と官隷民。商人の家で下働きをしているのは私隷民ね。役所に隷属するのが官隷民よ。どちらも自由身分ではないから、主あるじのいる土地から離はなれられないのは知ってるわよね？　ほとんどは貧しい暮らしぶりだけど──都には、稀まれに財をなす隷民もいるみたい」


　今度は天青が驚く番だった。自由のない身分であるにも拘かかわらず、財をなすなどということができるのか。


「いったいどうやって稼かせぐのさ？」


「わかんない。そういう隷民もいるって、父さんに聞いただけだもの。とにかく、都には王族もいて、貴族もいて、良民と常民がいて、あたしたちのような流りゆう氓ぼうもいて、隷民もいる。もっとも王族の人たちの顔を見る機会なんて、あたしたちには一生ないだろうけど」


「さあて、それはどうかな？」


　ふたりのあいだに顔を出したのは彩さい蝶ちようだった。結ゆい上げた髪かみについた房ふさ花はな飾かざりがゆらゆらと揺ゆれている。


「一座がもっと有名になれば、王様からお呼びがかかるかもしれない」


「そうなったらすごいわ。たくさん御ご褒ほう美びをもらえるかしら」


　きっとな、と彩蝶があでやかに笑う。


「さて、ふたりに紹しよう介かいしたい人がいるんだ。今こ宵よいからの新しい仲間だ。人様に見せられるほどの芸はないから、曹鉄の投擲芸の的持ちになってもらう」


「新しい仲間？」


　そんな話は聞いていない。黄楊も天青も首を傾かしげると、彩蝶がうふふ、と笑って「入っておいで」と誰かを呼んだ。


　衣きぬ擦ずれの音がして、ひとりの女が現れる。


　黄楊がぽかんと口を開け、しばらく見とれてから「きれい」とうっとり呟いた。


　確かに美しい。彩蝶とはまた違ちがった系統の美女だ。背も高く、肩かたもしっかりしているので、隣りん国ごくである陶とうの衣装がよく似合っている。切れ長の眼めに、スッと高い鼻。舞ぶ台たいのために濃こい化け粧しようをしていても、どこか清らかな雰ふん囲い気きがある女だった。微笑ほほえみもせず、どこか居心地の悪そうな様子で、天青と眼が合うとすぐに視線を逸そらしてしまう。


「……あ」


　その愛あい想そのなさに、天青は気がつく。


　華はなやかな簪かんざしのせいで見えにくかったが、よくよくみれば複雑に結い上げた髪の一部が赤い。


「け……鶏冠……？」


「えっ」


　頓とん狂きような声を上げたのは黄楊だ。膝ひざを床ゆかにつけたまま、ずりずりと美女の足もとまで移動する。下からつくづく見上げて「うわ、ホントだあ」と驚きの声を出す。
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「鶏冠さん、きれい……男のくせにきれいすぎ……」


「すっげ……よく化けたな」


　言うな、と答えたのは間ま違ちがいなく低い男の声だった。


「いやあ、あたしも驚いたよ。体格はそこそこしっかりしているからどうかなと思っていたんだけど……ここまで着こなすとはねえ」


　彩蝶が鶏冠の肩にもたれかかって言う。ふたりが立つと、大輪の花が並んでいるようにすら見える。「女のよう」と言われるのをあんなにも嫌きらっていた鶏冠が、よくもこんな格好を承知したものだ。


「このふたりで舞を踊れば、都じゅうの人が見に来るかも」


　感心しきりの黄楊に言われ、鶏冠はわずかに口元を歪ゆがませる。


「勘かん弁べんしてくれ。私は踊れない」


「そうだよねえ。でもほんっと、きれい」


「ここまで似合うんなら、いっそ女に生まれてりゃよかったのに。なあ、黄楊」


　からかい口調で言った天青を、鶏冠はきっと睨にらみつけた。彩蝶は声を立てて笑ったが、黄楊はぽつりと「それはどうかなあ」と返す。


「きれいな女に生まれても……絶対に幸せになれるとは限らないし」


「なんで？　女なら美人のほうが得だろ？」


「うん。得な時もあるんだけどね」


　黄楊は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべる。天青には黄楊の言わんとしていることがよくわからなかった。きれいな女ならば男にちやほやされるが、不細工ならば冷たくあしらわれるはずだ。たとえば天青が女に生まれ変わるなら、絶対美女がいいと思う。


　廊ろう下かから黄楊の母親が顔を出し、娘むすめを呼んだ。


　ちょっと行ってくるねと部屋を出た黄楊を見送ると、今度は鶏冠が天青を手招きする。


　美女の装いであぐらをかいている鶏冠の側そばに寄ると「ここの主は私の顔を知っているのだ」と耳打ちした。なるほどと、天青も合が点てんがいく。


「あー、それでこの変装ってわけね」


「そうだ。好きでやっているわけではないのだ」


「べつにいちいち宣言しなくてもいいけどさ。……なあ、それよりさ、さっき黄楊がいったことあんたわかった？」


「さっき？」


「きれいに生まれても幸せになれるとは限らないって」


「……ひとつの真理だ。おまえもそのうちにわかる」


「なんだよ。もったいぶらないで教えろよ」


　食い下がろうとした天青だったが、ちょうどそこへ曹鉄が現れた。


　濃い青の衣装に身を包み、凛り々りしい眉をぐっと上げて、愕がく然ぜんとした顔で「け……？」とだけ言う。鶏冠、のすべてを言うより早く舌が固まってしまったようだ。


　その様子を見て、ほとほと嫌いや気けがさした口調の鶏冠が「驚きすぎだ」と文句をつける。


「いちいち大おお袈げ裟さなのだ。おまえはこの計画を承知だろうが」


「そ……れは、そうだが。これは誰だって驚くぞ」


「だよな」


「だよねえ」


　天青と彩蝶がそう続けた。


「言っておくが、これきりだぞ」


「もったいない。ずっとその格好で過ごすのはどうだ」


　彩蝶に言われて鶏冠は眉まゆ尻じりをピクリと動かしたが、無言のまま眼を伏ふせるだけだった。なぜだか鶏冠は彩蝶には強くものを言おうとはしないのだ。


　黄楊が戻もどってきて「そろそろよ」と告げる。


　中庭で胡こ弓きゆうの演奏が始まり、控ひかえの間にいた出演者たちがいっせいに立ち上がった。
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　春の宵よいだ。


　白い花びらが甘い香かおりを漂ただよわせる。なんという樹きなのか天青は知らなかった。ハシバミの村では見たことがない。


　いくつも立てられた灯とう籠ろうの明かりが照らし出す中、舞や歌がつぎつぎと披ひ露ろうされる。


　張温石と客たちは、中庭に面した戸を開け放ち、酒を酌くみ交かわしながら一座の芸を楽しんでいた。妓生キーセンも呼ばれ、男たちに酌しやくをしながら、子こ虎とらの芸に笑い転げていた。


　一座の芸はつつがなく終わり、全員が中庭に敷しいた毛もう氈せんの上に平ひれ伏ふす。


「みな、顔を上げよ」


　青帖裏チヨンチヨムニに身を包んだ張温石は満足げな顔を見せていた。一番後ろの列の端はしで、天青は黄楊と彩蝶に挟はさまれ、都の貴族とやらの顔を冷めた気持ちで観察する。


　身体からだ全体に無む駄だな肉がつき、やけに黄色っぽい顔色の中年男だ。顎あご鬚ひげを撫なでる手も、なんだかぶよぶよしている。鍬くわのひと振ふりもしたことがないに違いない。他ほかの客たちはすでに別室に移ったようだが、みな似たり寄ったりの風ふう貌ぼうだった。


「噂うわさどおりの見事な芸だった。おかげで楽しい時間を過ごせたぞ」


「旦だん那な様、身に余るお言葉でございます」


　一番前列のお頭かしらが平へい伏ふくする。


「さて、このあとだが、何人か残って我々の酌をしてはくれまいか？」


「かしこまりました。では『春雪舞』をご披露いたしました娘たちを残していきまする」


「うむ。それからな、本日の主しゆ賓ひんが、ことさら気に入られた娘がいる。特別に、その者にも褒ほう美びを取らせたいと思うゆえ、残していけ」


「は……」


　お頭は頭を下げつつも、声をくぐもらせた。なにか様子がおかしい。


「それは……どの者にございましょうか」


「子虎の芸を見せてくれた女おな子ごだ」


　天青の隣となりで、黄楊がびくん、と身体を震ふるわせた。


「そ……そればかりはご勘弁ください。我が娘はまだ十三にもならぬ子供にございます」


「ほう。あの子はおまえの娘であるか。ならばいっそう、褒美を受け取るがよい」


「いいえ、旦那様。このとおりでございます」


「おや。儂わしの褒美が受け取れぬというのか？　明日からこの街で稼かせげなくなってもよいというのか？」


「旦那様、どうか……どうか、ご容よう赦しやを」


　これ以上は下げようがないほど、額を地に擦こすりつけてお頭が懇こん願がんする。天青がこっそり黄楊を窺うかがい見ると、下を向いた横顔は蒼そう白はくだった。いったいなにを怯おびえているのだろうか。「褒美を取らす」ことのどこが恐おそろしいのか、天青にはわからなかった。逆側の彩蝶を窺うと、厳しい顔つきで視線を落としたままだった。


「流りゆう氓ぼう風ふ情ぜいが、儂の命を聞けぬと申すか？」


　張温石の声が脅おどすように低くなった。


「この地で幟のぼりを掲かかげられなくなってもよいのか？　あるいは風ふう俗ぞくを乱す者たちとして訴うつたえられ、役所にまとめて捕とらえられたいのか？」


「そ……それは……」


　天青ははたと気がつく。


　控えの間で女たちが集まり、相談していたのを思い出したのだ。


（さて、今夜の『春雪舞』は誰が踊おどる？）


（あたしにやらせて。故郷くにで弟が病になっちまったんだ）


（ごめん、あたしはお月様が）


　ひそやかな声が耳に届いた時は、その意味を考えもしなかった。


　だが今ははっきりとわかる。褒美を取らせるから残して行けというのはつまり──伽とぎを命じられているのだ。それは流れ者の芸人ならば避さけられぬ運命でもあり、『春雪舞』を踊る女たちがその役割を担になうことは、暗あん黙もくのうちの決まり事だったのだ。


「どうか、どうか旦那様……ッ」


　聞く者の胸が震える声でお頭が訴える。


　天青は怒いかりのあまり、頰ほおがぴくぴくと痙けい攣れんするのを止められなかった。黄楊はたったの十二だ。芸人でなければまだ髪かみを結ゆい上げもしない歳の少女を所しよ望もうするなど──人の道にあってはならない。


「の、残ります」


　震える声は天青の隣から上がる。


「残って……御ご褒ほう美びをいただきます。どうか一座を訴えたりしないでください」


　顔を上げた黄楊の言葉に、お頭が振り返って「いかんっ」と制した。その隣で黄楊の母も激しく首を横に振る。


「おお、ものわかりのよい娘じゃ。なあに、心配には及およばぬ。明日の朝にはたんと褒美を持って一座へ帰れるのだ」


「いいえ！　だめです、旦那様！」


「うるさい奴やつめ、本人がいいと言っているではないか」


「旦那様……！」


　膝ひざを擦すって前に出たのは、お頭ではなく母親のほうだ。


「娘むすめは身体の成長が遅おそく、まだ一人前の女にもなっておりません。あまりにも幼すぎます。どうか此こ度たびばかりはお許しくださいませ……！」


　背中しか見えない天青にも、必死の様子が伝わる声だった。だが張温石はうるさげに顔をしかめ「くどいぞ」と取り合う様子もない。


「どうか、どうかお聞きください。子供に伽を命ずるなど、道義に反した行いです。神がお許しになるはずがありませぬ！」


「ええい、誰かこの女を黙だまらせろ」


「黙りませぬッ。母親として、まだ年とし端はもいかない娘を差し出すわけにはいかないのです。どうしてもと言うのならば、この私を斬きってくださいませ！」


　まさしく命を懸かけて娘を守ろうとしている母の姿に、一同はシンと静まりかえった。


　静せい寂じやくの中に、張温石の小さな舌打ちが聞こえる。


「……気に食わぬ」


　静かな言いようがむしろ不気味だった。黄楊は平伏したまま、恐きよう怖ふのあまり眼めに涙なみだを浮うかべていた。


「なにが神が許さぬ、だ。卑いやしい身分の、しかも女が儂を脅すか。呆あきれたものだ。そういえば儂が悪かったとでも言うと思っているのか？　思い違ちがいも甚はなはだしい。儂におまえが斬れぬとでも思うのか？　ふん、いまいましい……ッ。よろしい、ならば斬ってやろうではないか。おい、守衛！」


「はッ」


　中庭の隅すみに立っていた大男が、足早に前に出る。腰こしに下げられている大きな剣けんを見て、お頭が「旦那様！」と悲痛な声で叫さけんだ。だが張温石はその声を無視して、顎あごをしゃくり「やれ」と命ずる。


　そこから先は──まるで現実ではないかのようだった。


　天青の眼が、それを現実だと判断するのを拒こばんだせいかもしれない。剣が抜ぬかれてぎらりと光り、眼を見張った黄楊の母に突つき刺ささる。身を挺ていして庇かばおうとしたお頭は間に合わなかった。


　血ち飛沫しぶきが飛ぶ。肩かたから胸にかけてを真っ赤に染めて、母親が仰のけ反り、倒たおれる。


　悲鳴はあがらなかった。代わりに、お頭の「うおおお」という慟どう哭こくが響ひびき、顔を上げた黄楊は毛氈を摑つかんだままぶるぶると震え、なにか言おうとして口を開けたがそのまま気を失った。


　天青は失神した黄楊を抱だき留める。


　お頭の慟哭は続いているが、他の者たちは身体を硬くしたまま平伏を続けていた。


「やれやれ。儂とて、手て荒あらな真似まねはしたくないのだぞ」


　人ひとり殺して、平然と張温石は言い放った。


　天青の腸はらわたが煮にえたぎるように熱くなる。ここまで強い怒りを感じたことはない。ハシバミの村でも腹の立つ日は山とあったが、こうも強い理り不ふ尽じんは感じなかった。


　どういうことなのだ。


　これが貴族か。都人か。自分より身分が低い者ならば、虫けらを潰つぶすように殺すのか。


　妻の亡なき骸がらを抱き、お頭が顔を上げた。言葉もないままに張温石を見ている。


「なんだ、その眼は。これ以上ことを荒あら立だてたくなければ、踊り子と娘を置いて行くがよい」


　吐はく息が炎ほのおになりそうだった。


　ふざけるな──我が慢まんできず、天青は前に出ようとした。だが背中の着物をグイと摑んで放さない者がいる。彩蝶だ。強い眼で睨にらまれ「じっとしていろ」と囁ささやかれる。


「でも、こんな……」


「死人を増やしたいのかい。あいつらにとって流氓など人ではない。いくらでも殺す」


「人、だろう。あいつもオレたちも同じ……っ」


「同じではない。それがこの国の在り方だ」


　そんな馬ば鹿かな話があるのか。


　天青は奥歯をきつく嚙かみながら周囲を見る。お頭以外の者は、額を地にこすりつけたまま、ただじっとしていた。なにもかもを諦あきらめ、ただ嵐あらしが通り過ぎるのを待つように身を低くしているだけだった。


「さ、娘をこちらへ……おお、気を失ってしまったのか。守衛、手を貸してやれ」


　はっ、とさきほどの大男がのしのしと天青に寄ってきた。天青は黄楊の身体からだをしっかり抱かかえたままで守衛を睨み上げる。


「小こ僧ぞう、その子をよこせ」


「いやだ」


「旦だん那な様の不興を買えば、おまえにもよいことはないぞ」


「殺せ。オレもおかみさんのように殺せ。おまえの孫まで祟たたって苦しめてやる」


　言いながら、涙が零こぼれた。


　怒りが毛穴から溢あふれ、あまりに非力な自分が悔くやしくてならない。


　この男が自分を殺すなど簡単だろう。そのあとで、黄楊は連れて行かれてしまうのだろう。こんなことがあっていいのか。こんなことが許されるのか。


　守衛が剣に手をかける。だがすぐに視線は天青から逸それ、前方に注目した。


　二番目の列の端はし、誰かが立っている。


　淡あわい紅色の衣装、たなびく長い髪──美び姫きに扮ふんした鶏冠だった。


「おやめなさいませ」


　高く声こわ音ねを作り、疑いようもない女を演じていた。


「投とう擲てきの的だった美女ではないか。儂に命ずるとは、おぬしも死にたいか」


「これはこれは。高貴な身分である張温石様がそのようなことを仰おつしやるとは……私の耳がおかしくなったに違ちがいありませぬ」


　鶏冠が身体の向きを斜ななめに変え、天青からも横顔が見えるようになった。絶世の美女が笑っている……薄うすく微笑ほほえんでいる。以前、一度だけ鶏冠のこんな顔を見たことがあった。そうだ、鶏冠が微笑むのは──本当に怒っている時だ。


「宮中でも文官として順当にご出世の様子。誠まことにおめでたいことでございます。なんでももうじき、緑りよく色しよく三位におなりあそばすとか」


「……貴様、なぜそれを」


「今こ宵よいの客人には緑色一位の夏か圭けい徳とく様もおいででしたな。誠実なお働きぶりと伺うかがっておりましたが、少女がお好きとは知りませなんだ。ですがご存じでしょうか。さらに上の位であらせられる紫し色しよく三位の金……」


「おいっ、黙れ！」


　守衛が剣を抜き、鶏冠の顎下に突きつける。鶏冠は守衛を一いち瞥べつすると、微笑みを消さぬまま「黙りますか？」と張温石に問う。


「い、いや……待て。ち、近ちこう。近う寄って続けよ」


「仰おおせとあらば」


　人差し指一本で剣けん先さきを押しのけ、鶏冠はしゃなりしゃなりと進み出る。脇きよう息そくを押しのけて張温石も近寄る。段差を挟はさんだふたりが対たい峙じし、鶏冠は孔く雀じやく模様の扇おうぎを広げるとなにやら耳打ちをした。


　途と端たんに張温石の顔色が変わる。


「そ、それは誠か」


「誠にございます」


「卑しい身分のおまえが、なぜ宮中の仔細を知っている」


「そこはそれ……お察しくださいませ。私のお得意様の中には、口にもできぬほど身分の高い方もいらっしゃいます」


　もしも鶏冠が十人並みの容姿しか持たなければ、説得力のない言葉だったろう。だが今の鶏冠は花も恥はじらうほどの美女だ。張温石も「むう」と唸うなったきり、なにやら考え込んでいる。


　しばしの沈ちん黙もくのあと「まったく、厄やつ介かいなことだ」と呟つぶやいて立ち上がった。


「今夜はもうみな帰れ。儂わしに対する無礼は大目に見てやるが、一週間の興行許可は三日に縮める。己おのれの立場をわきまえて行動するように」


　一同が平へい伏ふくする。妻の骸むくろを抱いたまま、お頭かしらも頭を下げた。


　自分の妻を殺した相手に頭を下げる──どれほど悔しいだろうか。だがそうしなければ一座全員が路頭に迷う羽目にならぬとも限らないのだ。お頭の心中を察すると、天青の胸は潰れそうに痛む。


　一同は、言葉もないまま屋や敷しきをあとにした。


　黄楊の母は筵むしろにくるまれ、ふたりの男に担かつがれて北の裏門から出る。お頭は魂たましいが抜けたような顔で「棺かん桶おけを用意しなければ」と呟いた。


　遺体は深夜になってから、林の中にひっそりと葬ほうむられた。


　天青は初めて知ったのだが、流氓は墓を持つことを許されていないそうだ。死体が役所に見つかれば問答無用で火か葬そうされ、骨は芥ごみのように処分されてしまうという。それがいやならば、無断で穴を掘ほって埋うめるしかない。


　男たち全員が穴を掘った。


　鶏冠も曹鉄も協力した。おおらかで、誰にでも優やさしく、情けに厚い……黄楊の母は、一座全員の母でもあった。


　棺ひつぎが静かに下ろされた時、黄楊は「あたしも一いつ緒しよに入りたい」と言い出した。


「母さん、ひとりじゃさみしいよ……あたしも、あたしも一緒に埋めて」


　父親は泣きながら怒おこって「そんなことを言って、母さんが喜ぶと思うのか」と娘むすめを諭さとす。娘はそれでも穴に飛び込もうとし、とうとう父親に頰を叩たたかれて泣く。


　その様子を見て、何人かの女たちが泣き崩くずれた。


「母さん……ごめんなさい、母さん……」


　黄楊は土に伏ふし、嗚咽おえつしながら母に謝る。


「あたしのせいだ、あたしが母さんを殺したんだ……あたしが……っ」


　ちがう、そんなことはない──駆かけ寄って抱き締しめ、言ってやりたかった天青だが、それでも黄楊の痛みは癒いやされはしない。天青が同じ立場だったとしたら、同じように自分を責せめ苛さいなむのだろう。親はいないが、それくらいは想像できる。


　闇やみの中で、泣き声だけが夜空を渡わたっていく。


　誰も、なんと言葉をかけたらよいのかわからない中、静かに歩み出したのは鶏冠だった。もうすっかり化け粧しようも落とし、男の姿に戻もどっている。


「黄楊」


　服を泥どろだらけにした少女を抱だき起こし、ぐしょぐしょに濡ぬれた頰ほおを指で拭ぬぐう。


「泣かないでよく聞きなさい。大切なことだから」


　自らも膝ひざを地につけ、鶏冠は静かに言う。


「人は誰でも、いつかは死を迎むかえる」


　ひくっ、としゃくり上げて黄楊が鶏冠を見た。


「私もいつか死ぬし、きみもいつか死ぬ。貴族だろうと王だろうと、この運命からは逃にげられない。せめて死に方だけでも選べればと思うが、多くの人間はそうもいかない。為なすべきことをすべて為し終え、心穏おだやかに逝ゆく者などほとんどいない。死はたいていが突とつ然ぜんで、残ざん酷こくで、容よう赦しやがない……今夜のようにな」


　大きな眼めからまた新しい涙なみだが流れる。


「だがそんなに泣いてはいけない」


　鶏冠の声に柔やわらかさはなく、むしろいつもより厳しいくらいだった。どうして、と黄楊は掠かすれた声で聞いた。


「こんなに悲しいのに、なぜ泣いてはいけないの。これ以上辛つらいことなんかないのに……っ」


「きみがそんなに泣くと、母上が心配する」


「え……」


「わからないか……？　ほら、そこに立ってきみを見ている」


　鶏冠が示したのは、掘られた穴の縁ふちだった。


　黄楊につられて、見守る全員が思わず同じ場所を見てしまったが、もちろん亡なき人が立っているはずもない。手て提さげの行あん灯どんを持った曹鉄が、鍬くわに寄り掛かかるようにして立つ姿があるばかりだ。


「母さんなんか……いない、よ」


「いいや、いる。眼ではなく、心で見なさい。ぼんやりと白く光る影かげがあるはずだ。見つけたら小さな声でいいから、呼びかけてみなさい」


　黄楊は潤うるんだ眼を見開き、必死に母の姿を探している。天青も眼を凝こらしたが、やはりなにも見えない。


　けれど、黄楊はなにか感じたようだった。震ふるえる唇くちびるが「母さん……？」と呟くように呼んだ時、行灯の明かりが風もないのに微かすかに揺ゆれた。


「顔がわかるか？　母上は怒っているか？」


　黄楊はますます闇を凝ぎよう視しして「怒っては……いないと思う」と答えた。彼女の眼にはなにかが映っているのだ。


「では笑っているか？」


「笑ってもいない……なんだか、悲しそう……」


「そうだろうな。愛いとしい娘をただ守りたくて命を落としたのに、その娘は自分も一緒に埋めてくれなどと言うのだ。悲しいに決まっている」


「母さん……」


「きみの涙が母上を大地に縛しばりつけ、神のおられる天空へと昇のぼれなくしている」


「神様のもとへ、行けないの……？」


　視線を虚こ空くうに留とどめたまま、黄楊は鶏冠の袖そでを強く摑つかんで聞いた。


「そうだ。きみのせいで行けない」


　黄楊の瞳ひとみに新しい涙が溜たまる。


「だって……無理だよ……悲しいもの、涙は出てしまうよ……大好きな母さんが、あたしのために死んでしまったんだもの……」


「ならばせめて、約束してあげなさい」


「約束？」


「今はとても悲しいけれど、時間が経たてば大だい丈じよう夫ぶだと。少しずつ悲しみは癒いえ、笑える日もちゃんとくるからと───約束してあげるのだ。そうすれば、母上も安心するかもしれない」


「そうすれば、母さんは神様のところへ行ける……？」


「ああ」


　スン、と黄楊が洟はなを啜すすった。小さく頷うなずき、涙なみだ声ごえで「約束する」と答える。


　鶏冠はチョゴリの襟えり元もとに手を入れて、服の内側から翡ひ翠すいの連ね玉を取り出した。留め具を外して一ひと粒つぶを手に残し、また服の中に戻す。


　大粒の翡翠を黄楊の手に握にぎらせ、その上に自分の手を重ねる。


「この玉ぎよくに約束の念を込めるのだよ。私のあとに、同じ言葉を続けて。──翡翠に我われの心を託たくす。愛いとしき者が高き天に還かえれるよう、我は長く悲しみはしない」


「ひ……翡翠、に、我の心を託す……」


　黄楊は自ら涙を拭い、懸けん命めいに祈いのりの言葉を繰くり返す。鶏冠はそうだ、と言うように深く頷き、続きを口にした。粗そ末まつな着物を纏まとっている鶏冠が、天青の眼には初めて立派な神官に見える。


「愛しき者を喪なくしたことを嘆なげくより、愛しき者に出で逢あえたことを感謝する。いつか天高き神のもとにて再会するまで、我は我の生をまっとうする」


　たどたどしく、だが最後まで黄楊は祈りの言葉を言い切った。


　鶏冠は黄楊の手を引いて穴の縁に立ち、翡翠玉を落とすように指示した。黄楊の手から零こぼれた翡翠玉は棺桶の蓋ふたにあたってコツリと音を立てる。


「……あたし、大丈夫だよ」


　黄楊が言う。


　無理をしているのがわかる声だったが、それでも大丈夫だと口にした。


「母さん、心配しないで。まだしばらくは泣いちゃうけど……父さんと、一座のみんなとちゃんと頑がん張ばる。だから母さん、神様のところへ行ってね。神様に、踊おどりを見せてあげて。母さんのきれいな踊りを──」


　言こと葉ば尻じりが震え、最後で再び涙が溢あふれてしまう。俯うつむいてしまった黄楊の頭を抱いて、鶏冠が「偉えらい子だ」と囁ささやく。


　重く沈しずむ悲しみは消えはしない。それでも少しだけ漂ただよう空気が変化していた。悲しみはまだ大きいが、いつか優しい思い出になっていく。きっとそうすることができる──希望の小さな灯ともし火びが、みなの胸に灯ったのだ。


　灯火は天青の胸にも灯ったが、同時に大きな疑問の渦うずが生まれていた。


　なぜ黄楊の母親は殺されなければならなかったのか。


　なぜ誰も役人に訴うつたえ出ようとはしないのか。


　なぜ人ひとり殺あやめておいて……張温石は平然とした顔をしていたのか。


　黄楊の母は流りゆう氓ぼうだから。


　張温石は貴族だから。


　そんなことはわかっている。天青の中で激しく渦巻くのは、誰がそれを決めて、誰がそれを認めたのかという疑問だった。
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「王族がいて、貴族がいて、良民がいて、常民、流氓、隷れい民みんがいる。ずっと昔からだ。人にはそれぞれの役割があるから、そうなっているのだ」


　町はずれに流れる小川で汚よごれた衣類を洗いながら彩蝶が答えた。膝までチマをたくし上げ、白いふくらはぎは春の陽光に眩まぶしいほどだ。年とし頃ごろの娘むすめが屋外でそんな格好をするのはどうかと思う曹鉄だが、本人はこれっぽっちも気にする様子はない。


「それぞれの役割って、なに」


　しゃがみこみ、自分のパジをギュウと絞しぼりながら天青が重ねて問う。まだまだ子供なのか、彩蝶のふくらはぎはたいして気にならないようだ。


　黄楊の母が葬ほうむられた翌日はよく晴れた。


　一座は喪に服し、興行はすべて中止となった。曹鉄、天青、彩蝶の三人は墓穴を掘ほった時に土と汗あせで汚れた着物を洗う。鶏冠は黄楊についているのだろう。


　天青の疑問はこうだった。


　なぜ人には身分があるのか。誰がいつ、それを決めたのか。身分の高い人間ならば、なにをしても……たとえば人を殺しても許されるのか。


　ハシバミの村で暮らしていた頃には、決して生まれなかった疑問だ。旅に出てから天青の世界が確実に広がっているのを、曹鉄はひしひしと感じる。


「王は、国の父だ。麗虎国が栄さかえ、民たみが苦しまぬように指揮を執とる。そして貴族たちは王を支える。また、地方に派は遣けんされてその土地を管理する」


　一いつ介かいの踊り子とは思えないほど、彩蝶は聡さとい少女だった。女の身で、しかも身分の低い流氓とは思えないほどに世の中を知っており、説明もわかりやすい。曹鉄はちらりと赤せき烏うを見た。彩蝶から少しだけ離はなれた場所で、大男も洗せん濯たくに協力している。わりと細かいたちのようで、パジについた染しみを真しん剣けんな顔で揉もみ洗いしている。


「良民は国に益を生む。商人が多く、金を稼かせいで税を納める。常民の多くは農民だ。良民ほどではないが、やはり税を納める。流氓は一箇か所しよに留とどまらぬから、税は納めない。そのかわり、達者な芸でみなを喜ばせる。隷民は自由の身ではないから、税の納めようもない。たいていがきつい労働を強しいられて、売り買いされる」


「税って年ねん貢ぐのことだろ」


「そうだ」


「税をたくさん納めてる奴やつが偉い？」


「そういうことになる」


「それじゃ、貧びん乏ぼう人にんは偉くないわけだな」


　ぱんっ、と絞ったパジを広げながら天青が言う。


「貧乏人に生まれれば一生貧乏人で、金持ちに殺されても文句は言えないってわけだな」


「本当は、たとえ貴族であろうと、人殺しはまずいと聞いているよ。相応の罰ばつはあるが……けど、役人の口は金で塞ふさげるからねえ」


　彩蝶も最後の一枚を広げた。まだごしごしやっている赤烏に気がついて「もうやめなって。おまえの力で洗い続けたら布がなくなっちまうよ」と声をかける。赤烏はすぐに手を止めたが、もう少し洗いたそうな顔を見せた。


　四人で、樹きのあいだに渡わたした綱つなに洗濯ものをかけていく。


「誰が最初にさあ、おまえは貴族、おまえは良民、とか決めたわけ？」


　天青の質問は続いていた。彩蝶は肩かたを竦すくめて「そんな昔のことは知らないけど」と答える。


「たぶん、そのときの王様が決めたんじゃないの？」


「だとしたら、すげー昔の人が作った決まりを、ずーっと守ってるのか？　もう誰も覚えていない人が決めたのを？」


「だろうね」


「なんで？」


　疑問がまた次の疑問を呼ぶ。天青は疑問の塊かたまりと化しているようだった。大きな眼めで問いかけられ、彩蝶が「だから」とやや呆あきれた様子で返す。


「一度決まった律は、そう簡単には変わらないんだよ」


「変えちゃいけないものなのか？」


「変えてもいい律もあるだろうけど」


「なんで変えていいのと、いけないのとがあるんだ？」


「だからね。大きい声じゃ言えないけど、偉い人たちにとって都合のいい律は変わらないし、逆に彼らに都合が悪ければ変わるってこと」


「偉い人って王様？」


「……と、王様の近くにいる貴族かな」


　そうか、と天青は一度納なつ得とくしたようだった。


　彩蝶はフゥとため息をつく。立て続けの質問攻こう撃げきにいささか疲つかれてしまったらしい。だが、ため息の音が完全に消えるより早く「でもさ」と再び天青が口を開けた。


「どうして王様はそれをほうっておくんだろう。貴族より偉いのは王様しかいないんだから、王様なら、なんとかできるんじゃねえの？　それとも、王様もやっぱ身分が低いオレたちのことは、どうでもいいのかなあ」


　曹鉄は肝きもを冷やし、思わず周囲を見てしまった。赤烏も表情を硬かたくして同じ動きをする。


　本人にまったくその気はないが、天青の言葉は王への批判に他ほかならない。役人にでも聞かれれば、その場で首を刎はねられても文句は言えない。


　彩蝶は「そ……」となにか言いかけ、口を噤つぐんだ。さっきまで浮うかんでいた微笑ほほえみを消し、黙もくして天青を見つめる。天青も彩蝶の返事を待ってじっとしていた。そのあいだ曹鉄に聞こえたのは、さわさわと風が流れる音と、赤烏の小さな咳せき払ばらいだけだ。


「──王様がなにを考えているかなんて、あたしが知るわけないだろ」


　笑えみを戻もどして彩蝶は言った。天青も「そらそうだよな」と頷うなずく。


「でも、彩蝶っていろんなこと知ってるんだな。オレと三つしか違ちがわないのにさあ」


「芸を見せながら、あちこちを渡り歩いてきたからね……けど、あんたみたいな子に会ったのは初めてだ」


「オレ？」


　そうさ、と彩蝶はまだ洗濯ものを抱かかえている天青の髪かみをくしゃりとかきまぜた。


「王様を『仕事してねーじゃん』とばかりに……ふふふっ、まったく面おも白しろい子だ。ああ、天青、あんたのこれ、ずいぶん汚れてるじゃないの。一いつ緒しよに洗えばいい」


「いっ……いい！　これはいいんだ！」


　彩蝶が手を伸のばした先には、天青の額を覆おおう鉢はち巻まきがあった。


「なに慌あわててるんだい。ほら、洗ってあげるから取りなって」


「だめっ。こ……ここ、あの、痣あざがあって……汚きたないんだ。見られたくない、から」


「痣？」


　両手でしっかりと鉢巻きを押さえ、天青は何度も頷く。


　彩蝶は「ふうん」と呟つぶやいてちらりと赤烏を見た。赤烏は黙だまって彩蝶たちに歩み寄り、天青が落としてしまった洗濯ものを拾う。屈かがめた身体からだを再び伸ばそうとしたそのとき──。


「ひゃあッ！」


　パラパラと、黒いものが散る。


　赤烏の隠かくし持っていた小刀が、天青の鉢巻きを切り裂さいたのだ。額の中心ではなく、やや横を狙ねらったため前まえ髪がみの一部も切れた。


　鉢巻きがはらりと落ちる寸前、天青は額を押さえてそれを止めた。


「なにをする！」


　曹鉄は疾しつ風ぷうの如ごとく動き、天青の前に立ちはだかった。


「この子に刃は物ものを向けるのは、俺が許さない」


　町中では目立つので、剣けんは下げていない。だが曹鉄もまた、袖そでの下に手のひらほどの大きさの小剣を常に携たずさえていた。それを構えて赤烏を睨にらみ上げる。


　赤烏は動かない。つり上がった細い双そう眸ぼうが光る。曹鉄は内心で驚おどろいていた。隙すきがない──両手はだらりと下がっているのに、これっぽっちの隙もないのだ。


「ごめんごめん、ちょっとふざけただけ」


　彩蝶がヒョイと赤烏の前に立つ。


「隠されると見たくなるものさ。大だい丈じよう夫ぶ、皮ひ膚ふは切れてないだろう天青」


「そ……そうだけど」


　額にぴたりと手を当て、背を向けて俯うつむいている天青が答えた。つまり赤烏は、額に巻いた布だけ裂けるほどの手練てだれなのだ。


「ごめんねえ、天青。ほら、あたしの晒さらし布をあげるから許しておくれよ」


　彩蝶は天青の脇わきに、まだ新しい布を差し入れた。


　天青は数歩移動して大きな木の陰かげに入り、ごそごそと布を巻き付けている様子だ。


「よほどその痣を気にしてるんだね」


　問われて曹鉄は「らしいな」とだけ答えた。


「曹鉄も見てないの、痣」


「ああ。ない」


「そっか。悪いことをしたなあ」


　未まだ背中を向けている天青を見ながら彩蝶は言ったが、曹鉄には本心とは思えない。


　賢かしこすぎる踊おどり子と、強すぎる用心棒──いったいこのふたりは何者なのだろうかと疑念を抱いだかずにはいられなかった。
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　翌日の正午頃ごろ、曹鉄と天青、そして鶏冠は一座を離れることとなった。


　黄楊を守るためとはいえ、宴うたげの場であれだけ目立つ行いをしてしまった鶏冠である。これ以上一座にいるのは危険だと判断したのだ。


　一座は全員で……彩蝶と赤烏を除く全員で見送ってくれた。ふたりの姿は朝から見えない。荷物のほとんどはそのままに、忽こつ然ぜんと消えてしまったのだ。


　鶏冠はひとりひとりにしっかりと手を握にぎられながら、別れを惜おしまれていた。


「あんたのメシがもう食えないのかと思うと悲しいぜ」


「猪いのししの蒸むし焼きは一生忘れないわ」


「豚ぶたに蜜みつをつけて焼いたのも、絶対忘れねえ」


「美しかった女形姿も忘れねえ」


　いつもと変わらぬ無表情のまま、鶏冠は返事に困っている様子だった。料理と女装ばかり誉ほめられるので、どう返していいのかわからなかったのだろう。


　最後に、お頭かしらが歩み寄ってきた。


「あんたたちには本当に世話になった」


　誰よりも深く頭を下げて言う。傍かたわらにはすでに泣きそうな顔の黄楊を伴ともなっている。


「いくら礼を言っても足りねえくらいだ──ことに鶏冠、あんた、いっつもつまらなそうな顔ばかりしているが素す晴ばらしい人だ。料理がうまいだけじゃない。あいつを埋うめた夜に聞かせてくれた言葉を思い出すたびに、わしは胸が震ふるえてくる。悲しみは大きいが、それを乗り越こえなくちゃいかんと思える。……この子のためにも、な」


　父親の大きな手が、黄楊の頭を撫なでた。


　母を失った悲しみでいくぶんやつれてしまった少女は、別れに泣いたりしないようにと頑がん張ばりながら、鶏冠の手を取る。


　ありがとう、と小さな声が言った。鶏冠は黙ったまま、黄楊の小さな手を握り返す。


「ほんとにあんたは……神官様のようだったよ。これから先の道中、充じゆう分ぶんに気をつけてな」


　お頭に神官様のようだと言われた神官は、微び妙みように困ったような顔を見せて「ありがとう。世話になった」とだけ返した。


　その横では天青が、黄楊に真っ赤な眼めを見せまいとしてそっぽを向いている。


「天青、黄楊にちゃんとさよならを言え」


　曹鉄が突つついても、よそ見をしたままもごもごと「じゃあな」と言うだけだった。黄楊はそんな天青を見て少し笑い、「元気でね」と返す。子虎はぐりぐりと黄楊の膝ひざに頭を押しつけて、別れを惜しんでいた。


　みなの見送る中、三人と一頭は歩き出した。


　曹鉄が曲がり角の手前で振ふり返ると、まだ一座は同じ場所にいる。綱つな渡わたり芸人は高い木に綱を渡した上から大きく手を振っていた。天青は角で立ち止まったまま、いつまでもみなを見ている。曹鉄が呼ぶと、やっと振り切るようにして小走りに進んだ。


「鶏冠、神官のようだと言われていたなっ」


　自分の悲しみを隠すように天青が言う。


「神官だから、神官のようでいいのだ」


「女の格好があんなに似合う神官もそういないよな」


「黄楊と別れるのがつらいからといって、私にあたるな」


「なっ、なんだよそれっ！　誰もそんなこと言ってねーし！」


　すっかり耳に馴な染じんだふたりの小こ競ぜり合いを聞きながら、曹鉄はやや後ろを歩く。


　いよいよ鶏冠から逃にげる算段について考えなければならない。まだ中心部ではないにしろ、都に入っているのだ。一座とも別れたし、このへんで鶏冠を撒まかなければこのまま王宮に入ってしまう。一度入れば逃げるのは困難だろうし、慧眼児ではないとばれれば、天青も曹鉄自身も命に関かかわる。


　まずは、時間を稼かせぐことが必要だ。


　このまま歩き続けたとすれば、明日の夕刻には鳳凰宮に到とう着ちやくしてしまう。幸い、お頭が銀貨を持たせてくれている。どこか適当な宿を見つけて早めに入り、進む速度を落としたい。


　日が暮れるより前に、賑にぎやかな街中に入った。商家が軒のきを連ね、食堂からもいい香かおりが流れてくる。天青が「ハラへったあ」と言い出したのを機に、曹鉄は口を開く。


「そろそろ食事をして、このへんで宿を見つけよう」


「食事はともかく、今夜はこのまま進むほうがいい。もう鳳凰宮は目の前だ」


　予想どおりの反応を見せた鶏冠に「だが危険だろう」と返す。


「王宮が近いだけに、俺たちを煙けむたく思う連中が最後の手段に出てくるかもしれない。そんな時に夜どおし歩けば、襲おそってくださいと頼たのんでいるようなものだ」


　鶏冠は返事をせずに思案顔を見せる。あと一息だ。


「それに、天青をこのまま王様の前に出していいのか？　お言葉を拝した時の、受け答えの練習をさせておく必要があると思うんだが」


「そんなもんいらねーよ」


　すかさず応こたえた天青を横目で見て「確かに必要だ」と鶏冠が呟く。


　結局一行はまず腹ごしらえをしてから、裏通り沿いの安宿に落ち着くことにした。鶏冠は宮中に戻もどれば食べられなくなる肉料理ばかりを注文し、天青に「なまぐさ神官だな」とからかわれていた。


　部屋に入り、荷物を置いた鶏冠が廁かわやへ立った隙を見て、曹鉄は天青に囁ささやく。


「もうぎりぎりだ。今夜逃げるぞ」


「……やっぱ、逃げんの？」


　声を低めて天青が聞く。


「あたりまえだろう。このまま鶏冠と宮中入りする気か？」


「そりゃ無理だけど……けど、オレたちが逃げたらさ、鶏冠は罰ばつを喰くらうんじゃないのかな。オレたちを連れてくるのがあいつの仕事なんだろ？」


　曹鉄の懸け念ねんは当たってしまった。天青は鶏冠に情が湧わいてしまっているのだ。気持ちはよくわかる。曹鉄だって、今では鶏冠が悪い男ではないのは──にこりともしない愛あい想そなしではあるが、人の痛みをきちんと理解する男だというのは承知だ。


「……しかたがないことだ」


　膝を抱かかえて考え込む天青の肩かたに手を置き、曹鉄は言った。


「俺たちがこのまま王宮へ入ったとしても、偽にせ者ものだとばれて、結局鶏冠は罰を受ける」


「なんとかごまかせないかな……」


「無茶を言うな。相手は王様だぞ？　それに、偽者を連れて来るよりは、まだ途と中ちゆうで逃げられたほうが罰は軽くすむ」


「そういうもんなの？」


「ああ」


　噓うそも方便──曹鉄は自分にそう言い聞かせる。どちらの罰が重いのかなど、本当のところはわかるはずもない。だが今は天青を守るほうが先決だ。曹鉄はそのためにハシバミの村を出てきたのだから。


「柘榴婆のところから、眠ねむり薬をくすねてきた。鶏冠は眠る前に必ず水を飲むから、それに混ぜればいい」


「ここを逃げたあとはどこへ？」


「都の北に爺じいさんの知り合いがひとりいる。まずはそこを頼たよろう」


　そこまで話したところで鶏冠が戻ってきた。


　曹鉄はさり気なく天青から離はなれ、剣けんの手入れを始める。べつに今しなければならないわけではなかったが、要は間を持たせたかったのだ。いつもの鶏冠ならば、天青と曹鉄の姿が確かく認にんできる場所で書物を読み始めるのが常だった。だが今日に限って、曹鉄の背後に立ったまま、剣を磨みがく様子を眺ながめている。


「……なんだ？」


　振り返って尋たずねると「いや」と短く答えた。


「なんだ。用があるなら言えよ」


「用などない。……ちょっと出てくるが、おまえたちはここから離れるなよ」


「もう遅おそいぞ。狙ねらわれているのを忘れたのか？」


「この格好ならば神官とはわかるまい。すぐに戻る」


　鶏冠は一座の中にいたあいだと同じ、白いパジチョゴリと浅黄色のチョッキのままだ。髪かみも庶しよ民みん風ふうに結ゆってある。とはいえ整いすぎた顔かたちはやはり目立つ。


　旅を初めてから、鶏冠が単独行動を取るのは初めてだった。なにかあるのではないかと踏ふんだ曹鉄は「用心しろよ」とだけ言って再び剣の手入れに戻ったが、鶏冠が部屋を出て一呼吸置くと自分も立ち上がる。子虎と遊んでいた天青が顔を上げた。


「曹鉄？　どこ行くんだよ」


「奴やつのあとをつけてみる。おまえはここで待っていろよ」


　上うわ衣ぎの内側に小刀を隠かくし、曹鉄は宿を出た。時間はとうに戌いぬの刻を回っているが月の明るい夜だ。酒場からは男たちの笑い声が溢あふれ、酔すい客きやくが店の前で潰つぶれている。


　鶏冠はまず、大通りにあった漢方薬を扱あつかう店の前で止まった。


　店はすでに閉まっていたが、戸口をしつこく叩たたき、強ごう引いんに開けさせる。


　閉口顔の店主が出てきて、鶏冠が手にしたなにかを見ると途と端たんに相好を崩くずす。金だろう。鶏冠はなにか高価な薬を買いにきたらしい。


　薬の包みを受け取ると、へこへこと頭を下げる店主に見送られて鶏冠はまた歩き始めた。曹鉄が立っている方角に踵きびすを返すのでやや慌あわてたが、物もの陰かげに身を潜ひそめてやり過ごす。


　庶民とは違ちがい、姿勢が良く上体がほとんど揺ゆれない歩みで、今度は細い路地に入っていく。


　途中で人を呼び止め、なにかを聞いているようだ。目的地への道を尋ねているのかもしれない。王宮に近いこの街に知人がいたとしてもおかしくはないが、ならば道を聞くというのもおかしな話だし、そもそもどうしても今夜会う必要があるとは思えない。


　あたりの様子からして、裕ゆう福ふくな者たちの暮らす地域ではない。かといって、隷れい民みんたちの居住区でもないので、中流以下の良民や常民らが住んでいるのだろう。


　一いつ軒けんの家の前で鶏冠が立ち止まる。


　呼びかけると中から初老の女がひとり出てきた。話し声は聞こえないが、鶏冠がなにか言うと驚きよう愕がくの様子を見せている。鶏冠は中に招かれて、戸口が閉まる。


　曹鉄は足音を殺して家の前に移った。


　隣りん家かとの細い隙すき間まに入り、壁かべの隙間に耳を当てる。安やす普ぶ請しんなので、中の会話は容易に聞き取れた。


「──そうですか、あの子は死にましたか……」


「詳くわしい事情はわかりませんが、旅の途中だった様子です。賊ぞくにあったのかも知れませぬ。息絶えるまでご母堂を心配しておいでで、私にこれを託たくされたのです」


　ガサリと紙包みの音がする。


「……孝行者の息子むすこでした。貧しい中で必死に学び、宮中武官にまでなったのです。そのあとも胸を病やんでいる私を気き遣づかい、俸ほう禄ろくのほとんどを薬代に使ってしまうような……」


　声を詰つまらせて母親が泣き、途中で激しく噎むせる。鶏冠が「大だい丈じよう夫ぶですか。深く呼吸して」と気遣う様子が聞き取れた。


「他ほかにご家族は？　あの武官殿は妻帯していらっしゃるのではないのですか」


「嫁よめは五年前の流行はやり病やまいで……私が代わりに死んでやりたかった……」


「そんなふうに仰おつしやるものではありません。人の生き死には天が決めること。ご母堂が生き残ったのもきっとなにかの意味があるのです。さあ、この薬を──息子さんの想おもいを無む駄だにすることなく、元気な身体からだに戻ってください」


「あ……ありがとうございます……」


　礼を言う声が震ふるえている。


「たまたま通りかかっただけというのに、なんとご親切な方でしょう。どうかお名前をお聞かせください。もしや高貴な方なのではございませんか。庶民の出いで立ちをされていても、お顔を見ればわかるものです」


「いいえ、名乗るほどの者ではありませぬ」


　衣きぬ擦ずれの音がする。鶏冠が立ち上がったのだ。


「これは残りのお金です。薬がなくなったら、また買うといいでしょう。医者に診みせることも忘れずに」


「本当に……本当にありがとうございます」


　ゴトリと、立て付けの悪い戸口が開いた。鶏冠は一礼して家の前から去る。女は身体を畳たたむほどに頭を下げ、鶏冠の姿が路地を曲がるまでずっと見送り続けていた。


　曹鉄は女が家に入るのを待ち、自分も歩き出した。


　角を曲がるなり、鶏冠と目があってぎょっとする。曹鉄を待ちかまえていたようだ。


「尾び行こうはうまくないようだな」


　とうに気づいていたのだ。まったく、油断のならない男である。


「……あれは……俺が殺した護衛官の親か」


「そうだ」


　あっさりと認め、「母親の病については、旅の道すがらに聞いていた」と補足する。


「金貨はおまえがくすねたのかと思っていた」


「私は神官だ。盗ぬすみなどしない」


「肉は食うけどな」


　鶏冠が押し黙だまり、わずかだが視線を宙に浮うかせた。


「そんな困った顔をするな。冗じよう談だんだ」


「困った顔などしていない」


「してる。目玉の動き方でわかる。……最近俺は、あんたの顔を読むのがうまくなってきた」


「役に立たぬ特技だな」


　突つっ慳けん貪どんに言って歩き始める。


　曹鉄も横に並んだ。路地裏から猫ねこが一匹ぴき走り出て、月を見上げて一声鳴いた。夜道はだいぶ人通りが少なくなっている。


「──なぜ言わなかった？」


　言葉の足らない問いを投げかける。なぜ護衛官の事情を話さなかったのかという質問だ。


「俺が気に病むとでも思ったか」


「どうして私がおまえにそんな気を遣つかわねばならないのだ。おまえが殺した男には病の母がいて、買収されたのも仕方ない……そんな事情説明が欲しかったのか？　説明したところで、死んだ護衛官は生き返らない。おまえはあの時、自分が為なすべきことをした。それだけの話だ」


「だが人殺しだ」


「あの男を殺したのは私だ」


　思いがけない言葉に、曹鉄は足を止めた。


　二歩まで先を行き、鶏冠も止まる。柳やなぎの木の下でゆっくりと振ふり返るが、月がちょうど雲に隠れ、どんな顔をしているのかはわからない。


「……どういう意味だ」


「旅の護衛を武官から選べと言われた。私はさして宮中に知り合いもいない。神しん殿でん周囲の警護を担当していて、時々言葉を交かわすあの男を指名したのも、特別な理由があったわけでもない。だがそのせいで彼は暗殺者に仕立て上げられた」


　雲が切れた。月明かりが蘇よみがえり、鶏冠の白い顔が闇やみの中にスゥと浮かぶ。


「おまえが人殺しであるように、私もまた人殺しだ」


　違ちがう、不可抗こう力りよくだ──曹鉄はそう言おうとして口を噤つぐんだ。理り屈くつでは鶏冠もわかっている。それでも自分を責めずにはいられないのがこの男なのだ。あるいは神官であるがゆえの、己おのれに対する厳しさなのか。


「俺はあの男を殺あやめたことを悔くやんではいないぞ」


「知っている」


「俺は天青のためならばなんでもする」


「……弟のようなものだからか？」


　再び歩き始めながら鶏冠が聞いた。曹鉄は大おお股また二歩で追いつき「それもあるが」と答える。


「あいつは命の恩人だ」


「川で溺おぼれて助けられたか」


「おい、俺は子虎ではないぞ。──五年ほど前の話だが、村人がひとり死んだ。あんたも登ってきた山道で、剣けんで斬きられていたんだ。そばには俺の剣が……祖父の形見が落ちていた。べっとりと血に汚よごれてな」


「ずいぶんわかりやすい証しよう拠こだ」


　鶏冠の感想に、曹鉄は失しつ笑しようする。確かにお膳ぜん立だてが整いすぎていた。形見の剣はいつでも見られるようにと壁にかけてあり、盗み出すことは可能だった。


「死んだ男とは、以前揉もめたことがある。向こうの畑の手入れが悪く、葉は喰くい虫がこっちの畑にまで飛んでくるのでなんとかしろと文句をつけたんだ。たったそれだけで、人を殺していたらきりがない。だが村人たちは聞く耳持たずだ。三日間、村長の土蔵に閉じ込められ、役所に突き出される寸前……天青が助けてくれた」


「慧眼の力で真犯人を見つけ出したのか？」


「そうだ」


　額にある第三の眼めで欺ぎ瞞まんに満ちた者を看破した──と鶏冠は思っただろうが、もちろん現実は違う。


　天青は曹鉄を信じてくれた。理由などなにもなくても信じていた。十歳になっていなかった頃ころだ。今よりももっと大きな眼を潤うるませて「曹鉄がそんな真似まねするはずない」と言ってくれた。


　具体的に助けてくれたのは、実のところ柘榴婆だ。「おまえの爺じいには世話になったからな」と言って、死んだ男の周辺を調べ出した。すると、死んだ男の妻が、夫以外の村人と通じていた事実が出てきた。密会の約束を聞きつけ、藪やぶに潜ひそんでふたりの話も盗み聞いてくれた。


　──うまくいったわ。誰もあんたの仕し業わざだなんて思っていない。


　──あとは役所に任せりゃいい。人殺しは死罪か、よくても流る刑けいだ。少し時間がたったら、俺たちも所帯を持てるぞ。それにしたって、くそ重い剣だったぜ。


　ことの次第を把は握あくした柘榴婆は、曹鉄を救うために天青の額にある傷を利用した。あるいは柘榴婆はどこかで慧眼児の伝説を聞いたことがあったのかもしれない。


「天青がいなければ、俺はもう死んでいる」


「なるほど、恩人だ」


　鶏冠も深く頷うなずく。


「早く戻もどっておまえの恩人に敬語というものを教えなければ……おい」


　鶏冠が通りの先を指さした。誰かが走ってくる。無む我が夢む中ちゆうの様子は天青に違ちがいない。さらに、そのあとを複数の男たちが追ってくるのがわかった。


「来たか！」


　とっさに剣を抜ぬこうとした曹鉄だが、宿に置いてきたことに気づく。小刀を手に走りながら後こう悔かいした。目で数えると相手は四人。剣がないのはかなり痛い。


「鶏冠、天青を頼たのむっ」


「わかった」


　裸足はだしのままで走ってきた天青を抱だき取り、鶏冠は路地に入ろうとした。だがぎくりと足を止めてしまう。路地からも剣をかざした男が出てきたのだ。


　闇に溶とける黒装束。みな頭ず巾きんで顔を隠かくしている。


　六人に囲まれてしまった。


　鶏冠は天青を庇かばうように抱かかえたまま固まっている。逃にげ場がない。


　くそう──奥歯を強く嚙かみしめて、曹鉄は男たちを睨にらみつけた。


　状じよう況きようが悪すぎる。


　たとえ曹鉄が最初のひとりから剣を奪うばえたとしても、次の誰かの相手をしているうちに天青たちに手を出されてしまう。多勢に無勢、しかも相手は雑魚ざこではなく、裏仕事のために鍛きたえられた男たちだ。


　全身が緊きん張ちようし、こめかみを汗あせが伝う。


　四人……死ぬつもりで戦えば四人は倒たおせる。


　だが、残るふたりから鶏冠と天青は逃げ切れるのか。


「観念しろ。あがけば苦しみながら死ぬことになるぞ」


　一番手前の男が頭巾の下からくぐもった声を出す。


　このままじっとしていても斬り込まれるだけだ。一か八か、先に動くしかない。


　曹鉄のつま先がぐっ、と土に食い込んだ時──馬の嘶いななきが高く聞こえた。


　黒装束たちに動どう揺ようが走る。


　近づく蹄ひづめの音は一頭ではない。人間の走る足音もずいぶんな数だ。地じ響ひびきが伝わり、まるで兵の一団が近づいてくるようだった。


「まずい。退ひけッ」


　黒装束たちは、蜘蛛くもの子を散らすようにばらけて逃げていく。


　ひとりは裏道を、ひとりは民家の屋根へ、ひとりは石いし垣がきの上へと、退路はさまざまだ。特別な訓練を受けていなければこんなふうには動けない。


　怒ど濤とうのように駆かけてきた馬は、二頭が逃げた者たちを追い、曹鉄の前を走り抜けていった。


　後に続くのは、見み間ま違ちがいでなければ王宮の兵たちだ。


　中なか程ほどの馬は旗を掲かかげている。月夜に翻ひるがえる旗印はあまりに見覚えのある絵え柄がらだった。鶏冠が「来たか」と安あん堵どしたように呟つぶやくのが聞こえる。


「おい、どういうことだ」


「王宮からの使いが来たのだ。やれやれ、助かった」


　鶏冠は安堵したようだが、天青と曹鉄にはこれはまた別の意味で困った事態だ。


「なぜ俺たちがもう都に入ったと知っている？　おまえ、誰かと連れん絡らくを取っていたのか」


「そんな暇ひまがあったように見えるか？　誰が知らせたのかは、一目瞭りよう然ぜんだろう」


「なにを言って……」


「そ、そそそ、曹鉄っ、あれ！」


　天青が素すっ頓とん狂きような声を上げ、近づく馬を凝ぎよう視ししている。


　並み足でやってくるのは、旗を掲げた黒くろ鹿か毛げの馬だ。


　その後ろに見事な体たい軀くの白馬が続き、周囲を屈くつ強きような兵たちが囲んでいる。白馬に跨またがる人物を見て、曹鉄はもう少しで大声を上げてしまいそうだった。


　見事な刺し繡しゆうの衣装は襟えりの詰つまったモンゴル風だ。庶しよ民みんどころか貴族でもそうそう手に入る代しろ物ものではなかろう。長い黒くろ髪かみは結ゆい上げず、垂らしたまま編んである。編み紐ひもを飾かざる玉が月の光に煌きらめいていた。


「危ないところだったな？」


　月の精もかくや、とばかりに笑う顔はあまりに見覚えがある。


　天青が「さ、さ、彩……」とどもりながら指をさし、鶏冠がパシリとその指を叩たたいて下ろさせた。


「指さすなど無礼もはなはだしい。ふたりとも頭を下げよ」


　鶏冠はそう言って、肘ひじを張った腕うでを額の高さまで上げ、手のひらを重ねて頭を垂れる挨あい拶さつをした。宮中において、自分より身分の高い相手にする挨拶である。今はこんな格好をしているが鶏冠はそもそも貴族であり、宮中神官だ。それより身分が高いとなると──。


　なにをしている、と鶏冠が小声で急せかした。


「早くご挨拶をしろ。──畏おそれ多くも王子の御おん前まえだぞ」


　天青がパカッと音のしそうな勢いで口を開けた。


　その様子を見て、頭上の王子が……曹鉄にはどう見ても彩蝶にしか見えない王子が、声を立てて笑った。


[image: ]




　　　　８







　うまい。


　まずい。


　かなりまずい。相当まずい。


　でもすごくうまい。美味だ。だが状況はまずい。


　ずらずらと器うつわが並ぶ膳ぜんの前で銀の箸はしを持ち、顔に飯めし粒つぶをつけたまま天青は「なあなあ、どうするんだ？」と聞いた。向かいに座る曹鉄への問いかけだ。


「……逃げたいのは山々だが……」


　腕組みをしたまま考え込み、曹鉄の箸はあまり進んでいない。


「王宮から逃げるのは並なみ大たい抵ていじゃないぞ。だだっ広いうえに道は複雑だし、武官と兵がうようよしていて、夜になれば門は閉ざされ、城じよう壁へきは高い。おまけに俺たちは王に招しよう聘へいされたわけだから勝手に出歩くのすら…………おまえ、こんな時によくそうも食べられるな？」


「むぐ……らって」


　だって、と言おうとしたのだが口が一いつ杯ぱいだったのでおかしな発音になってしまった。


　天青だって、大変な状況になったと思っている。


　あわや殺されるかという場面で、彩蝶と同じ顔をした王子に救われた。鶏冠は「世せい子しの藍らん晶しよう王子だ」と教えてくれたが、天青には未いまだに信じられない。


　混乱したまま、馬に乗せられての王宮入りだ。


　ザクザクと歩く大勢の兵に囲まれ、逃げる隙すきなどあるはずもない。一番大きな門の前に到とう着ちやくすると、王子だけがそこから王宮に入っていった。光こう呼こ門と呼ばれる正門は王族と大神官しか使えないそうで、天青たちはさらに城壁を回り、別の門より入城する。


　王宮はその内部に村のひとつやふたつは入りそうなほどに巨きよ大だいで、いったいいくつの門があるのか見当もつかない。


　門の内部には、ずらりと並んだ神官たちが待ちかまえていた。


　天青がざっと目で数えたところで約六十名。ほとんどは薄うす水みず色いろの上うわ衣ぎを纏まとっているが、最前列に立っている数名は濃のう紺こんの衣ころもだ。一番年とし嵩かさのひとりだけが金に近い黄色の衣を纏っている。どうやら同じ神官でも位の上下があるらしい。


　馬から下りると鶏冠に連れられ、神官たちの前に立たされた。


「胆たん礬ばん様、ただいま戻りました。これなるが慧眼児の天青にございます」


　鶏冠が頭を下げるので、天青も一応真似まねしておく。


　胆礬大神官は天青を見ると「遠路ご苦労であった」と声をかけ、次に天青の顔を上げさせてじっくりと眺ながめる。真っ白な髪かみをした、仙せん人にんのような人だった。


　目が合うと、にこりと笑う。


　笑い返すのも失礼かもしれないと、天青は戸と惑まどった。眼めを大きく見開いたまま動けないでいると、しわしわの手が伸のびてきて汚よごれた頭を撫なでてくれる。それきり、なにも言わずに大神官は立ち去ってしまう。


　鶏冠は次に、残りの神官たちに天青を紹しよう介かいした。濃紺の衣を着た連中はじろじろと、まるで値ね踏ぶみするような視線をよこす。中でも一番前に立っていた色黒の男は、あからさまに軽けい蔑べつした眼まな差ざしで、「これが慧眼児だと？」と眉まゆをひそめた。鶏冠が「はい琥珀様」と伏ふし目がちに答える。こいつが噂うわさの琥珀かと改めて見れば、確かに野心満々の顔つきだ。神官といえど、みなが鶏冠のように淡たん々たんとした顔でいられるわけでもないらしい。


「このぐしゃぐしゃ頭の、裸足はだしの子供が？」


「つい先ほどまで、悪漢に追われていたのです。お察しくださいませ」


「子供、身分を申せ」


　捨て子だったのでわかりません──というのが正しいが、面めん倒どうなので常民ですと答えておいた。琥珀は睥へい睨げいして鼻で嗤わらう。とことん感じの悪い男だった。


「鶏冠、騙だまされているのではないか。ただの褒ほう美びめあてかもしれんぞ」


「そのようなことはございません」


「どうだかな。良民ならばまだしも、常民から慧眼児が出るとは思えぬ」


　慧眼児がいると己おのれの立場が危ないからといって、その言いぐさはないだろう──よほど嚙かみついてやろうかと思った矢先、「まあまあ、琥珀殿どの」と割って入ってきた神官がいた。


　やはり濃紺の衣だが、琥珀とはまるで雰ふん囲い気きが違ちがう。丸みのある身体からだつきに、下がった目め尻じり、声こわ音ねもずっと穏おだやかだ。


「現世の身分は人が作ったもの、神の子である慧眼児には関係ないことです」


「ほう。辰砂殿はこの子供が慧眼児に見えると？」


「それは王様が見み極きわめてくださいます。まずは遠路はるばるやって来た労をねぎらおうではありませぬか。天青とやら、よくおいでになった。まずは疲つかれを取りなさい」


　辰砂というと、もうひとりの大神官有力候補だ。こちらは天青を歓かん迎げいしてくれている。なるほどこの懐ふところの深さならば人望も得られようと思った天青だった。


　天青たちが与あたえられたのは、安宿とは比べものにならないほどの立派な部屋だった。座ざ布ぶ団とんなどふかふかすぎて、乗ったと同時に転がりそうなほどだ。


　部屋に落ち着くと、辰砂の計らいで、大きなたらいに湯が張られた。


　温かな湯で汗あせを流せば、疲れもずいぶん癒いえる。夜食には胃に凭もたれない五ご味み粥がゆが出され、ふかふかの布団が敷しかれた。


　そこまでは昨晩の話だ。


　今朝は今朝で、起きれば女官が顔を洗う水を運んでくれる。新しい服を用意してくれる。髪に櫛くしを入れ、擦すり傷きずに軟なん膏こうを塗ぬってくれる。


　さらには豪ごう勢せいな朝食が用意され、至いたれり尽つくせりである。それでも曹鉄の顔は昨晩からずっと眉み間けんに皺しわを刻みっぱなしだ。


「オレだって食ってる場合じゃないとは思うけどさ……けど、今を逃のがしたら、こんな料理は一生食えないわけだし」


　まだ朝だというのに、すごい品数である。宮中ではこれが普ふ通つうなのか、特別に用意されたものなのかはわからないが、膳がふたつに器は十ほどもあろうか。


　たっぷりと具のつまった饅頭マンドウに、アワビの甘あま醬しよう油ゆ煮に。


　滋じ味み溢あふれる鳥のスープには高価な人にん参じんが入っている。見ても食べてもなんなのかわからない料理もあったが、わからないけれど美味ならば問題ないわけで、天青は今だけは胃が三つばかり欲しい気持ちだった。


「なあ曹鉄、昨日のあれって彩蝶だったよな？」


　一度箸を置いて尋たずねる。子虎もさきほど新しん鮮せんな生肉をもらい、今は満腹で天青のあぐらにすっぽり収まって眠ねむっていた。


「……ああ」


「なんで彩蝶が王子になってんの？」


「逆だろう。王子が彩蝶になっていたんだ。考えれば考えるほど、とんでもない話だけどな。世子が身をやつして王宮の外に出るなんて……大だい胆たんを通り過ぎて無む謀ぼうだ。まあ、あの鶏冠が彩蝶に逆らえずに女装をした理由はわかった。王子の命令ならば逆らえるはずもない」


　だよなあ、と天青が頷うなずいたところで「失礼いたします」と声がかかる。


　部屋の入り口に、膳を持った少女が立っていた。


　俯うつむきがちに「若わか布めの汁しる物ものをお持ちいたしました」と言う。さきほど膳を調ととのえてくれた女官たちとはチョゴリの色が違う。


「これで全部じゃなかったの？」


　まだ料理があったのかと天青は聞いた。はい、とごく小さな声で少女が答える。


「汁物は温かいほうがよろしいかと……別にお持ちしました。ごゆっくりお召めし上がりを」


　なるほど、銀色の器からはまだほかほかと湯気が立っている。少女が退室すると、天青はさっそく匙さじを手にした。若布の汁物は庶しよ民みん的な料理でふだんも口にしているが、宮中のものならばひときわ美味なのだろう。


　掬すくい上げ、口にしようとした瞬しゆん間かん、膝ひざの上で寝ねていた子虎が跳はねるように動いた。


「うわっ」


　前まえ脚あしの爪つめが天青の右手を引っ搔かく。


　この子に爪を出されたのなど初めてだったので、驚おどろいて匙を取り落としてしまった。匙はカランと床ゆかの上に落ち、せっかくの汁も零こぼれてしまう。おまけに天青の手首には浅い傷ができ、薄く血が滲にじんでいる。


「こらっ、おまえ爪なんか出してっ」


　子虎を叱しかろうとした天青を曹鉄が「待て」と止める。膳から器を取って立ち、窓から中身を捨てた。


「あっ、なにすんだよ、もったいない」


　天青は文句を言いながら、自分も窓辺に移る。


　すると匂においを嗅かぎつけたのか、ふらりと現れた野の良ら猫ねこが汁の具を食べ始めた。食べきらないうちに痙けい攣れんを起こし始め、やがて四し肢しを突つっ張らせ、口から泡あわを吹ふいて動かなくなる。


「げっ……」


　天青は目を剝むき、曹鉄が「やはり、か」と呟つぶやく。


「毒だな」


　背後からの声に振ふり返ると、いつのまにか鶏冠が立っていた。もう庶民の格好ではない。糊のりの利きいた神官服は薄い水色で、髪は後ろに垂らし、組紐メドウプのついた帽ぼう子しを被かぶっている。


　窓辺まで進むと横たわる猫を見て「誰が運んできた？」と尋ねる。


「女官だよ。白いチョゴリに小豆あずき色いろのチマを着てた」


「それは女官ではなく、下働きをする隷れい民みんだ。誰かに命じられたか、脅おどされたか……毒殺は宮中では常じよう套とう手段だからな」


「おい。こっちは殺されかけたんだぞ。もう少し驚けよ」


「驚いている。顔に出ないだけだ」


　鶏冠はそう言って、細い眉をわずかばかり寄せた。


「すでに宮中に入ったというのに、まだ諦あきらめないとはな。……早く大神官の見分を済ませてしまったほうがよい。でないといつまでも枕まくらを高くして眠れぬぞ」


「……いや、べつにそれは急がなくても……」


　子虎をしっかと抱だいたまま、つい視線が彷徨さまよってしまう天青である。


　困った事態になった。こうなれば、最後まで慧眼児のふりを通すしかないだろうか。しかし都の神官や、まして王様が、村人たちのようにたやすく騙されてくれるのだろうか。


「あのさ……昨日並んでいた中で、浅黒い肌はだの、目つきの悪いのが琥珀神官だよな？　オレのことを邪じや魔ま者もの扱あつかいしていたやつ」


「そうだ。あのあとも呼びつけられて、くどくどとうるさ……いろいろお尋ねになった」


「あいつ、よっぽど大神官になりたいんだろうな」


「口には出さぬがな」


　もう、琥珀でいいじゃん──天青はそう思い始めていた。


　権力構造で考えれば琥珀が妥だ当とうな線なのだとしたら、天青は慧眼児として琥珀を指名すればいいのだ。それで命が助かるのならば一ひと芝しば居いうつくらいなんでもない──というよりも、他ほかに手だてがない。


　そもそも、誰が大神官になろうと、天青にとってはどうでもいいことなのだ。


「早さつ急きゆうに大神官見分の日取りを決めるよう、私からも胆礬様にお願いしておく。……さあ、食事はすんだのだろう？　行くぞ」


「どこへ行くんだよ」


「王子様がお待ちかねだ」


「彩蝶が？」


　鶏冠がひた、と天青に視線を据すえる。


　胸の前で重なっていた手のひらが解けたかと思うと、目の前に伸のびてきて、天青の唇くちびるをむにっと摘つまんだ。


「んむむむむっ、な、なにすんだよっ」


「あのお方は藍らん晶しよう王子様だ。間ま違ちがっても彩蝶の名を口に出すな」


「だって彩蝶はつまり……」


　もう一度摘まれそうになり、慌あわてて飛び退ひく。


「絶対に言ってはならぬぞ。それこそ命がないと思え。……私だって最初に彩蝶を見た時は、心臓が口から出るかと思うほどに驚いたのだ」


「わかった。わかったよ」


「では王子のいらっしゃる東とう宮ぐうへ参る。……ああ、紐ひもが解けているではないか」


　天青はチョゴリの上に、青いチョッキを着ていた。腰こしを覆おおう長さで、前身ごろは三箇か所しよの紐で縛しばるのだが、その真ん中が解けていたのだ。


　鶏冠に服を整えてもらい、曹鉄と共に部屋を出る。


　護衛の武官が前後に付いて宮中を歩く。昨夜初めて足を踏ふみ入れた時には暗くてわからなかったが、さすがは王族の住まう場所だ。なにからなにまで壮そう大だいにして豪ごう奢しやだった。物もの珍めずらしさにあちこちをぐるぐる見回せば、首が痛くなりそうなほどだ。


　高い月台の上、ひときわ大きな二層の建物が見えた。


　陽光に輝かがやく藍あいの瓦かわらに朱しゆ塗ぬりの柱。ハァ、とため息をつけば曹鉄が「清せい心しん殿だ」と教えてくれる。数歩前を行く鶏冠がくるりと振り返り「よく知っているな」と曹鉄を見る。


「……祖父から聞いておりましたから」


「宮中武官だったということか」


「そんなところです」


　素っ気なく答える。曹鉄の祖父が宮中武官だったのは天青も知っていたが、詳くわしい話は聞いたことがない。


「なあ鶏冠」


　呼びかけた途と端たん、曹鉄の肘ひじに脇わきを突かれた。天青は慌てて「け、鶏冠様」と言い直す。


「あの大きな建物って、なにするところですか」


　どうにも口がむずむずするが、他者の耳がある場所で神官に無礼な口は利けないのだ。


「公式行事が行われる、一番大きな建物だ。ここからだと後ろ姿になっているが」


「じゃ、あそこに王様が？」


「ふだんの執しつ務むはあちらの思し政せい殿でんでなさる」


「ここっていったいいくつの建物があるんだよ……じゃなくてあるんですか」


　天青の素そ朴ぼくな質問に、鶏冠はやや首を傾かしげた。


「殿が九つ、堂が七つ、閣が……」


「ちょっと待って、殿とか堂とか、どう違ちがうんです？」


「格と用よう途とが違う。一番上が殿。以下は堂、閣、閤こう、軒けん、斎さい、楼ろう、亭ていと続く」


「へー。建物にまで格付けがあるんだ……」


「そろそろ近いぞ。口を噤つぐみなさい」


　小さな川のせせらぐ庭園を抜ぬけると、小こ振ぶりではあるが立派な建物の前に到とう着ちやくする。


「世せい子しのおられる善ぜん詞し堂どうだ。ここでしばらく待ちなさい」


　鶏冠は建物の前にいた男に「慧眼児でございます。お取り次ぎを」と頭を下げた。


　官服を着た初老の男は珍めずらしいことに鬚ひげがない。一度中に入ってすぐに戻もどり、無言のまま右手の動きで「入ってもよい」と告げた。途中で天青の抱かかえていた子虎を示し「それは預かる」と言ったが、子虎が小さいながらも威い嚇かくを見せたので戸と惑まどっている。すると中から「白虎も一いつ緒しよでよいぞ」という声があった。


　控ひかえの間には六人の女官が頭を垂れている。


　さらに奥へと続く境目にかかっている御み簾すを、先ほどの鬚のない男が上げた。促うながされて鶏冠が最初に入る。そのあとに天青、曹鉄と続いた。


　礼れい儀ぎの説明は鶏冠から受けていた。


　まずは正式な礼だ。両肘を張り、手の甲こうを額につけて、お辞じ儀ぎをしながらそのまま正座する。さらに床に頭が付くまで下げてから、ゆっくり立ち上がる──天青は立ち上がる時に少しよろけてしまった。


　クスリと笑う気配がしたが、まだ顔をあげてはならない。


　王子から声をかけられるまでは、王子の顔を見るのも許されないのだ。礼儀など関係のない子虎は、おかしな動きをする人間たちにじゃれつこうとしている。


「座るがよい」


　彩蝶の声に似ているが、よくよく聞けば少年の声こわ色いろだ。今までは作り声を出していたのだろうか。


「王子様にはご機き嫌げん麗うるわしく……」


「面めん倒どうな挨あい拶さつは飛ばせ。一緒に薄うす衣ぎぬを纏まとった仲ではないか、鶏冠」


　鶏冠が言葉に詰つまり、王子はまた笑った。薄衣を纏ったとは、つまり女の格好をしたことを示しているのだ。


「醍だい醐ご、人ひと払ばらいを」


「はい」


　鬚のない男は醍醐という名らしい。風がそよぐ程度の静かな足音が遠のいていく。


「さあ、顔を見せてくれ慧眼児よ」


　天青はおずおずと顔を上げた。上うわ目め遣づかいになるなとさんざん言われたことなどすっかり忘れ、窺うかがい見るように王子を観察してしまった。


　藍晶王子──御歳は十六、麗虎国の第一後こう継けい者しやである。類たぐい稀まれに整った顔立ちに、しなやかな身体からだつき。豪ごう華かな王族の衣装を纏えば、その身体から光が放たれているかのようだ。踊おどり子の格好をしていた時とは違う凛りんとした風ふ情ぜいが、また新しい美しさをこの少年に与あたえていた。


　王子の斜ななめ後ろには、気配すら殺した赤烏が座っている。どうやらこの男だけはどんな時でも王子の近くから離はなれないらしい。


「無事でなによりだ、曹鉄もな」


「畏おそれ多いお言葉です」


　曹鉄は頭を低くして言った。


「三人とも、もっとこっちに寄れ。人払いをしようと、誰かが聞き耳を立てているのが宮中というところでな……ほら、もっと近くだ」


　もう少しで膝ひざが触ふれるような距きよ離りになり、王子の衣装に焚たき込められた香こうが鼻び腔こうをくすぐる。


「まずはおまえたちに詫わびよう。……どうにも慧眼児というものが気になってな。宮中に入るより早く我が目で確かめたかったのだ」


　ふふ、と花が揺ゆれるように笑って藍晶王子は言った。


「私は寿じゆ命みようが縮まりましたよ。あの様子では、何度か抜け出しておられるご様子。万一のことでもあったら……」


「ああ、説教はあとだ鶏冠。私とて興味本位でしたわけではないぞ。父上が慧眼児をお召めしになったと聞いてから、世子として心配していたのだ」


「なにを？」


　思わずそう聞いてしまった天青の後頭部を、鶏冠が平手でパシッと撲なぐった。衝しよう撃げきでやや前方に身体を倒たおしつつ「な、なにをでございますか？」と聞き直す。


「あはは……よい。一緒に川で洗せん濯たくまでしたのだぞ、今さら王子扱あつかいは難しかろう」


「けじめというものがございます」


「おまえは硬かたいなあ、鶏冠。……さて、私がなにを心配していたかだが、簡単にいえば偽にせの慧眼児が来るのではないかということだ」


　ぎくりとしたのは天青だけではなかったはずだ。曹鉄の心臓もひと跳はねしただろう。


「父上は……橄かん欖らん王は信心深いというか迷めい信しん深いというか……神話にも近い慧眼児の伝説を本気にされている」


　反して王子は現実主義者なのだろう。やや困ったような口ぶりだった。


「もちろん慧眼児の言葉だけで大神官をお決めにはならぬだろうが、大きな影えい響きようはあるだろう。そうなってくれば、あくどい手段を考える輩やからも出てくるものだ」


　たとえば、と王子は続けた。


「偽の慧眼児を仕立て上げ、特定の人物を大神官にふさわしいと宣言させる──だとかな」


「王子様はそれをご心配でしたか」


　鶏冠の言葉に若き王子が頷うなずく。


「大神官は我が国の政治を左右する存在だ。胆礬殿は私利私欲に囚とらわれぬ立派な人ひと柄がらであるが、残念なことに欲に囚われぬ者のほうが珍しい」


「お言葉のままにございます。……さて、では王子がご覧になられました、白虎を連れた慧眼児はいかがでございましたか？　誰ぞの差し金の偽者かと思われましたか？」


「うむ。それに関しては……」


　早はや鐘がねのような鼓動を感じながら、天青は王子の答えを待った。曹鉄も平静を装ってはいるが、いつもより顔がやや青ざめている。


「天青は、偽者」


　王子の茶色がかった眼めが光った。天青の心臓がどくり──とひとつ打って、次の音がなかなか来ない。呼吸すら忘れ、ただ王子の顔に見入っていた。


「……ではないと判断した」


　言葉が続き、はあ～と出てしまいそうな呼吸を呑のみ込むのに苦労する。まったく、心臓に悪いとはこのことだ。


「だいたい、こんな慧眼児らしくない慧眼児がいるか？　私が策略者ならば、目から鼻へ抜けるような、聡そう明めいな子供をそれらしく仕立て上げ……おっと、天青が愚おろかだと言っているわけではないぞ」


「……そう聞こえますけど」


「誤解だ。おまえの賢かしこさは別のところにあるので、いくらか見えにくいだけだ」


　見えにくい賢さとはなんだ？　もっと問いつめてみたい気もした天青だが、また鶏冠に頭をはり倒されるのもいやなので黙だまる。


「あまりにそれらしくないので、むしろ本物だと思われたという意味にございますか？」


　鶏冠が尋たずねた。


「それだけではない。おまえたちは実際に、黒装束の連中に追われていたであろう？　本物の慧眼児に来られては困る者の仕し業わざだ。自らの黒い腹を、慧眼でばらされたくないゆえ、なんとしても王宮入りを阻はばもうとしたのであろう」


「はい。私もそう思っております。……残念ではありますが、宮中神官の中に問題ある人物がいるのではないかと」


「ゆくゆくは粛しゆく正せいが必要だが──今はまだ機ではない。膿うみが奥に隠かくれている吹ふき出物は、いじらぬほうがよい場合もある」


　意味深な呟つぶやきと共に、王子は脇きよう息そくに身体を委ゆだねた。改めて天青を見つめ「慧眼児よ」と声をかける。王子らしい威い厳げんの感じられる声こわ音ねだった。


「大神官がいかに重要な役割かは聞いているな？」


「……えーと……少しは……」


　隣となりで鶏冠が「少しではなく、きちんと話しただろう」という目で天青を睨にらむ。


「王は大神官を指名できる。そして大神官は王を罷ひ免めんできる。王は政治を執とり、大神官は神の言葉を聞く──王と大神官は我が国を支える二本の柱だ。両者がしっかり立っていれば国は安定する。飢き饉きんや災害は避さけられないが、被ひ害がいを最小限にすべく、動くことができる。……だが、どちらかに権力が傾かたむいた場合、国は乱れる」


　わかるか、と聞かれて素す直なおに「あんまり」と答えた。


　鶏冠が音にならないため息をつくが、わからないものはわからないのだ。


　あんな小さな村で過ごしていたのに、いきなり国政の話をされてもついていけない。


「庶しよ民みんに理解せよというのが無む茶ちやだな。簡単に言えば極きよく端たんはいかん、ということだ。辛からいものばかり食べていても、甘いものばかり食べていても、身体に悪い」


「それはなんとなくわかります」


「うん。何事も均きん衡こうが大切なのだ。その均衡を崩くずそうと目もく論ろむような大神官では困る。自らの利益や、権けん威い、地位、名声……そういったものに固こ執しゆうし、手に入れるためには手段を選ばないような人間は大神官にふさわしくない」


「それもわかります」


　大神官どうこう以前に、人として欲に走るのはよいことではない。もちろん欲のない人間はいないだろうから、程度問題である。天青だって、御ご殿てんに住みたいとは思わないが、毎日満腹でいられる暮らしをしたいとは思う。


「父上はもうお若くはない。数年後には隠いん居きよされ、私がこの国の王となる──おまえは言ったな？　私欲に走り、過あやまちを犯おかす貴族たちを、なぜ王は糺たださないのか。それができるのは王だけなのに、なぜ自分の職務を果たさぬのかと」


「え……そんなこと言っていません」


「いいや。使った言葉は違ちがうが、言ったのだ」


　口元の微笑ほほえみは消えていないが、眼はもう笑っていない。


　王子の白い手が伸のびて、おもむろに天青の指を握にぎった。驚おどろくほど冷たい手に力が籠こもる。


「私はこの国を変える」


　いつもひらひらと、蝶ちようのように自由に舞まっていた彩蝶はもういない。天青の眼前にいるのは、十六にして一国の将来を憂うれえる、聡明な王子だ。


「黄楊の母を殺した貴族──あんな者がのさばっている世は許せぬ。あってはならぬ。だが現実には、奴やつらが何人の流りゆう氓ぼうや隷れい民みんを殺そうと、あるいは女たちに無体を働こうと……王の耳に入りはせぬ。私とて同じことだ。あの姿で宮中から出ていなければ、市し井せいでつらい思いをしている民たみの現実など知りようもない。報告をする者はおらぬ」


　悔くやしげな言葉は、語ご尾びが微かすかに震ふるえてすらいた。


「わかるか天青？　伝統と歴史と祖先を重んじ、変わらぬことが美徳とされてきたこの国を、私は変える。変えなければならない。今のままではこの国はゆっくりと腐くさっていくだけだ。でなければ周辺諸国に呑み込まれる。麗うるわしき虎とらの国を守るためには変わる必要がある。……おそらく貴族たちは反対するだろう。今まで利益を貪むさぼってきた連中はなおさらだ。連中は王となった私を罷免するために、大神官を取り込もうとする──それに簡単に与くみしてしまうような人物を、大神官にしてはならぬ」


　指先の血が止まるほどに握りしめられ、王子の緊きん張ちようが天青にも伝わる。


「本来ならば父上がお決めになるべきことだが……迷っておられる。琥珀殿は我がが強すぎる上に野心家だ。辰砂殿は人望があるが後ろ盾だてが弱い。その慧眼でしっかりと見て、どちらがより大神官にふさわしいか、我欲ではなく、民を第一に考える器うつわを持っているか、確かく認にんしてくれ」


「……そ」


　それは無理です。


　だってオレは慧眼児なんかじゃない。そんな大役は無理です。


　喉のどまで出かかった言葉を必死に呑み込む。いっそ言ってしまいたい衝しよう動どうに駆かられていた。


　ハシバミの村で、あらかじめわかっている咎とが人にんを言い当てるのとはぜんぜん違う。さっきまで考えていた「琥珀神官を指名すりゃあいいや」ではすまされない。


　目め眩まいがした。


　黄楊の泣き声が耳の奥に蘇よみがえる。


　張温石のいやらしいにやけ顔が脳のう裏りに浮うかぶ。


　あんな悲しいことは起きてはならない。天青だってそう思う。王子が貴族の在り方を正そうとしているなら、素す晴ばらしいと思う。けれど天青は役に立たない。これほど真しん摯しな王子の思いを、天青は受け止めることができない。


　この額の傷は、ただの傷。


　瞳ひとみのように見えるのは知らぬうちに塡はまってしまっただけの……無益な石ころ。


　役立たずの捨てられ子──結局自分は、それだけの存在なのだ。村から出て、ずいぶん自由な心持ちにもなったが、人はそう簡単には変われない。


「……王子様の気き迫はくに慧眼児が緊張しております。どうぞ手をお離はなしください」


　鶏冠が静かに語りかける。


　藍晶王子は我に返ったように「ああ、すまなかった」と指を放してくれた。じんわりと血流が戻もどってくる。


「まだ十三で山奥から出てきたばかりだというのに、国の今後など語られても困ろうな。許せよ天青」


「……いえ……」


「今朝方父上とお会いしたのだが、大神官見分は日のよい明日になさるそうだ。時間はおって連れん絡らくがあろう」


「かしこまりました。では大神官見分の大命を果たすためにも、慧眼児を少し休ませ、英気を養やしなわせるようにいたします」


「それがよい。不自由があればなんでも言ってくれ」


「ありがたきお言葉にございます」


　鶏冠は頭を下げ、曹鉄も倣ならう。


　天青はもうなにも考えられなくなっていた。ぼんやりとした頭のまま、ふたりと同じ動作をするだけだ。子虎が心配げに前まえ脚あしを膝ひざにかけてくる。


　それ以上の話はなく、天青たちは王子の部屋から退がった。


　帰り道、鶏冠はずっと無言だった。曹鉄も一言「大だい丈じよう夫ぶか」と言っただけだ。なにを聞かれているのかよくわからなかったが、おそらく天青は真っ白な顔色になっていたのだろう。


　部屋まで戻ると、鶏冠も中に入ってくる。


　へたり込んだ天青の前に座り、しばらく黙っていた。俯うつむく天青のつむじに視線が刺ささる。子虎は天青の回りをぐるぐる回り「遊んでくれ」と主張していたが、やがて諦あきらめて、部屋の隅すみで丸くなる。


　曹鉄はまるで見張りをするかのように、入り口に立ったままだ。


　耐たえきれなくなったのは、天青のほうだった。


「……違うんだ」


　言った途と端たん、ぼろりと涙なみだが零こぼれる。


「慧眼児なんかじゃない。これは、ただの……子供の頃ころからの傷……」


　鉢はち巻まきに手をかけて引き下ろす。結び目を解く気力もなく、白い布は首輪のように落ちた。


　顔を上げると、鶏冠が額の傷を見つめた。


　表情はやはりいつもと変わらず、ただ顔色は冴さえなかった。当然だ。連れてきた慧眼児が偽にせ者ものとなれば、責任を問われるのは鶏冠である。


　鶏冠はまだなにも言わない。


　沈ちん黙もくしたまま、しばらくすると懐ふところからなにも書いていない紙を一枚と、携けい帯たい用の小さな墨すみ壺つぼと筆を取り出す。そしてやっと唇くちびるを開き「曹鉄」と呼んだ。


　曹鉄もまた、無言で座る。鶏冠は筆に墨を含ふくませ、なにかの図ず柄がらを描かき始めた。


「……よく聞け。ここが今いる淘とう明めい軒けんだ。一番近いのは迎げい春しゆん門だが、ここは警備が厳重で夜中でも兵が必ずふたりいる」


　え、と天青は顔を上げた。


「淘明軒ここから銀ぎん杏なん池いけまで裏道を行くと、昔使われていた小さな通用門がある。方角が悪いということで閉とざされてしまったが、鍵かぎがあれば開く。……鍵そのものを持ってくるのは無理だが、夕刻までに私が開けておくだけならばなんとかなる。衛兵も、いちいち鍵がかかっているかを確認はしないはずだ」


　逃にげろ、と言っているのだ。


　今夜逃げろ。最後のチャンスを作ってやる、と。


「兵の巡じゆん回かい路ろは決まっている。三刻に一度、この道を通る」


「け、鶏冠、でもオレたちがいなくなったらあんたが──」


「あまりの大役に恐おそれをなした慧眼児が逃げたのだ。偽者だったわけではない。私の役目は慧眼児を連れてくることで、逃がさぬように見張るのは衛兵の役目だ。明日の朝、ここにおまえたちがいなくとも、責任はない」


　きっと噓うそだ。そんな言い訳が通用するはずはないと、天青にもわかる。鶏冠はなんらかの責任を問われて罰ばつを受けるに違ちがいない。


　それでも……天青と曹鉄を逃がしてくれるというのだ。


「なぜだ」


　曹鉄が聞いた。


「なぜ俺たちを逃がそうとする。半月前に会っただけの他人だというのに」


「なぜだろうな。私にもよくわからぬ」


「……葉よう寧ねいという者が関係しているのか」


「どうしてその名を知っている」


　珍めずらしく、鶏冠の顔に動どう揺ようの色が浮かんだ。眉まゆを曇くもらせて曹鉄を睨にらむ。


「おまえが寝ね言ごとで言ったのだ。天青を看病していた時にな」


「寝言で……？」


「ああ。いったい誰なのだ？」


　鶏冠の視線が虚こ空くうを漂ただよう。遠い昔に思いを馳はせるような色を瞳に浮かべ「私が守れなかった者だ」と答えた。


「もうこの世にはいない」


「家族か」


「弟だ。天青と同じくらいの時に死んだ」


　曹鉄は「そうか」と小声で返し、それ以上は聞かなかった。


　考えてみれば、天青は鶏冠についてほとんど知らない。


　口うるさい神官。人を子こ猿ざる扱あつかいする男。


　でも熱を出した時は、看病してくれた。


　崖がけの道で賊ぞくに襲おそわれた時は、戦えもしないくせに敵前で剣けんを構えた。


　──おまえが百回親に捨てられようと、どこかにおまえを必要とする者がいる。


　子虎を助けて熱を出した翌日、そう言われて本当は泣きそうになっていた。誰かに言って欲しいと、ずっとずっと願っていた言葉だった。


　おまえは役立たずではない。


　おまえは生きていていいのだと、噓でもいいから言って欲しかった。


「鶏……」


　天青は頭から突つっ込むようにして、鶏冠の胸に飛びつく。


　突とつ然ぜんの突進に鶏冠のあぐらが崩くずれ、ドンと尻しり餅もちをつく。「おい」とだけ言われたが、突き放されたりはしなかった。


　男のくせに、花のように甘い香かおりがする胸に縋すがって天青は泣いた。


　せめて泣き声は堪こらえようと頑がん張ばっていたため、ありがとうの一言が言えない。鶏冠の美しい神官服に涙と鼻水がべったりついてしまう。文句を言われるかなと思ったが、今はこうしていたかった。


「泣き虫め」


　くしゃりと髪かみを撫なでられる。


　天青はどうしても我が慢まんできず「ひぃ」とみっともない泣き声をたててしまった。
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　鶏冠が描いてくれた地図を頭に叩たたき込んだあと、曹鉄はそれを焼き捨てた。


　一いつ切さいの証しよう拠こを残さないためだ。


　鶏冠が逃とう亡ぼうに協力したと知れてはならない。


　箸はしが進むはずもない夕ゆう餉げだったが、無理をして詰つめ込む。さすがに食欲のなさそうな天青にも「食べろ」と言った。手をつけなければ不ふ審しんがられる。


　布ふ団とんを敷しき、最小限の荷物をまとめて寝ねたふりをする。


　天青が小さな声で「オレ、怖こわい」と呟つぶやいた。曹鉄もまた恐ろしかったが「大丈夫だ。俺がついてる」と答える。


　丑うしの刻を待つあいだ、曹鉄は幼い頃を思い出していた。


　五つまで、この都に暮らした。まだ父がいて、母がいて、幸福だった。


　たったの五歳では、自分が幸福だという自覚すらなかった。あの日々がどれほどの宝玉にも替えられず、また二度と手に入らないものなのだと知ったのは、すべてを失い、涙も涸かれ果ててからだった。


　母の最さい期ごの顔は、今でも時々夢に見る。


　犬のように這はわされ、後ろから黒装束の男がのし掛かかっていた。首に縄なわをかけられて締しめ上げられながら、夫の居場所を吐はけと責め立てられていた。


　曹鉄は隠かくし扉とびらの中で震ふるえながら泣いていた。


　隙すき間まから母の顔が見える。声を出してはいけないと、首を横に振ふるのがわかった。


　眼めを見開き、苦痛に耐える母の顔が忘れられない。


　曹鉄は逃げのびたが、強い憎にくしみが残った。


　憎しみという名の獣けものを胸に飼い続け、歳を重ねた。どす黒い色をした獣はどんどん大きくなり、時に曹鉄の理性にすら牙きばを立てた。


　あの男も──殺してやろうかと思った。


　曹鉄に罪をなすりつけた間男。柘榴婆のおかげで曹鉄は土蔵から出され、代わりにその男が放り込まれた。役人に引き渡わたされる前に、殺してしまうのは簡単だった。小刀で喉のどを裂さき、自害に仕立てて殺してやればいい。自じ業ごう自得だ。ざまをみろ……。


　天青がいなければ、実行していただろう。


　──曹鉄はそんな奴やつじゃない。人を殺したりしない。絶対にしない。


　大きな眼に涙をためて、疑う村人たちにくってかかり、簡単に突き飛ばされていた天青。捨て子と呼ばれ、三ツ目と蔑さげすまれ、いつも樹きの上で空を見ていた少年。


　──あいつら、馬ば鹿かだ。曹鉄が村の人間を殺すわけないじゃないか。なんでそんな簡単なことがわかんないんだろ。


　向けられる、無む垢くな眼まな差ざしと信しん頼らい。


　天青の存在が、かろうじて曹鉄を人殺しにさせなかった。天青が曹鉄の心を守った。黒ずんだ獣が胸を破って飛び出すのを防いでくれた。


　だから今度は曹鉄が天青を守る。


　なんとしても、ここから逃げ出さなければならない。鶏冠は罰を受けるのだろう。それを承知で、天青を逃がそうとしてくれている。その気持ちを無む駄だにしてはならない。


　不思議な男だった。


　いつか、また会えるだろうか。赤の他人に対して、もう一度会いたいと思ったのは久しぶりだ。あるいは初めてかもしれない。次に会った時には、葉寧という弟について、もう少し語ってくれるだろうか。あるいは……曹鉄も、自らの過去を話したいと思うのだろうか。


　張りつめた静せい寂じやくの中、時間は流れる。


　丑の刻になると、折よく月が隠れた。


　曹鉄と天青はそっと起き出し、音を立てないように支し度たくをする。


　戸口の外には、見張りの兵が立っている。慧眼児を襲う者があるかもしれぬと、藍晶王子が配置したのだ。乱暴は働きたくなかったが、今ばかりは仕方ない。


　背後からそっと近づき、剣の柄つかで頭を殴なぐる。


　短い呻うめき声を立てて兵の膝ひざがガクリと折れた。曹鉄はその身体からだを支え、屋内に引きずり入れる。気を失っているだけで命に別状はない。


　もう一度外を確かめてから天青に合図を送った。


　足音を忍しのばせて、裏道を急ぐ。ふだんは人通りも少ない道は藪やぶが多く、草を踏ふみ分ける音が気になったが致いたし方ない。裏道が途と切ぎれている区域は、建物の陰かげを利用して目立たぬ経路を辿たどった。鶏冠の地図は完かん璧ぺきで、曹鉄と天青はほどなく目的の通用門に辿り着いた。


　物陰に潜ひそんで、辺りの様子を窺うかがう。


　古い門の前にまで出てしまえば、もう身を隠すものはない。月が隠れているせいで、周囲は見えにくかったが、曹鉄の視界には一切の人ひと影かげはなかった。


　背中にいる天青が、曹鉄の肘ひじをしっかり摑つかむ。


　門まで走ればほんの数秒だ。開いていれば外に出られる。


　だがひとつ懸け念ねんがあった。


　鶏冠があのあと一度も現れていないのだ。


　鍵かぎを開けたという報告はされず、別れの挨あい拶さつすらしていない。なにかあったと考えるべきなのか。だがこのまま夜が明けて明日になれば──天青は王の前で大神官見分をしなければならなくなる。


　曹鉄は、鶏冠を信じるほうに懸けた。


　天青を先に立たせ、一気に走る。門の前まで来ても誰かが追ってくる様子はない。


「か、鍵がかかってる」


　上うわ擦ずる天青の声に「ちゃんと見ろ」と返した。一見して明らかに外れているようにはしておかないはずだ。手が震えて覚おぼ束つかない天青に代わり、曹鉄が錠じようを手にする。鉄の閂かんぬきは外れていた。サビがひどくて動きにくかっただけだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ、出られるぞ」


　やはり鶏冠は準備しておいてくれたのだ。


　重い錠前が外れ、鉄の門が開く。油をずっと差していないせいでギリギリといやな音を立てたが、誰かに聞きつけられることはなかった。


「外だ……！」


　天青が安あん堵どの声を出す。


　あとは息の続く限り走って、少しでも鳳凰宮から遠ざかるだけだった。


　行くぞ、と一歩を踏み出そうとした時──ビュウと風を切る音がした。


　激しい金属音をたて、目の前に格こう子しが出現する。槍やりだ。向かい合わせの男たちが長槍を交差させ、曹鉄たちの行く手を塞ふさいだのだ。王宮の兵ではない。いいかげん見慣れてきた黒装束の連中だ。


　天青は凍こおり付いている。


　曹鉄も声すら出ない。まさか門の外側で待ちかまえていたとは……想像していなかった。


　計画が漏もれたのだ。


　ならば鶏冠は──そう思った矢先、曹鉄たちの足もとにごろりと人間が転がってきた。


　男のひとりが、明かりを近づける。


　天青が引きつった声で「鶏冠ッ」と叫さけんだ。


　取りすがろうとしたが、兵に羽は交がい締じめにされて動けない。天青は何度も鶏冠の名を呼びながら脚あしをじたばたさせたが、逃にげられるはずもなかった。子虎だけが素す早ばやく逃げ、ザッと藪に飛び込んで消えていった。


　鶏冠の細い身体に、縄が幾いく重えにも巻き付けられていた。


　白いパジチョゴリは泥どろに汚よごれ、裸足はだしのままだ。水責めに遭あったのだろうか、髪は濡ぬれて顔に張り付き、痣あざと血の痕あとが見受けられる。後ろ手に手て枷かせを嵌はめられ、曹鉄は叫び出したい衝しよう動どうを堪こらえた。


「王への裏切りは大罪であるぞ？」


　曹鉄の背後で何者かが囁ささやいた。


　そのままスゥ、と姿を見せる。初めて明らかになった黒幕を見て、曹鉄は息を呑のむ。天青も暴れるのをやめて愕がく然ぜんとしていた。


　丸みのある身体つきに、下がった目め尻じり。


　──身分は人が作ったもの、神の子である慧眼児には関係ないことです。


　そう言って琥珀神官を窘たしなめ、よくおいでになった、と天青を歓かん迎げいした神官。


　権力や出世にさほど興味はなく、むしろ大神官候補となったのを憂うれいていたはずの辰砂神官が、ぼろぼろになった鶏冠を見下ろして口元に笑えみを浮うかべている。


「おまえたち身分の低い者はまだいい。笞むち打うちの上、島流し程度ですむかもしれん。だが宮中神官ともあろう者が、逃亡の手引きをしたとあっては……斬ざん首しゆは免まぬかれまい」


　鶏冠はうっすらと眼は開けているものの、ぐったりとしてろくな反応もなかった。茫ぼう洋ようとした視線が彷徨さまよい、曹鉄と天青を見る。


　ひび割れた唇くちびるが「すまない」と小さく動いたが、声を出す気力すらないようだった。


「いまや瑛鶏冠の命は風前の灯ともし火びというわけだ。将来が楽しみな、優ゆう秀しゆうな神官だったというのに、残念なことだ」


「ひ……卑ひ怯きよう者！　神官のくせに、護衛官を買収しやがっただろ！　オレたちを何度も殺そうとした！　全部、王様に言いつけてやるっ」


　叫ぶ天青を一いち瞥べつし、辰砂がホホと嗤わらった。


　野心家の琥珀にばかり気を取られていたが、違ちがったのだ。


　やられた。


　同じ神官の鶏冠ですら騙だまされていたのだから、何年もかけて念の入った計画を立てていたに違ちがいない。大神官や王に気に入られるため、辰砂は清せい廉れん潔白な神官のふりをしていたのだ。大神官になった途と端たんに、欲にまみれた本領を発揮するつもりだったのだろう。琥珀よりもっとたちが悪い。


「はて、なんの話かね。私はたまたまきみたちの逃とう亡ぼう計画を耳にしてしまっただけだよ。その詳しよう細さいを知るのに、少しばかり手間と時間がかかったが……ね」


　鞋くつの先で鶏冠の背中を蹴ける。


　弱々しい呻き声が聞こえ、天青がやめろと泣き声で叫んだ。


「救う手がないわけではないぞ」


　もったいぶった口を引き裂いてやりたい──曹鉄は心から思う。なにを要求されるのかはもうわかっていた。


「偽にせ者ものの慧眼児よ、おまえだって笞打ちはいやだろう？　骨に響ひびくほど痛く、しばらくは真まっ直すぐに立つこともできぬそうだ。もちろんこっちの男も同じ目に遭う。成人しているだろうから、笞の回数はおまえよりずっと多いであろう。……だが、私の言うとおりにすれば、鶏冠の命は助かり、おまえたちは罪に問われぬ」


「……あんたを大神官に指名しろっていうのか」


「おお、賢かしこい子だ」


　辰砂はわざとらしく感心してみせる。


　俯うつむいていた鶏冠の頭がゆっくりと上がり、虚うつろな眼めが曹鉄を見た。微かすかに首が横に振ふられる。だめだ、天青にそんな真似まねをさせてはならない……鶏冠の言わんとしていることは痛いほどに伝わってきた。


　辰砂こそが大神官にふさわしいと王の前で述べるのは難しくはない。


　けれどそのあと無事に解放されるとは……とても考えられない。天青も、曹鉄も、鶏冠も、最終的には口くち封ふうじのために殺される。それは曹鉄にもわかっているが、だからといって要求を拒めば、今この場で殺される可能性もあるのだ。


「わ……わかった。あんたを指名する。だから鶏冠の縄なわを解いてやってくれよ」


　天青は懇こん願がんしたが、辰砂は「それはできぬな」と拒きよ絶ぜつした。


「身分の卑いやしき者は平気で噓うそをつく。おまえが王の御おん前まえで宣言するまで、こやつは人ひと質じちとして預からせてもらわねば。それに、そっちのでかい男もだ」


　曹鉄の腰こしに縄がかけられた。これもまた予想していた展開だ。


「……お待ちください」


　弱々しい声は鶏冠から発せられた。


　縛しばられたまま不自由な動きで、なんとか上体だけを起こす。


「明日の大神官見分の場に私や曹鉄がいなくては……藍晶王子に怪あやしまれます」


「なんだと？」


　王子の名を聞いて、辰砂が鶏冠を見下ろした。


「王子に呼ばれたばかりなのです。慧眼児はまだ年若く、王の御前では緊きん張ちようするであろうからふたりでずっとついているようにと……命じられたばかりです」


「それは誠まことか」


「お疑いならば、ご確かく認にんください」


「……やれやれ、余計な口を出す王子様だ。確かにずっと一いつ緒しよだった神官がいなくては不自然だな……よい。付き添そうのは許すが、鶏冠だけだ。そっちのでかいのは預かっておく。いずれにしても、おまえたちの逃げ場などない。仮に私を糾きゆう弾だんしたとしても、偽の慧眼児であるとわかれば誰もおまえたちの言葉など信用せぬわ」


　悔くやしいが、辰砂の言うとおりである。


　逃げ時を誤ったのは曹鉄の責任だ。いくらでも機会はあった。道中には危険もあったが……どこかあの旅を楽しんでもいた自分を罵ののしる。もっと早くに行動を起こすべきだったのに。


　なんとしても天青を守るはずが、この始末だ。


「歩け！」


　乱暴に背中を押され、曹鉄は足を踏ふみ出した。


　天青の呼ぶ声が聞こえたが、今は応こたえてやることもできない。


　ここまでか。これで終わるのか。


　一度だけ振り返った。見えたのは闇やみに白く浮かぶ鶏冠の顔だ。赤い前まえ髪がみが頰ほおに張り付き、流れた血のようだ。背中に回された手の指先を見て、戦せん慄りつした。左の小指と薬指が異様に腫はれている。爪つめのあいだに針を刺さされる拷ごう問もんの耐たえ難がたさについては、祖父から聞き及およんでいた。あの細い身体からだで、どれほどの辛しん苦くに耐えたのだろう。


　鶏冠も曹鉄に気がつき、小さく唇が動く。


　まだだ、と言ったように思えた。





　まだだ、まだ諦あきらめるな、まだ終わっていない──今にも死にそうな顔をしながら、鶏冠はそう呟つぶやいたのだ。




　　　　９







　──兄ちゃんが先に行きなよ。


　小さな葉寧がにこりと笑って言う。


　──だって生まれたのも兄ちゃんが先だもの。それに、そこんちは寺子屋なんでしょ？　きっとお家うちにたくさんの書物がある。兄ちゃんは書物が大好きだけど、ぼくはちっとも好きじゃないし。兄ちゃんが行くべきだよ。


　でも、と鶏冠はためらった。


　──最初に目に留まったのはおまえだったんだ。おまえのように、眼が大きくて可愛かわいい男の子がいいって、おばさんが。


　──けどおじさんのほうは、賢い子がいいって言ってたよ。ぼくは字も読めないし、だめだよ。きっと毎日叱しかられちゃう。兄ちゃんがいいよ。


　養子を欲しがっていたのは、比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな良民の夫ふう婦ふだった。夫は小さな町の寺子屋の師で、そういう者がこの孤こ児じ院いんを訪おとずれるのは珍めずらしかった。子供を欲しがる多くは農民で、少しでも働き手が欲しいというのが実情だ。それでも薄うすい粥かゆしか食べられない孤児院よりはましだと、引き取り手の決まった子供は安あん堵どする。


　まして裕ゆう福ふくな家に引き取られる幸運は滅めつ多たにあることではない。


　──ふたりで行きたいと言ったんだけど……。


　──だめだよ兄ちゃん、無理を言うともらってくれなくなるよ。いいんだ、ぼくは兄ちゃんがたくさん勉強をして、立派な人になってくれるのが楽しみなんだ。今でも自じ慢まんの兄ちゃんだけど、もっともっと自慢したいんだもん。


　ふたつ年下の弟はふわふわと笑う子だった。


　誰に似たのだろう、少しばかり癖くせっ毛で、いつも髪かみのどこかが撥はねていた。顔の半分ほどもあるのではないかという大きな眼をして、真っ直ぐに人を見た。天青に最初に会った時、他人をまともに見る眼が弟を思い出させた。性格はずいぶん違うけれど、吸い込まれそうな瞳ひとみはよく似ていたのだ。


　流行はやり病やまいのため、両親が続けざまに逝いったのは、鶏冠が十一の頃ころだった。


　当時、葉寧のほかに二歳になる妹がいたが、その子もほどなく病で亡なくなった。村中が病人だらけで、薬などあるはずもない。死はすぐ身近にあり、一週間後に葉寧も倒たおれた。


　鶏冠は必死に看病した。父が死に、母が死に、妹が死に……もう葉寧しかいなかった。葉寧が死んでしまったら、自分はひとりになってしまうのだ。


　毎日山に入り、熱を下げて毒を消すという野草を探し歩いた。弟に粥を食べさせるため、他人の米も盗ぬすんだ。見つかってぼこぼこになるまで殴なぐられ、片目が腫れて十日間塞ふさがっていたこともあった。


　幸い、葉寧は少しずつ回復していった。


　──兄ちゃんがいてくれなかったら、ぼくは死んでたね。


　何度も何度も、葉寧はそう言った。鶏冠は瘦やせた弟の手を握にぎりしめて「死なせるもんか」と約束した。


　やがて流行病は終息し、鶏冠と葉寧は孤児を集めた施し設せつに収容された。そこにいたのは一年半ほどだったと記き憶おくしている。


　葉寧は不思議な子だった。


　どれほどつらい現実の中にあろうと、笑え顔がおを消すことがなかった。彼がにこにこしているだけで、場の雰ふん囲い気きは自然に和なごんだ。日だまりのような子だった。


　中には「にやけてんじゃねえ」と葉寧をなじる年とし嵩かさの子もいたが、そんな者は鶏冠が許さなかった。喧けん嘩かはちっとも強くなかったけれど、弟を苛いじめる者には思い切り嚙かみついてやった。実際年嵩の相手に嚙みつき、最後の乳歯が抜ぬけた時があって、以来鶏冠は「トサカに来ると手に負えないやつ」として、一目置かれるようになったのだ。


　全身全ぜん霊れいで、葉寧を守った。


　鶏冠にとって、葉寧はなにより大切な存在だった。葉寧を守るために自分は生きている、そう思っていた。


　なのに──。


　あのとき、なぜ葉寧を先に行かせなかったのか。


　まだ十歳の弟を、どうして置いていったのか。


　何百回、何千回と後こう悔かいしても、まだ足りない。流した涙なみだをためておけたならば、小さな泉になったのではないか。その泉に沈しずんで、いっそ自分も死んでしまいたかった。だがそれで葉寧が戻もどるわけでもない。


　ゆっくりと眼めを開ける。


　涙が頰ほおを伝い、傷にしみてピリッと痛む。短い間、うつらうつらしていた。窓の外はさほど明るくはない。どうやら好天とは言い難がたいようだ。


　巳みの刻を告げる鐘かねが鳴る。


　鶏冠はやっと縄なわを解かれ、見張り役に「支度をしろ」と命じられた。連中の息のかかった女官が手伝おうとしたが、鶏冠は断る。神官は他人に、特に女性に肌はだを見せるわけにはいかない。


　顔を拭ぬぐい、髪を整えて儀ぎ式しき用の冠を被かぶる。


　痣あざは目立つが、今日は王も王子も清心殿の上だ。遠くて気がつかないだろう。


　大神官見分は、清心殿前の広場で行われる。


　御おん前まえに大神官候補全員が並び、慧眼児は第三の眼を露あらわにするのだ。慧眼児はもっとも大神官にふさわしいと思う者を王に申し伝える。


「時間だ。行け」


　見張り役に促うながされ、鶏冠は表へと出た。


　背筋を伸のばしているのがつらい。節々が悲鳴をあげるが顔には出さない。


　骨が折れていないのは幸いだ。いくら鶏冠が無表情でも、骨折していれば平気な顔ではいられない。清心殿に近づくと、神官仲間たちと出くわす。みな鶏冠の姿を認めて「どうした、なにがあったのだ」と口々に尋たずねる。


「その痣はなんだ。昨晩もずっと部屋に戻らなかったようだし、心配していたのだぞ」


「……本日の大神官見分が滞とどこおりなく行われるよう、神しん殿でんで祈いのりを捧ささげていたのです。石段で脚あしを滑すべらせてしまいこの様でして」


「ほほう、おまえでも脚を滑らせたりするのか」


　わざとらしく聞いたのは辰砂だった。鶏冠は「はい」と答える。あまりに腹が立って、口元にうっすらと笑えみが浮うかんだ。


「あまりの痛みに死ぬかと思いましたが、おかげさまでまだ生きております」


「大おお袈げ裟さを言う。まあ、たいしたことがなくてなによりだ。神官の身体は神のもの。よくよく気をつけねばならぬぞ」


　くたばりやがれ──天青あたりならばそう言うのだろうが、静かに頭を下げるに留とどめた。


　清心殿に近い控ひかえの間に入り、やっと天青と再会する。誰が着せたのか、まっさらの白い衣装と鮮あざやかな青の上衣に身を包んでいた。白は染料が要いらない為、庶しよ民みんの多くが用いる色であると同時に、清せい浄じようを表すとして、儀式の際に広く使われる。そして明るい青は、天からの使いを意味するのだ。


「……鶏冠！」


　抱だきついてきた少年を、痛みを堪こらえて受け止める。


　たったひとりでさぞ不安だったろう。お付きの女官たちがいるため、鶏冠は「大だい丈じよう夫ぶだ」としか言ってやれない。やんちゃで口が悪く、だが無む垢くなこの子に噓うそをつかせなければならないのがつらい。


「鶏冠、痛いか」


　天青が小声で聞く。この期ごに及およんで、まだ他人の心配をしている天青が愛いとおしかった。暴れたのだろうか、天青の顔にも殴られた痕あとがある。


「たいしたことはない」


「オレのせいで……ごめん……ごめんなさ……」


　背中を撫なでながら「謝るな」と言った。ごつごつと瘦せた背骨に、かつての弟を重ねる。


「おまえのせいではない。おまえを村から連れてきたのは私なのだ。おまえは私を恨うらんでいいのだぞ」


「恨めるわけないだろっ」


　天青は鶏冠を真まっ直すぐに見た。


　……そう、この眼だ。たぶん最初に会った時から、鶏冠はこの眼を気に入っていた。額の慧眼が本物か偽にせ物ものかなど、どうでもよかったのだ。


　天青の眼は美しい。偏かたよらず、ありのままに物事を見る。


　泣き出しそうにひん曲がった口が「鶏冠」と呼ぶ。


「あんたはオレに世界を見せてくれた。狭せまい村で腐くさりかけてたオレに、世の中を見せてくれた。楽しいことだけじゃなかったし、世の中が広けりゃ広いほど、オレは自分がちっぽけなのを知ったけど──でも、知らないままでいるよりよかった」


「天青……」


「オレ、あんたのこと……好きだよ？」


　照れて少し視線を外す様子が可愛かわいらしい。


「言いはしないけど、たぶん曹鉄も同じだと思う。だから……このまま終わらせるのはいやだ。なんとかしたい……」


　しっ、と天青の耳元で囁ささやく。


「まずは見分を無事に終わらせるのだ。悔くやしいだろうが、辰砂神官を指名しろ。そのあとは私がなんとかする」


「なんとかって」


　説明している時間はなかった。女官が「お時間にございます」と伝え、鶏冠は天青を離す。


　いよいよ清心殿前に参上しなければならない。


　天青を逃にがす契けい機きは、もう見分の直後しかない。役割を果たした天青を、王はねぎらうはずだ。鶏冠はその場で、今すぐ天青を村に帰すべきだと王に進言するつもりでいた。無礼を咎とがめられ、あとで罰ばつをくらうだろうが今さらである。天青を帰す理由はなんでもいい。故郷の祖母が重い病だとでも言えば、情けに篤あつい王は納なつ得とくするだろう。


　あとは信しん頼らいできる者に馬を用意させ、大勢が見守る中で宮中から出す。人目があれば、辰砂も下手へたな手出しはできないはずだ。


　問題は曹鉄だった。彼がどこに捕とらえられているのかわからない。捜さがし出すための布石は打っておいたが、成功したのかどうか未いまだ鶏冠にもわからなかった。


　曇どん天てんに、銅ど鑼らが鳴り響ひびく。


　花か崗こう岩がんを敷しき詰つめた広場に位の高い貴族たちが入場する。文官は右門から、武官は左門からが決まりだ。


　彼らが広場の左右にずらりと並ぶと、次に神官たちが入る。


　神官はどちらの門を使ってもよいが、今日は大神官と、候補たちが右から、他ほかの神官は左から入った。天青と鶏冠も左門から入る。天青はしっかりと鶏冠の手を握にぎり、月台の上にそびえる清心殿を見上げた。


　石いし畳だたみの上に、五色の敷物が置かれる。赤、青、緑、紫、白だ。


　その上に、五人の大神官候補が進んだ。琥珀神官は青の上に、辰砂神官は白の上に立つ。


　空はますます暗く、遠くで雷らい鳴めいが轟とどろいた。貴族たちが上空を見上げ「ひと雨来るのではないか」という顔をしている。


　再び銅鑼が鳴る。今度は三つ、王の到とう来らいを告げる銅鑼だ。


「王様のおなりである！」


　側近宦かん官がんの声と共に、臣下たちはいっせいに頭を石畳につけた。


　鶏冠と天青も同じようにする。次に顔を上げた時には、広場がよく見える位置に動かされた玉座についた王と、その右横に藍晶王子の姿があった。


「慧眼児、前へ出よ」


　正装した胆礬大神官が宣のたまう。


　鶏冠は天青を促し、定められた位置までともに進んだ。王の正面、牡丹の刻まれた敷石の上だ。麗虎国には、臣下が王に噓をつくと牡丹が散るという伝説がある。


　天青を牡丹の上に残し、鶏冠はもとの位置に戻もどらなければならない。


　清心殿には王。


　殿から石階段を下りた位置には王の親衛隊が一列をなしている。


　左右には貴族、背後には兵。


　言ってみれば大きなロの字の中に、大神官候補と天青が囲まれた形だ。大神官と兵を除く全員が膝ひざを突ついて頭を下げていたが、銅鑼を合図に揃そろって立ち上がる。


　天青の背中が緊きん張ちようしている。


　またどこかで雷鳴が響き、びくりとそちらを見たりもする。


「そなたがハシバミの村の天青なるか」


　王に問われて、コクリと頷うなずく。そのあと慌あわてて「さようにございます」と答えた。


「額の慧眼にて、悪を看破するとは真まことであるか」


　はい、真にございます──と答えなければならないのだが、天青は黙だまっている。


　頷くことすらしない。焦じれた側近宦官が「天青、答えよ」と急せかした。


「そ……その前に、王様に聞きたいことがあります」


　まだ高い少年の声が広場に響く。


　鶏冠は度ど肝ぎもを抜ぬかれて天青を見た。


　周囲はざわめき、重なるように雷鳴が轟く。


　天青はいったいなにをしようというのか、鶏冠は頭から血の引く思いだ。


「なんという無礼な！」


　側近宦官の叱しつ責せきが清心殿から放たれる。


「おまえは王様に質問をできる立場ではない。いくら子供とはいえ、許されることでは……」


「待て。よい、聞こう」


　王が自ら口を開いた。


　異例の事態に側近宦官は「なりませぬ」と諫いさめた。だが王は「相手は奇き蹟せきの慧眼児であるぞ。直接話してなんの問題がある」と押し切った。


「慧眼児よ、余に聞きたいこととはなんであるか」


　はい、と天青はまともに王を見た。これもまた無礼なのだが、もう宦官もなにも言わない。


「あの……なぜ大神官を自分で選ばないのですか」


「もちろん己おのれで選べれば一番よいとわかっておる。だが国の未来を左右する大事、容易に決心がつかぬのだ。ゆえにそなたに参じてもらったのだが」


「オレは……田舎いなか者ものだし、よくわからないけど……大神官というのはとても大切な役割なのだと聞きました」


　王は深く頷き「そのとおりだ」と答える。


「なのになぜ、オレみたいな小こ僧ぞうに選ばせるのですか」


「そなたが慧眼児だからだ」


「オレは慧眼児だけど……王様じゃありません。だから、王様の仕事はしちゃいけないと思うんです」


　大きなどよめきが起きる。


　なんと生意気な、王に逆らう気かという声があちこちで上がった。鶏冠はいてもたってもいられず、前へ進み出て天青の横で平へい伏ふくした。


「王様、お許しください。この子はなにもわかっていないのです」


「違ちがう。ちゃんとわかってるよ。国に関かかわる大事を、慧眼児だの、伝説だの、占うらないだの、そういうので決めちゃまずいってことはわかってる」


「天青、口を閉じるのだ！　王様、どうかお慈じ悲ひを」


「なんでだよ。鶏冠、オレ、間違ってないだろ？」


　ああ、もう頼たのむから……。


　鶏冠はがばりと天青を抱かかえ、無む理り矢や理りその場で平伏させた。こんな展開は想像もしていなかった。いくら真っ直ぐな気き性しようだからといって、王に意見をするなどあり得ない。


　貴族たちもすっかり怒いかり、広場はもはや騒そう然ぜんとしている。鶏冠は天青を敷石に押しつけながら、この場ですぐ叩たたき斬きられないように祈いのった。


「──同じことを、考えておりました」


　その声に、貴族たちのざわめきがぴたりと止まる。


「口にする勇気こそございませんでしたが、そこなる慧眼児と同じように、私も考えておりました、父上」


　透すき通った声は藍晶王子だ。


　王は横に立つ息子むすこに顔を向け、やや険しい表情を見せた。


「同じとはつまり、余が自分の役割を果たさず、慧眼児を頼たよっているという意味か」


「そうではありませぬ。父上が夜も眠ねむれぬほどにお悩なやみになっていたのは、よく承知しております。誰が大神官となるかにより、この国は大きく変わる可能性があります。だからこそ父上は慎しん重ちようにお考えでした。……ただ、私も、この大事を慧眼児に託たくすのはどうかと思います。慧眼児が間違えないという保証はありませぬ」


「しかし、そうでもしなければ決められぬのだ」


「お迷いがあるのならば、もっと時間をかけてもよろしいのでは。なにやら急せかす者もいるようですが、胆礬大神官は高こう齢れいなれど、未だ矍かく鑠しやくとなさっているではありませんか」


「それはそうだが……」


　王が思案顔を見せると「畏おそれ多くも」と発言を請こう者が現れた。


　辰砂神官だ。目め尻じりの下がった顔色が悪い。もしここで大神官見分がなされないとなると、今までの準備はすべて水の泡あわ、それどころか天青の口から自分の悪行が露ろ見けんする恐おそれが多くなる。


　宦官が王に伺うかがい、発言を許可する。


「畏れ多くも王様に申し上げます。この生意気な慧眼児は偽にせ者ものであるという話を、ある筋から聞き及およんでおります」


「偽者……？」


「さようにございます。偽者であり、実のところ慧眼など持たず、見分もできぬからこそ、あのようなことを言い出したのでは……」


「だが鶏冠が確かめたのであろう？」


　助け船を出してくれたのは王子だ。鶏冠は「はい、確かく認にんいたしました」と答える。ここはしらを切り通すしかない。


「天青は本物の慧眼児にございます。村の者もそう申しておりました」


「はて、私にはそう見えませぬなあ。鶏冠殿が騙だまされているのではないのか？」


「辰砂様はなぜそうも、天青を偽者にしたがっておいでなのでしょう？」


「失敬なっ、私はべつに……」


　側近宦官が「御おん前まえであるぞ！」と一いつ喝かつすると辰砂はしぶしぶ口を閉じた。


「ならば、今一度、本人に問おう。……天青よ、余はこの国の王である。余に噓うそをつくことは、麗虎国を欺あざむくということだ。わかるな？」


「……はい」


　鶏冠の背中に汗あせが伝った。


　天青は真まっ直すぐな少年だ。この状じよう況きようで噓をつき通せるのか。本当のことを言うから、曹鉄と鶏冠は許してやってくれなどと言い出さないだろうか。


「おまえは慧眼児なのか？」


　王が問うとともに、広場にドゥと風が吹ふく。


　風は黒く重い雲を押し運び、あたりは昼間とは思えぬほどに暗くなる。おかしなことに、風も雲もその流れを一方向に定めない。雷らい雲うんはまるで狙ねらいを定めるかのように、四方八方から広場に集まってくるのだ。


「オレは……」


　天青の声が震ふるえていた。


　ドォン！　と空気が震えた。いまや雷かみなりはいつ広場に落下してもおかしくない。肝きもの小さな文官たちはすっかり身体からだを縮こませて怯おびえている。いっそ怒ど濤とうの雨が降って、王が一度退席してくれるのを願った鶏冠だが、風は強いものの雨は一いつ滴てきも降らないのだ。


「オレは本当は」


　強く握にぎり込んだ天青の拳こぶしになにかが入っている。


　首から下げた麻あさ紐ひもの先……柘榴婆が渡わたしていたお守り袋ぶくろだ。あまりに力が入りすぎて、紐がぶつりと切れてしまう。


「天青！」


「本当は慧眼児なんかじゃ……」


　空が光る。


　近い。近いどころではない。光ったのは真上の天空だ。


　落ちてくるかもしれない──そう思った時には遅おそかった。


　轟ごう音おんが骨の髄ずいにまで響ひびき、光の矢が大地に刺ささる。


　鶏冠のすぐ隣となり──天青の身体を貫つらぬいて、刺さる。


　心臓が凍こおった。


「て……てっ、天てん罰ばつだ！」


　誰かがそう叫さけんだ。


　辰砂神官だっただろうか。確認しようとも思わない。鶏冠はただ、膝ひざを地につけたまま、身体を反らす天青を見ていた。


　動かない。


　空を向いたまま、眼めも口も開き、彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくしていた。


　いつも額を覆おおっていた鉢はち巻まきが焼き切れている。ちょうど額の真ん中に切れ目ができて、両側から布がずるりと落ちた。まるで落雷がそこを狙ったかのようだ。


「おお……天罰だ。やはりこやつは偽者だったのだ！」


　辰砂神官が数歩後ずさっている。


　ほかの貴族たちも、いつ次の落雷が自分に落ちるかと気が気ではない様子だ。だが解散の命がない限り広場からは動けない。


　瘦やせっぽちの少年は、冷たい石の上に倒たおれる。


「天青──」


　鶏冠は両手で天青の頰ほおを包む。可哀かわい相そうに、真まっ青さおな頰だった。


「そん、な……」


　我知らず呟つぶやいていた。


　天青に一いつ切さいの反応はない。鼻も口も……息をしていない。


　初めて見る額の傷は、黒い石のようなものが塡はまっていて、確かに眼のようにも見える。だがこれはただの石なのだ。この子は慧眼児などではない。まして不ふ吉きつな三ツ目でもない。


　ごく普ふ通つうの……親のないさみしい少年だった。


「天青……」


　頰を撫なで、呼びかける。


　こんなところに連れてこなければよかった。


　鶏冠はまた、取り返しのつかないことをしてしまったのだ。弟を守れなかったように、天青も守れなかった。


　胸に押し寄せる怒濤の後こう悔かいに、涙なみだが溢あふれる。


　一滴落ちて、天青の額を滑すべる。二滴めはポタリと額の傷に入った。


　涙が傷に吸い込まれた時、不思議な現象が起きた。


　黒い石が傷の中から自然に浮うき上がり、そのまま額を滑ると、石いし畳だたみに落下したのだ。


　石を失った傷は虚うつろで、だが天青の両眼はもっと空くう虚きよだった。


　涙の膜まくで、鶏冠の見る景色けしきは歪ゆがんでいる。


　歪んだ中に、ふいに光が見えた。雷ではない。青い光だ。


　鶏冠は視線を下ろす。


　だらりと脱だつ力りよくした天青の手は未まだ緩ゆるい拳を作っており、光はそこから漏もれている。鶏冠がそっと拳に触ふれると、指が解けて透き通った青い玉が転がり落ち──固い石畳の上を転がるはずなのに、微び動どうだにしない。


　刹せつ那な、鶏冠は呼吸すら忘れる。


　青い玉が浮き上がったのだ。最初はゆっくりと次し第だいに速く、次第に光を強くしながらぐんぐんと上がっていく。


　天青の身体を抱だいたまま、鶏冠は首をそらせて青い玉を目で追った。


　暗い空の中、青い光は清心殿の屋根ほども高く上じよう昇しようした。そこでぴたりと止まり、今度は強ごう弓きゆうが放った矢のように落下してくる。


　目指す先を悟さとり、鶏冠は身を硬かたくした。危ないと思ったが、一いつ寸すんとて動く暇ひまなどない。


　青い光の矢は天青の額を到とう達たつ点てんとしていた。


　虚ろだった傷口に玉が吸い込まれ、ほぼ同時に天青の唇くちびるからフッと息が吐はき出される。


　眼の焦しよう点てんが合い、小さく呻うめく。


　生きている。


　まだ天青は生きているのだ。


「天青ッ」


　大だい丈じよう夫ぶか、と呼びかける前に、天青は自ら身体を起こした。ふらついてはいるし、まだ意識も朦もう朧ろうとしているようだが、二本の脚あしは地を踏ふみしめる。


　青い光が額から漏れ出ている。


　王は玉座から立ち上がりかけたままの姿勢で固まり、辰砂は腰こしを抜ぬかしていた。誰もがみな、光の源である天青を凝ぎよう視ししていた。


「う……っ」


　天青が身体を折って呻く。額を両手で覆い、とても痛がっている様子だ。


「天青、どうし……う、わっ！」


　触れようとした鶏冠が、眼に見えないなにかに弾はじき飛ばされる。


　尻しり餅もちをつき、呆ぼう然ぜんとする鶏冠を助ける手があった。曹鉄だ。顔色はよくないが、眼の光はしっかりしている。


「そ、曹鉄、無事だったか」


　引き起こされながら聞くと「ああ」と返事をする。


「あんたと子虎のおかげだ。それより……あいつはいったい……」


「私にもなにが起きているのかわからぬ」


　天青は身体を深く折り曲げ、とうとう膝を突つく。眼から上を覆ったまま、呻き声はもはや悲鳴に近くなっていた。


　額を覆う手はそのままだが、指の隙すき間まから溢れる光はどんどん勢いを増していく。


　鶏冠は呼吸も忘れて光に見入る。


　尋じん常じようではない。まるで天青の額から、輝かがやく海が出現したかのようだ。


「……水竜だ」


　曹鉄が呟く。


　なるほど、溢れる光は水竜のようでもあった。何なん匹びきもの青い竜が、らせんを描えがいて空へと昇のぼる。灰色の重たい雲を突き破やぶり、押しのけ、空に青い輝きを取り戻もどしていく。


　空はぐんぐん明るくなる。さっきまでの雷らい鳴めいが噓うそのようだ。


　これは、いかなる奇き蹟せきなのか。


　天は青──まさしく天青の名のとおりの世界が広がっている。


　ふいに天青の悲鳴がやんだ。


　屈かがんでいた身体が真っ直ぐに戻り、額を覆っていた手が外れる。凛りんとした表情はなにものをも恐おそれてはおらず、裂さけた額から覗のぞくのはもはや黒い石ではない。青……透すき通って輝く青い石だ。空と海を映したように美しい色だった。


　──その者、額に輝ける蒼そう眼がんにて、人の悪あしき心しん魂こんを看破す。
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　鶏冠は古い書物の一文を思い出す。


　慧眼児だ。


　青い光に包まれて、慧眼児が立っていた。


「王よ」


　発せられた声こわ色いろは確かに天青のものだが、発音と滑かつ舌ぜつが違ちがう。いつもの少し舌足らずな喋しやべり方ではない。


「望みとあらば、見分いたそう」


　王は返事もできないまま、中ちゆう腰ごしだった身体からだを玉座にドサリと戻す。隣でやはり眼を見開いている王子に「ち、父上」と促うながされ、ようやく口を開いた。


「け……見分を、お頼たのみ申し上げる」


　慧眼児は驚きよう愕がくのあまり声も出ない貴族たちをぐるりと見回した。さらに、それぞれの敷しき物ものの上で腰を抜かさんばかりの大神官候補たちに顔を向ける。


　ひとりひとり、順に視線をひたと当てた。


　見分にたいした時間はかからないらしい。全員を見終えると「残念ながら」と再び王を見る。


「大神官にふさわしき者はひとりもおらぬ。欲の色は蘇す芳おう。みな見事に纏まとっている。しかも強い。あまりにも欲が強すぎる」


　やや眼を細め、さらに辰砂を指さして続ける。


「ことに、あの者はよろしくない。白い敷物の上に立っている男だ。蘇芳の上に鈍にび色いろがかかるは、欲を隠かくして他者を騙だます証しよう拠こ」


「な、な、なにを……っ」


　辰砂が狼ろう狽ばいの声を上げる。


「さらに濁にごった朱しゆが見える。これは容易に人を殺す者の色」


「王よっ、こやつは偽にせ者ものにございますっ、かような者の言に惑まどわされてはなりませぬぞ！」


「黙だまれ！」


　王が一声叫さけぶ。


「額から光放つ御姿を目の前にし、偽者だなどとよく言えたもの！　それ以上慧眼児を貶おとしめるならば余が許さぬ！」


　これを合図に、一同はすべて整列して膝ひざを突いた。


　肘ひじを張り、両手を額の高さに持ち上げ、慧眼児に向かって深く頭を垂れた。鶏冠と曹鉄もそれに倣ならう。辰砂は悔くやしげに唸うなりながらも、やはり慧眼児の前に平へい伏ふくするしかない。


「神の奇蹟たる慧眼児よ……では、どの者を大神官に選んでも、我が麗虎国によき未来は訪おとずれぬと仰おつしやるか」


「さてな。未来など我には測れぬ」


　憂ゆう慮りよを隠せぬ王の問いに、慧眼児の答えはあっさりしたものだった。


「ただわかるのは、五色の毛もう氈せんの上に立つ者はみな欲が深いというだけだ」


「ならば──ならば、候補の者でないならば？　他ほかにも神官たちがそこにいる。この中にふさわしき者はいませぬか。大神官になり得る者は……」


　神官にも位はあり、この広場には上級の者たちが二十人ほど並んでいる。みな内心で汗あせを搔かきながら頭を垂れていることだろう。自分の欲を計られているのだ。


　しばらくすると慧眼児が「ひとりを除いて、凡ぼん人じんばかり」と答えた。


「あの者を除けば、みな神官にしては、人並みの欲を背負っている」


　鶏冠はちらと視線を上げた。


　慧眼児が示しているのは、やはり胆礬大神官のことだ。大神官は深々と頭を下げながら「お許しを。国を守るに値あたいする後こう継けいを育てられなかったのは私の不徳にございます」と陳ちん謝しやする。


「人とはそんなもの。少欲の者のほうが稀まれだ」


　慧眼児の言葉どおり、王宮の中は欲の皮が突っ張った連中で溢あふれている。神官とて例外ではない。誰しもが、なにかのきっかけで辰砂のようになり得るのだ。


「慧眼児よ、御身の横にいる赤き髪かみの者も神官にございます。ご見分いただけますか」


　大神官の言葉に鶏冠はぎくりとした。


　盗ぬすみ見ていた目を慌あわてて伏ふせると、今までよりさらに頭を低くする。頭の上に青い光がキラキラと降りかかるのがわかった。


　見分されている。


　うなじの産うぶ毛げが……ざわざわと騒さわぐ。


「──この者だけは欲の毛色が変わっておる」


　慧眼児が答える。


「欲がないわけではないが、他の者の欲しがる権力や金子や名めい誉よにはさしたる興味もなく、ただ本を大量に読みたがるのと、あとは、に……」


　言葉が止まった。


「あとは？」


　王が続きを促すと「いや」とだけ返す。あとは、に続いた「に」はおそらく肉の「に」なのだろう。情けを働かせてくれたのか、肉が好きでたまらない件は伏せておいてくれるようだ。


「いずれにしても、大神官たりえるほどに清せい廉れん潔白な者は見あたらぬ。そもそもこの王宮内の気が濁っている。これは私利私欲で動く者たちが多い証拠。根本から変えなければ、民たみを救う人間は育たぬことであろう」


「胸に刻むと約束いたそう」


　王は真しん摯しに答える。


「さて、慧眼を長く晒さらせば、この身に負担がかかる。そろそろ我は戻るぞ」


「ま、待ちたまえ。また必要な時には来ていただけるのだろうか」


　もちろんだ、と天青は約束した。


「慧眼児は王に仕つかえる者。……ただし御身が、正しき王である限り」


　その言葉を最後に、慧眼が閉じられて溢れる光が消える。


　天青の身体がガクリと頽くずおれて、曹鉄がしっかりと抱だき留めた。


　失神してはいるが、顔色には自然な赤みが戻り、呼吸も正常だ。鶏冠はなによりまずそのことに安心する。


　王が上うわ擦ずった声で「再度、慧眼児に礼を尽つくせ」と命ずる。


　そこにいたすべての文官、武官、神官がザッと音を立てて、額を石いし畳だたみにすりつけた。
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「覚えてるんだけど、覚えてないんだよ」


　背中にしがみつく子虎と遊びながら、天青は言う。


「人間の周りに、なんか色や模様が見えるんだ。それは今でも覚えてる。たとえば辰砂はきったねえ赤っぽい色。琥珀は喧けん嘩か上等って感じの派手な朱しゆ色いろ。一色ってわけじゃなくて、他にも何色か重なってたり、渦うず巻まいてたり……」


「だが、王様になにを喋ったかは覚えてないと？」


　天青は鶏冠を見て「うーん」と首を傾かしげた。


「覚えてないっていうか……聞こえてはいる。ただ、自分で喋っている感じはしない。オレの中にもうひとり、慧眼児が住んでるって感じかなあ」


「私が肉を好きだということを言わなかったのは？」


「あー……あんとき、ちらっと思い出してたんだ。あんたが我が慢まんしてた肉を、無む理り矢や理り口に押し込んだのはオレだったよなあって」


　それで肉に関してはお目こぼしだったのだろうか。


　いずれにしても天青の思考が慧眼児にいくらかの影えい響きようを及およぼすらしい。慧眼児と天青は同一ではないが、まったく別の存在でもないのだ。


　子虎は天青の背中で遊ぶのに飽あきたのか、今度は鶏冠の膝に突とつ進しんしようとした。それを曹鉄が途と中ちゆうでヒョイと抱かかえて邪じや魔まをする。


　鶏冠としては助かった。湿しつ布ぷと包帯だらけで、元気すぎる子虎と遊ぶのはいささかきつい。


　天青の慧眼が覚かく醒せいして、まる一日と半分が経たっていた。


　失神した天青は眠ねむり続け、鶏冠もすべての緊きん張ちようが解けた途と端たんに倒たおれた。発熱の原因は神経疲ひ労ろうと全身の打だ撲ぼくだった。


「慧眼が開いている時の言葉は洗練されていて、おまえではないかのようだったな」


「なんだよ、それ」


　頰ほおを膨ふくらませた天青に睨にらまれ、鶏冠は微笑ほほえんだ。すると天青が「あっ」と指をさす。


「曹鉄、見た？　今の見た？　ちょこっとだけど笑ったぜ」


「ああ。笑ったな」


　曹鉄までが、珍ちん獣じゆうを見るような眼めで鶏冠を見た。


「なんだそれは。まるで初めてみたように珍めずらしがるな」


「初めてみたいなもんだよ。今まであんたが笑ったのって、すげー怒おこってる時にニヤッとするだけだったもん」


「…………そうか？」


「うん」


「そうなのか？」


　曹鉄にも確かく認にんすると深く頷うなずかれてしまった。鶏冠自身だけが納なつ得とくできない。怒る時に笑ったりするものだろうか？　


「鶏冠。辰砂はどうなったのだ？」


　子虎を肩かたに乗せて曹鉄が聞く。


「流る刑けいになるだろうな。風向きが変わった途端に、辰砂神官の悪わる巧だくみをばらす者たちが増えた。王の欲ほつする慧眼児を脅きよう迫はくした罪は重い」


「……実はこっちも王から逃にげ出すつもりだった点は追及されないのか？」


「そのへんは藍晶王子がうまくやってくださる。あのお方にはすべてお話しした。恐おそろしいほどに聡さとい方だから、噓うそをつき通すのは難しいし、お力を貸してくださったからな」


　もしも脱だつ出しゆつに失敗し、全員が敵の手中に落ちた時のため、鶏冠は子虎の首輪に文を結びつけておいた。子虎は懐なついていた彩蝶の……つまり藍晶王子のもとへ向かうだろうと踏ふんだのだ。事実、利口な子虎は人間では入り込めない隙すき間まを進み、王子に文を届けてくれた。


　王子への懇こん願がんは曹鉄の救出だった。


　見分さえ終われば、王に直じき訴そして天青だけはかろうじて宮中から退出させられる。だがどこに閉じ込められているかわからない曹鉄はどうしようもなかったのだ。王子は赤烏を動かし、古い蔵に閉じ込められていた曹鉄を解放してくれた。


「──おまえは真まことの慧眼児だったのだな」


　鶏冠は天青を見つめた。


　額はいつものように鉢はち巻まきで覆おおわれ、慧眼は隠かくされている。


　天青の表情は田舎いなか村むらの小こ僧ぞうのままで、鶏冠に向かって「けっ」と吐はき捨てた。慧眼が露あらわな時の品格と凛り々りしさは、いまや見る影かげもない。


「慧眼児だろうとなんだろうと、オレはオレだよ。なんも変わんねえ」


「……そうだな。もうすぐ王が褒ほう美びをくださる。それを持ってどこか田舎の村に、小さな土地でも買って暮らすがいい。ハシバミの村には戻もどらぬのだろう？」


「戻るつもりはねえよ。つか、用がすんだらさっさと追い出すってわけ？」


「おまえはもう自分の仕事を果たしたからな」


「なんか感じ悪わりィのな。あんたは慧眼児を連れてきたんだから出世すんだろ？」


「さあな。なにも聞いていない。……天青、なにを拗すねているんだ？」


「拗ねてなんかいねーし」


　どう見ても拗ねた顔をプイと背そむけ、飛びついてきた子虎を抱く。


　鶏冠と曹鉄はそっと視線を合わせた。


　天青を頼たのむ──視線に乗せた鶏冠の気持ちは曹鉄に伝わったのだろう。静かな頷きがひとつ返される。


　天青は、鶏冠と別れるのが寂さびしいらしい。


　それは鶏冠も同じことだ。あるいは鶏冠の寂しさのほうがもっと大きいかもしれない。それでも、天青を早くここから出す必要があった。


　たった一日で、もはや宮中に慧眼児を知らぬ者はいなくなった。


　天青を利用して、力と富を得ようと画策する者が山のように出てくるはずだ。現に昨日から、貴族たちから天青への贈おくり物が続き、山と積まれているほどである。


　宮中は生き馬の目を抜ぬくような世界だ。


　欲望と陰いん謀ぼうと策略で埋うめ尽くされた場所だ。こんなところに天青を置いておきたくない。利用されるか、邪魔者として消されるか──天青にとっていいことはなにもない。


　いつかもう少し天青が大人おとなになれば、鶏冠の気持ちに気づいてくれるだろう。


　気がつかなかったとしても、それはそれで構わない。どこか遠くで、幸福になっていてくれればいいのだ。


「鶏冠殿はおいででしょうか」


　女官の声がした。


　女性は神官の部屋には入れない。鶏冠が足を引きずりながら表へ出ると、藍晶王子づきの女官が頭を下げて待っていた。王子がお呼びだと言う。天青と曹鉄も一いつ緒しよにとの命だった。


　すぐに参りますと答えて、一度部屋に戻る。


「きっと王子も、おまえたちに褒美をくださるのだろう」


　そう告げると、天青は「がっぽりもらえんのかな」などと品のないことを言った。


　支し度たくを調え、王子の待つ善詞堂へと向かった。外を歩けば、すれ違ちがう女官や貴族が、みな天青を見て頭を垂れる。天青はどこか居い心ごこ地ちが悪そうに肩を竦すくめていた。


　善詞堂では、藍晶王子がいつものように赤烏を控ひかえさせて待っていた。


「此この度たびは大たい儀ぎであったな」


　声をかけられ、三人は揃そろって頭を下げる。子虎が天青の腕うでから飛び出し、王子の膝ひざに乗った。王子は「おお、神の虎よ、また少し大きくなったのではないか？」とご機き嫌げん顔で子虎を撫なでる。


「鶏冠、身体からだの具合はどうだ？」


「身に余るお言葉にございます。おかげさまで傷も癒いえつつあります」


　ならばよかった、と満足げに頷く。


「天青……いや、慧眼児よ、そなたの見分がなければ父上は辰砂を大神官に指名していたかもしれぬ。正しき道を示してくれたことに感謝する。父上からも近く褒美が出るであろう」


　天青は「ありがとうございます」と勢いよく頭を下げた。正しい礼れい儀ぎとは言えないが、愛あい嬌きようはあった。王子付きの女官たちが口元を隠して笑っている。天青をねぎらうと、王子は人ひと払ばらいを命じた。女官たちがしずしずと立ち去り、部屋の中は事情を知った者たちだけとなる。


「さて」


　王子は軽く膝を叩たたいた。そなたたちに褒美を与あたえる──そう続くはずの言葉を鶏冠は待ちながらも、なぜ人払いがなされたのかと不思議だった。ふと目が合い、王子の浮うかべた意味深な微笑みに、いやな予感が走る。彩蝶に女の格好をしろと言われた時と同じ顔だったのだ。


「近く、そなたたちに王命が下る」


　王子が、声を低くし、だがはっきりと言った。


「そのときに肝きもを潰つぶさぬよう、あらかじめ知らせておこうと思ってな」


　鶏冠は「さようにございますか」と応じながらも、心中では眉まゆ根ねを寄せていた。王命？　なぜ今さら王命なのだ？　天青に与える褒美の話ではなかったのか？


　ひとつの可能性が思い浮かび、すぐに否定した。


　まさか。


　まさか、そんな──あり得ない。


　王がそこまで無む謀ぼうな、前例を無視した命を下すはずもない。大だい丈じよう夫ぶ、心配しすぎだ。まだ少し神経が参っているから、おかしな想像をしてしまうだけだ……鶏冠は自分に言い聞かせる。


「まず──父上は大神官選定を半年後に延期し、現在の大神官候補はすべて見直すことになさるそうだ。宮中神官全員の人格、能力、適性を見直し、半年後までに新たに大神官候補を選出する。その折にはできるだけ慧眼児の力は借りず、ご自分の判断にて決定をくだしたいと仰おつしやっていた。……鶏冠、どう思う？」


「はい。正しきご判断と思いまする」


　鶏冠から見ても、現在の大神官候補から漏もれてはいるが、才に溢あふれ、信しん頼らいに値あたいする先せん輩ぱい神官は何人かいる。ただ出身が貴族階級ではなかったり、あるいは下級貴族だったりするので、なかなか出世できないのだ。


　また、慧眼児が選定に関かかわれば今回と同じような裏の手段に訴うつたえる者が出ないとも限らない。王自身が決定するのが、やはり一番よい。


「そうか。私も父上は正しいと思う。……そこで、だ。鶏冠、まずはそなたは紫し色しよく三位に昇しよう格かくとなり、かつ、ひとりめの大神官候補となる」


「──は？」


　聞き間ま違ちがいかと思った。そうであって欲しかった。


「紫色三位で、大神官候補だ」


　王子が繰くり返す。


　……噓だ。やめてくれ、冗じよう談だんじゃない。鶏冠は思わず顔をぶんぶんと横に振ふった。


「い、いけません王子」


「私ではない。父上が決めた」


「では王様にご進言くださいませ。そのようなことをされては、他ほかの神官や貴族たちに不服が生まれます。みな納得いたしませぬ」


「おまえは慧眼児を連れてきた。昇進は当然だ」


「私はまだ青せい色しよく二位の身です。いったい何階級飛ばすおつもりにございますか」


　勘かん弁べんしてくれ、というのが本音だった。


　この歳で宮中神官になっただけでも悪目立ちしているのだ。その上、紫色三位などあり得ない。仮に慧眼児を連れてきた功労としても、いいところ緑りよく色しよく二位程度だ。


「鶏冠、おまえも知っているであろう。大神官候補になるためには紫色以上の位が必要だ」


「ですから、私のような若じやく輩はい者を大神官候補になどしてはならぬのです」


「父上は老ろう獪かいなジジイどもには幻げん滅めつなさったのだ。ゆえに若手に期待されている」


「王子、私は」


　鶏冠の言葉を遮さえぎり、王子は「まあ、そなたの気持ちもわかる」と言った。


「まだその若さだ。大神官候補の荷は重かろう。やっかむ者も出るに違いない。それは王もご承知だ。……ゆえに、そなたのそばに慧眼児を置かれてはどうかと仰っている。さすれば奇き蹟せきの慧眼にて、おまえを助けてくれるであろう。──どうだ天青、異存はないか」


　天青の顔がパッと上がる。少しのためらいもなく「ありませんっ」と返事をする。


　鶏冠は目め眩まいがした。


　事態がどんどん悪い方に進んでいる。


「しかし、天青は慧眼児なれど、ふだんは子こ猿ざるのような田舎者でございます。宮中で暮らすに適しているとはとても思えず……」


「そんなことはよーく知っている。そなたづきの神官書生として、よく指導してやれ」


「な、なにを仰いますか！」


　神官書生という言葉に、鶏冠はいよいよ動どう揺ようを隠せない。


「宮中にて神官書生たりえるのは、科挙に並ぶ難試験を通り抜けた者だけでございます。他の書生たちが納なつ得とくするはずもありませぬ」


「それが王命でもか？　鶏冠、そなたは王命に異があると申すのか？」


「い、いいえ……滅めつ相そうもございません。ですが……」


　王命は絶対であり、臣下が異を唱えられるはずもない。


「ではありがたくお言葉を受け入れよ。また、曹鉄には護衛官の役目を用意してある。配属は神官の住まう銀ぎん雪せつ斎さいと神殿周辺だ」


　この用意周しゆう到とうぶり──王に入れ知ぢ恵えをしたのは藍晶王子に違いない。聡そう明めいな王子は、次に王となる自らのための布石を始めたのだ。


　曹鉄は「護衛官として尽じん力りよくいたします」などとしおらしい返事をしている。


　つまりは天青も曹鉄もこのまま宮中に残るわけだ。確かに天青がいる以上、曹鉄が残ってくれるのは心強いが──予想外の展開に、鶏冠は頭を抱かかえたい気分だった。


「……なんでそんな顔してんだよ。オレがここにいるのがそんなイヤなのか」


　王子の前だというのに、天青が口を尖とがらせて聞く。鶏冠も動転のあまり、王子の存在を一いつ瞬しゆん忘れて「おまえはなにもわかっていないのだ」と答えてしまう。


　王宮に残るのがどれほど危険なことか、わかっていない。策略の嵐あらしに揉もまれ、謀ぼう略りやくの豪ごう雨うに遭あい、悪計に足を取られてのど元に刃はを突つきつけられる。


　それが宮中という場所だ。まして慧眼児などという特別な存在ならば、なおいっそうだ。


「オレはここにいちゃいけないのかよ」


「そういう問題では……」


　辟へき易えきしながら横にいる天青を見て、鶏冠は言葉に詰つまった。


　大きな眼めが真っ赤になっている。涙なみだはぎりぎりで零こぼれていないが、そよ風ひとつで溢れそうだった。


「オレはあんたの役に立たないのか。オレは……誰からも必要とされないのか」


「そんなわけがないだろうが。おまえは慧眼児なのだぞ。王様ですら、おまえを必要としているほどなのだぞ？」


「王様なんか関係ない。あんたはオレをいらないって言うじゃないか」


　天青が下を向き、涙がぽつ、と膝に落ちる。


　王子の前で王様なんか関係ないとはとんでもない発言である。だが藍晶王子は気にした素そ振ぶりもなく、むしろ鶏冠に向けて「あーあ、泣かせちゃった」という非難の目を向けていた。


　ほとほと困り果てて曹鉄を見ると、なにも言わずに小さく肩かたを竦めるだけだ。


「……ああ、もう、泣くな」


　懐ふところから手しゆ巾きんを出して、天青に渡わたす。まったく、気が強くて意地っ張りのくせに、どうしてこう泣き虫なのだろう。それとも気が強くて意地っ張りだからこその泣き虫なのだろうか。どんなにつらい時でも、いつも笑っていた葉寧とは正反対だ。


　人の手巾で洟はなまでかんでいる天青を見ながら、鶏冠の胸に言葉にし難がたい感情が湧わく。


　そばに置いて、いいのだろうか……守り抜ぬく自信などないというのに？


　鶏冠、と呼ばれて王子を見る。


「おまえの気持ちはわかっている。だがな、悪事を働く者の腕うでは長いぞ。奇蹟の慧眼児を手に入れるためならば、どこまででも伸のびる。危険なのは、宮中も外も一いつ緒しよだとは思わぬか」


「……王子」


「宮中ならば、私が力になれる時もあろう。ま、暗殺でもされない限りはな」


　笑いながら不ふ吉きつを口にした王子の後ろから、唐とう突とつに「そのようなことにはなりませぬ」と赤烏が言った。この男の声を聞くのはほとんど初めてなのではないか。


　天青はまだ鼻をぐすぐすさせている。


　鶏冠は天青の手から手巾をひったくると、ぐいぐいとその顔を拭ふいた。


「まったく……慧眼児のくせに洟を垂らすな。みっともない」


「う、うるさい」


「大神官候補に向かってその口の利きき方はなんだ。ここに残るならば、徹てつ底てい的に礼れい儀ぎを叩たたき込むから覚かく悟ごしろ」


　すんっ、と洟を啜すすって、天青が鶏冠を見る。零れそうな瞳ひとみが「本当に？」と聞いていた。


「……絶対に守ってやるとは言えぬが、それでもいいのか」


「オレが守ってやる」


　存外な返事に、鶏冠は束つかの間言葉を失う。


「鶏冠は大神官になるんだろう？　ウン、いいと思うよ。オレ、あんたの色、覚えてるんだ。……他の神官はみんなどろっとした色の渦うずの中にいるのに……鶏冠だけ違ちがった。透すき通った水色と、白っぽい銀が噴ふん水すいみたいに噴ふき出して、その真ん中にあんたが透けて見えた」


「水色と銀……？」


「そう。あと、あんたの前まえ髪がみみたいな綺き麗れいな赤が時々走る。あんたみたいな人が大神官になるのがいいと思う。うまく説明できないけど、そういう感じの色だった。だからさ、あんたが大神官になるまで、オレと曹鉄が守ってやるよ」


　だからさ、と眉まゆをハの字にした天青が聞く。


「だから……あんたのそばに、いてもいいだろ……？」


　鶏冠はしばし黙もくしたが、やがて静かに「逆だ」と答えた。


「え？」


「逆だ──天青、私がおまえに頼たのまねばならぬ立場なのだよ」


　一度天青から離はなれ、姿勢を正す。


　王子に一礼してから、今度は天青のほうへ身体からだの向きを直した。


「奇蹟の慧眼児に願い奉たてまつる」


　厳おごそかに、頭を垂れる。


　半月前、肥こえ柄び杓しやくをぶつけてきた、やせっぽちの田舎いなか小こ僧ぞう。


　大きな眼で物事を真まっ直すぐに見る、口の悪い泣き虫。


　たとえば、天青が慧眼児ではなかったとしても……きっと離れ難い気持ちは変わらない。


「その慧眼にて、我を導きたまえ。我が過あやまちを犯おかすことなきよう見守りたまえ。常に我のそばで、我を戒いましめたまえ──」


　請せい願がんを終えて顔を上げると、天青はぽかんと口を開けていた。


　藍晶王子が「答えてやりなさい」と催さい促そくすると、やっと口を閉じ、コクンと喉のどを鳴らしたあとに、少し頰ほおを紅潮させて王子に質問した。


「……つまり、鶏冠と一緒にいていいの？」


　王子が頷うなずくと、やっと笑え顔がおを見せる。


「じゃ、導いてやるよ」


　そう答えると小鼻がぷくりとふくらみ、なにやら偉えらそうにふんぞり返る。


　鶏冠は頭を上げると天青の鼻を摘つまんで「導いてさしあげます、だ」と教育的指導を行った。ふがふがと暴れる天青を見て曹鉄が小さく笑い、子虎は嬉うれしげに駆かけ回る。











　一から仕切り直しとなった大神官の選定は、このあと宮中に大きな騒そう動どうを引き起こすことになるのだが──それはまた、しばらくのちの話である。






あとがき







　こんにちは、そして初めまして。


　榎え田だユウリでございます。


　榎田はエノダでもエノキダでもなく、エダと読んでくださいませ。や、間ま違ちがえられてもあんまり気にしないんですけどね（笑）　今までは『榎田尤利』名義を使っておりましたが、今後ファンタジーなど、ボーイズラブ以外の作品に関しましては『榎田ユウリ』となります。ボーイズラブってなんだろうと思った方（あんまりいない気がする）は、検けん索さくエンジンなどで調べてみてください。いろいろディープな世界です。


　さて『宮廷神官物語』はお楽しみいただけましたでしょうか。


　著者も初めてのアジアン・ファンタジーとなりました。ビーンズさんでの前作は吸きゆう血けつ鬼きモノで、現代日本が舞ぶ台たいでしたが、今回は架か空くうの存在である麗れい虎こ国こく、麗うるわしき虎とらの国です。


　もうおわかりかと思いますが、ベースとなっているのは朝ちよう鮮せん王朝です。なぜ日本でも中国でもなく朝鮮なのかといえば、もともとは著者が『宮廷女官　チャングムの誓い』にハマったからという、あまりにありきたりな理由……。ＤＶＤ全巻持ってますが、何度見ても面おも白しろいんだなあ。私はチェ尚宮のファンです。ばっちり入った悪役アイラインがたまりません。


　そんなわけで衣い装しようや風ふう俗ぞくなどは、朝鮮王朝時代をイメージしていますが、麗虎国はあくまで架空の国です。政治形態や神官制度などはオリジナルの設定となっております。


　また、キャラクターたちの名前についても、カタカナではなく漢字を音読みするというスタイルを取りました。これまた架空の名前であり、中国や韓かん国こくにあるのかないのか、私にもわかりません。ハイ。


　それでは、あとがきが四ページもあることですし、キャラクターたちを簡単にご紹しよう介かいさせていただきますね。


　まずは主人公の天てん青せい。


　今回は少年を主人公にしようと決めていたのですが、健けな気げで素す直なおで愛くるしい子──ではなく、口の汚きたないやんちゃ小こ僧ぞうとなりました。でもね、心根は優やさしい子なのですよ……と担当氏に説明したら「あれですね、学校イチの不良少年が体育館の裏で捨てられた子犬を可愛かわいがっているような！」と、理解してもらえたのかどうか、微び妙みような返答をいただきました。うん、たぶん、だいたいあってる（笑）


　そして天青を守る剣けんの達人、曹そう鉄てつ。


　無口なようですが、内心ではグルグル考えちゃうタイプですね。導入部の見所は、曹鉄が肥こえ柄び杓しやくで戦うシーンかなと自分では思っています。これからもしっかり天青を守って欲しいものです。


　さらに、宮きゆう廷てい神官である鶏けい冠かん。


　せっかくの美形キャラなのに、鶏にわとりのトサカの名前にされてしまいました。しかもどこか間が抜ぬけているキャラでもあります。本人は真しん剣けんなんですよ、あれでも。おまけに、神官なのにそんなことしていいのっ、ということもしています。欲を断たつのは難しいことなのです。今後は彼が天青を導く役割を担になうものと思われます。苦く労ろう性しようの星のもとに生まれついたのかもしれません。頑がん張ばれ、鶏冠。


　他にも、柘榴ざくろ婆ばあや黄おう楊よう、藍らん晶しよう王子など、書いていてとても楽しいキャラクターたちでした。二巻以降、彼らがどう活かつ躍やくしてくれるのか、私自身とても楽しみです。ことに藍晶王子は物語に大きく関かかわってくる予感……。


　作者のくせに予感ってなんだ、と思われるかも知れませんが、実は作者にも物語の先はたいしてわかっていない場合が多いのです。あ、いや、私の場合ね。他の先生がたはそんなことはないのかもしれません。もっとちゃんと先まで考えているのかも！……と思ったら自分が少し不安になりました。よく言えばフレキシブル。悪く言えば無計画。


　無計画ではありますが、二巻についてはおおよそ決まっています。


　いよいよ天青の宮廷での生活が始まり、またしても様々な事件が起きるわけです。発売は来年の春頃かなと思っております。


　新しいシリーズを始めるときはいつもドキドキします。この世界はみなさんに受け入れてもらえるだろうか。楽しく読んでいただけるだろうか。そればかり考えています。


　小説というものは、ぽつんとそこにあってもなんの意味もありません。


　誰だれかに読んでもらって、はじめて意味をなします。命を得ることができます。私の物語に命を吹ふき込めるのは、読者さまに他ほかなりません。


　本が一冊できあがるまでには多くの方のご協力が必要です。カトーナオ先生には、生き生きとした美しいイラストをちょうだいしました。物語に素す晴ばらしい彩いろどりを与あたえてくださったことに、心から感謝いたします。さらに、担当氏をはじめとして、ご尽じん力りよくくださったみなさまに深く御おん礼れい申し上げます。


　それでは、また近いうちにお目にかかれますように。


　ご意見、ご感想などもお待ちしております。最新情報は公式サイトやブログに掲けい載さいいたしますので、ぜひ覗のぞいてみてくださいね。


　最後までおつきあいいただき、ありがとうございました！










２００７年　夏の終わり　榎田ユウリ　拝　　





宮きゆう廷てい神しん官かん物もの語がたり


選えらばれし瞳ひとみの少しよう年ねん





榎え田だユウリ
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